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本
論
文
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
之
上
の
第
一
部
七
番
共
解
の
第
一
章
標
章
の

第
五
節
「
教
相
」
の
部
分
を
原
典
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
究
明
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
平
成
二
十
年
度
春
学
期
（
四
月
〜
七
月
）
の
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
の
「
演
習
」
の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業
の
受
講

生
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修
の
私
の
ゼ
ミ
生
の
つ
ぎ
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
　

川
瀬
隆
〔
修
士
一
年
〕、
竹
林
智
彦
〔
修
士
二
年
〕、
加
藤
正
賢
〔
博
士
二
年
〕、

伊
藤
光
壽
・
天
野
弘
堂
〔
研
究
生
〕、
武
藤
明
範
・
水
野
荘
平
・
久
田
静
隆
・

ト
ラ
ン 

ト
ウ
イ 

カ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）・
鈴
木
あ
ゆ
み
・
森
琢
朗
〔
研
究
員
〕、

今
井
勝
子
・
當
間
日
澄
・
ダ
オ 

ト
リ
ン 

チ
ン 

ニ
ャ
ン
・
ト
ラ
ン 

ア
ン 

コ

ア
・
ト
ラ
ン 

ク
オ
ッ
ク 

フ
ォ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）〔
聴
講
生
〕

　

授
業
は
、
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調
べ
を
し
て
発
表

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
伊
藤
光
壽
氏
が
毎
時
間
「
書
き
下
し
文
」、
詳
細
で
膨
大
な

「
注
」、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作
成
し
て
頂
き
、
そ
れ
を
私
が
加
筆
し
、
そ
れ
を

訂
正
し
て
頂
い
て
、
授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、
完
全
な
原
稿
を
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
世
に
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智
慧
を
結
集
し
て
で
き
あ
が
っ

た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
記
・
誤
読
な
ど
多
く
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
責
任
の
全
て
は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」
と
「
書
き
下
し
文
」
を
、
つ
ぎ
に
「
注
」

を
、
最
後
に
「
現
代
語
訳
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
原　

　

文
〕

教
相
為
㍾三
。
一
根
性
融
不
融
相
。
二
化
道
始
終
不
始
終
相
。
三
師
弟
遠
近
不
遠
近

相
。
教
者
聖
人
被
㍾下
之
言
也
。
相
者
分
㍼別
同
異
㍽也
。
云
何
分
別
。
如
㊦日
初
出
前

照
㍼高
山
⊿
厚
殖
㍼善
根
㍽感
㍼斯
頓
説
⊿
頓
説
本
不
㍾為
㍾小
。
小
雖
㍾在
㍾座
如
㍾聾
如
㍾

。
良
由
㊦小
不
㍾堪
㍾大
。
亦
是
大
隔
㍼於
小
⊿
此
如
㍼華
厳
㍽約
㍼法
被
∑縁
。
縁
得
㍼

大
益
㍽名
㍼頓
教
相
⊿
約
㍼説
次
第
㍽名
∮従
㍾牛
出
㍼乳
味
㍽相
∵

〔
書
き
下
し
文
〕

第
五
節　

教（
１
）相

　

教
相
と
は
、
三
と
な
）
2
（
す
。

　

一
に
、
根
性
の
融ゆ

う

・
不
融
の
相
、
二
に
、
化け
ど
う道
の
始し
じ
ゅ
う終
・
不
始
終
の
相
、
三
に
、

師
弟
の
遠お

ん
ご
ん近
・
不
遠
近
の
相
な
）
3
（
り
。
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教
は
、
聖し
ょ
う
に
ん人
が
下し
も

に
被こ
う
む

ら
せ
る
言ご
ん

な
り
。
相
は
、
同
異
を
分
別
す
る
な
）
4
（

り
。

　

い
か
ん
が
、
分
別
す
る
）
5
（

や
。

　

第
一
に
、
根
性
の
融
・
不
融
の
相
。

　

そ
の
一
は
、
乳
味
。

　

日
が
初
め
て
出
で
て
、
前さ

き

に
高こ
う
ざ
ん山
を
照
ら
す
が
ご
と
し
。

　

厚
く
善
根
を
殖
え
て
、
こ
の
頓
説
を
感
ず
。

　

頓
説
は
も
と
小
の
た
め
な
ら
ず
。
小
は
座
に
在
り
と
い
え
ど
も
、
聾ろ

う

の
ご
と
く
あ

の
ご
と
し
。
ま
こ
と
に
小
は
大
に
堪
え
ず
。
ま
た
こ
れ
、
大
は
小
を
隔
て
る
に
よ

る
。
こ
れ
は
、
華
厳
の
ご
と
し
。

　

法
は
、
縁
に
被こ

う
む

ら
せ
る
に
約
せ
ば
、
縁
が
、
大
の
益や
く

を
得
る
を
、
頓
教
の
相
と

名
付
く
。

　

説
の
次
第
に
約
せ
ば
、
牛
よ
り
乳
味
を
出
だ
す
相
と
名
付
）
6
（

く
。

〔
注
〕（

１
）　

教
相
＝
「
教
相
」
は
、
教き
ょ
う
そ
う相
判は
ん
じ
ゃ
く釈
と
同
義
。
教き
ょ
う
は
ん判
と
も
、
判は
ん
ぎ
ょ
う教
と
も
、

教き
ょ
う
し
ょ
う摂
と
も
い
う
。

 

　

一
般
的
に
「
教
相
判
釈
」
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
「
経
」、
ま
た
は
「
論
」
を
根
拠

に
し
て
、
他
の
経
論
を
そ
れ
に
従
属
さ
せ
、
教
え
が
説
か
れ
た
形
式
、
方
法
、
順
序
、

説
か
れ
た
意
味
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
、
経
論
を
位
置
付
け
、
教
説
を
分
類
し
て
、
体
系

付
け
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

天
台
教
学
で
は
、
諸
経
論
を
、
こ
と
ば
に
よ
る
言
い
表
わ
し
か
ら
、「
根
性
の
融
・

不
融
の
相
」「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
の
相
」「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
と
い
う

三
種
教
相
を
下
敷
き
に
、
小し

ょ
う
だ
い大
権ご
ん
じ
つ実
、
つ
ま
り
、
小
乗
と
大
乗
、
権
教
と
実
教
を
分

別
し
、
ひ
い
て
は
、
迹し

ゃ
く
ほ
ん本

、
つ
ま
り
迹
門
と
本
門
と
を
分
別
す
る
の
を
「
教
相
・
教

相
判
釈
」
と
す
る
。

 

　
「
小し
ょ
う
じ
ょ
う乗

」
は
、
自
分
の
解
脱
だ
け
を
目
的
と
す
る
自じ
ち
ょ
う調
自じ

ど度
、
つ
ま
り
、
自
分
の

煩
悩
を
抑
え
滅
ぼ
し
、
自
分
だ
け
の
悟
り
に
至
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
声
聞
や
縁
覚
の

道
で
あ
る
。

 

　

大
乗
に
比
べ
、
修
行
実
践
す
る
教
・
理
・
行
・
果
、
お
よ
び
修
行
実
践
す
る
人
が
劣

る
点
か
ら
、
大
乗
か
ら
み
て
蔑
称
し
た
「
劣
っ
た
乗
り
物
」
を
い
う
。

 

　
「
大だ
い
じ
ょ
う乗

」
は
、
涅
槃
に
積
極
的
な
意
義
を
認
め
、
自
利
よ
り
も
広
く
衆
生
を
救
済
す

る
利
他
行
を
実
践
し
、
自
利
・
利
他
の
両
面
を
満
た
す
菩
薩
の
道
を
修
行
実
践
し
て
、

仏
と
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
「
大
き
な
乗
り
物
」
を
い
う
。

 

　
「
権ご
ん
き
ょ
う教

」
は
、
悩
め
る
人
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
、
真
実
の
教
え
へ
導
く
た
め

に
、
し
ば
ら
く
仮
に
手
立
て
と
し
て
設
け
ら
れ
、
真
実
の
教
え
に
到
達
す
れ
ば
捨
て
ら

れ
る
方
便
の
教
え
を
い
う
。

 

　
「
実じ
っ
き
ょ
う教

」
は
、
仏
自
ら
の
悟
り
を
そ
の
ま
ま
打
ち
明
け
、
始
終
変
わ
る
こ
と
が
な

い
、
究
極
で
根
本
と
な
る
真
実
の
教
え
を
い
う
。

 

　

天
台
教
学
で
は
、『
法
華
経
』
が
説
く
円
教
を
実
教
と
し
、
そ
れ
以
外
の
諸
経
の
教

説
、
す
な
わ
ち
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
権
教
と
し
て
、
三
権
一
実
と
い
う
。
そ
の
関
係

を
蓮
華
の
三
喩
で
表
わ
し
て
、
為い

じ
つ実
施せ
ご
ん権
・
開か
い
ご
ん権
顕け
ん
じ
つ実
・
廃は
い
ご
ん権
立り
ゅ
う
じ
つ実
と
示
し
、『
法
華

経
』
で
始
め
て
権
方
便
が
権
方
便
で
あ
る
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
真
・
真
実
が
顕
わ

さ
れ
る
と
す
る
。

 

　
「
迹し
ゃ
く
も
ん門

」
は
、
こ
の
世
に
す
が
た
形
を
現
わ
し
た
仏
は
、
根
源
の
仏
が
衆
生
を
救
済

す
る
た
め
に
、
本
地
か
ら
迹
を
垂
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
救
う
は
た
ら
き
を
顕
示

す
る
面
を
い
う
。

 

　
「
本ほ
ん
も
ん門

」
は
、
真
実
の
仏
は
、
久
遠
の
昔
に
成
道
し
た
本
来
の
仏
で
あ
る
と
い
う
本

仏
の
本ほ

ん
じ地
、
あ
る
い
は
根
源
と
い
う
仏
の
本
体
を
顕
示
す
る
面
を
い
う
。

 

　

仏
釈
尊
が
、
こ
と
ば
に
表
わ
し
て
説
き
示
し
た
教
え
は
、「
家
」
に
例
え
ら
れ
る
。

家
は
、
外
見
の
建
物
だ
け
が
家
で
は
な
い
。
内
で
営
ま
れ
て
い
る
日
常
の
生
活
に
こ

そ
、
家
の
生
命
が
宿
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
教
え
は
、
そ
の
ま
ま
こ
と
ば
と
し
て
外

に
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
教
え
の
す
が
た
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
外
か
ら
は
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
包
さ
れ
る
も
の
に
、
仏
釈
尊
の
真
意
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

 
　
『
法
華
経
』
に
盛
ら
れ
て
い
る
教
え
は
、『
法
華
経
』
以
外
の
す
べ
て
の
経
論
と
は
、

教
え
の
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
天
台
教
学
で
は
、『
法
華
経
』
で
始
め
て
、『
法
華

経
』
以
前
の
諸
経
で
そ
れ
ま
で
真
実
と
思
わ
れ
て
い
た
教
え
が
、
本
当
は
「
権ご

ん

」、
つ

ま
り
仮
の
手
立
て
で
あ
る
訳
合
い
が
明
か
さ
れ
、「
実じ

つ

」、
つ
ま
り
真
実
が
顕
わ
さ
れ
る
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教
え
は
『
法
華
経
』
だ
け
で
あ
る
と
説
く
。

 
　

智
顗
は
、『
法
華
経
』
の
前
半
十
四
品
を
権
、
つ
ま
り
「
迹し
ゃ
く
も
ん門

」
と
し
、
後
半
十
四

品
を
実
、
つ
ま
り
「
本ほ

ん
も
ん門

」
と
し
た
。
前
半
で
は
、
仏
釈
尊
が
ブ
ダ
ガ
ヤ
ー
で
始
め
て

悟
り
を
開
い
た
す
が
た
で
教
え
を
説
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
半
で
は
、
仏
釈
尊
が

久
遠
の
本
仏
の
す
が
た
で
教
え
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

 

　

権
実
を
用
い
た
三
権
一
実
や
迹
本
二
門
の
伽
耶
近
成
・
久
遠
実
成
が
一
例
で
、
種
々

の
教
義
を
立
て
、
仏
の
出
世
の
真
実
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
が
『
法
華
経
』

の
教
相
で
あ
る
。

 

　

天
台
教
学
で
は
、
三
種
の
教
相
の
第
一
「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」
と
い
う
視
点
に

立
っ
て
、
仏
教
の
諸
経
典
の
内
容
を
分
類
し
解
釈
し
て
、
仏
の
説
法
の
順
序
か
ら
、

華け
ご
ん厳
・
鹿ろ
く
お
ん苑
・
方ほ
う
ど
う等
・
般は
ん
に
ゃ若
・
法ほ
っ
け華
涅ね
は
ん槃
の
五
種
類
に
分
け
る
。
こ
れ
が
「
五
時
」
の

教
相
で
あ
る
。

 

　

衆
生
を
教
え
導
く
形
式
方
法
か
ら
、
頓と
ん

・
漸ぜ
ん

・
秘ひ
み
つ密
・
不ふ
じ
ょ
う定
の
四
種
類
に
分
け
る
。

こ
れ
が
「
化
儀
の
四
教
」
の
教
相
で
あ
る
。

 

　

ま
た
、
衆
生
の
宗
教
上
の
素
質
・
能
力
・
性
質
な
ど
を
い
う
機
根
・
根
性
に
応
じ
て

教
え
導
こ
う
と
す
る
教
理
内
容
か
ら
、
蔵ぞ

う

・
通つ
う

・
別べ
つ

・
円え
ん

の
四
種
類
に
分
け
る
。
こ
れ

が
「
化
法
の
四
教
」
の
教
相
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
五ご

じ時
八は
っ
き
ょ
う教

」
と
い
う
。「
五
時
八
教
」
が
天
台
で
い
う
「
教

相
」
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
教
相
判
釈
」
に
つ
い
て

 

　
「
教
相
判
釈
」
は
、
教
相
と
も
、
ま
た
判
教
と
も
、
教
判
と
も
、
教
摂
と
も
い
う
。

「
教
相
判
釈
」
は
、
一
般
的
に
は
、
仏
教
の
思
想
家
が
、
自
分
の
立
場
を
決
め
て
、
そ

こ
か
ら
仏
教
の
各
部
門
の
特
質
、
す
な
わ
ち
、
教
え
が
説
か
れ
た
形
式
、
方
法
、
順

序
、
説
か
れ
た
意
味
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
、
教
説
を
分
類
し
て
体
系
付
け
る
こ
と
を
い

う
。

 

　

仏
教
の
経
典
は
、
は
な
は
だ
数
が
多
い
。
こ
の
数
多
く
の
経
典
が
、
イ
ン
ド
か
ら
中

国
に
雑
然
と
移
さ
れ
た
。
そ
の
説
き
方
や
内
容
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
多
数
の
経
論

の
所
説
が
、
種
々
様
々
で
あ
り
、
互
い
に
異
な
っ
て
い
て
、
中
国
の
仏
教
徒
は
、
帰き

す
う趨

に
困
っ
た
。

 

　

そ
こ
で
、
ど
れ
か
一
つ
の
「
経
」
ま
た
は
「
論
」
に
根
拠
を
置
い
て
、
他
の
経
論
を

そ
れ
に
従
属
さ
せ
て
、
多
く
の
経
説
を
整
理
し
、
そ
の
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、

多
く
の
経
説
を
そ
れ
ぞ
れ
位
置
付
け
た
り
、
あ
る
い
は
、
数
多
く
の
経
典
を
釈
尊
の
一

生
涯
に
説
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
説
か
れ
た
形
式
・
方
法
・
順
序
、
説
か
れ

た
意
味
内
容
や
教
義
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
、
諸
経
典
を
分
類
し
、
体
系
付
け
、
価
値
を

決
め
て
、
仏
の
真
の
意
図
を
明
か
そ
う
と
す
る
努
力
が
、
中
国
や
日
本
の
研
究
者
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

 

　

す
で
に
、『
法
華
経
』
な
ど
に
大
乗
と
小
乗
と
の
別
を
示
し
、『
楞り
ょ
う
が伽
経
』
に
頓
教
と

漸
教
と
の
別
を
示
し
、『
華
厳
経
』
に
大
山
王
・
大
山
・
金
剛
宝
山
・
大
地
の
華
厳
四

照
を
示
し
、『
大
般
涅
槃
経
』
に
乳
・
酪
・
生
酥
・
熟
酥
・
醍
醐
の
五
味
を
示
し
、

『
解げ

じ
ん
み
つ

深
密
経
』
に
有
教
・
空
教
・
中
道
教
の
三
時
の
別
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
教

相
判
釈
の
端
緒
で
あ
る
。

 

　

イ
ン
ド
で
は
、『
大
智
度
論
』
の
三
蔵
と
摩
訶
衍
の
説
や
、
顕
露
と
秘
密
の
説
、『
十

住
毘
婆
沙
論
』
の
難
行
道
と
易い

ぎ
ょ
う
ど
う

行
道
の
説
を
始
め
、
戒か
い
げ
ん賢
・
智
光
の
三
時
教
の
説
な
ど

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
お
お
む
ね
教
説
内
容
の
浅
深
を
主
と
し
た
分
類
で
、
説
法
の
形
式

か
ら
、
現
に
あ
る
多
数
の
経
典
を
分
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

 

　

中
国
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ド
で
歴
史
的
に
発
達
し
た
諸
経
論
が
、
そ
れ
ら
の
成
立
順

序
と
は
無
関
係
に
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
同
時
に
翻
訳
さ
れ
、
研
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
そ
れ
ら
の
諸
経
論
の
多
様
な
教
説
の
中
か
ら
、
自
分
が
信
奉
す
る
教
え
の
教
義

的
立
場
を
明
示
す
る
た
め
に
、
教
学
の
体
系
化
が
必
要
と
な
っ
た
。

 

　

こ
れ
が
、
中
国
仏
教
に
お
い
て
、
特
に
教
相
判
釈
が
発
達
し
た
理
由
で
あ
る
。

 

　

教
相
判
釈
は
、
南
北
朝
時
代
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
後
世
「
南
三
北
七
、
義
百
家
を

成
ず
」
と
評
さ
れ
、
隋
・
唐
に
な
っ
て
も
続
々
と
新
し
く
教
相
判
釈
が
な
さ
れ
た
。

 

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
智
顗
の
『
法
華
玄
義
』
巻
第
十
上
に
は
、
中
国
南
方
の
三
師
と

北
方
の
七
師
と
を
い
う
「
南
三
北
七
」
の
十
師
の
教
判
を
挙
げ
て
い
る
。

 

　

江
南
で
は
、
仏
の
説
法
の
形
式
か
ら
頓と
ん

・
漸ぜ
ん

・
不ふ
じ
ょ
う定
の
三
教
を
立
て
る
。

 

　

こ
の
う
ち
、
漸
教
に
つ
い
て
、
⑴
笈き
ゅ
う
し師
は
有
相
教
・
無
相
教
・
常
住
教
の
三
時
教

を
、
⑵
宗
愛
・
僧そ

う
び
ん旻
は
無
相
教
の
次
に
同
帰
教
を
加
え
た
四
時
教
を
、
⑶
僧そ
う
に
ゅ
う柔
・
慧

次
・
慧
観
は
同
帰
教
の
前
に
褒ほ

う
へ
ん貶
抑よ
く
よ
う
き
ょ
う

揚
教
を
加
え
た
五
時
教
を
立
て
た
と
あ
る
。

 
　

北
方
で
は
、
⑴
あ
る
師
は
、
人
天
教
・
有
相
教
・
無
相
教
・
同
帰
教
・
常
住
教
の
五

時
教
を
、
⑵
菩
提
流
支
は
、
半
字
教
と
満
字
教
と
の
二
教
を
、
⑶
光こ

う
ず統
（
慧
光
僧
統
）

は
因
縁
宗
・
仮け

み
ょ
う名
宗し
ゅ
う

・
誑お
う
そ
う相
宗し
ゅ
う

・
常
宗
の
四
宗
を
、
⑷
あ
る
師
は
、
こ
れ
に
法
界
宗

を
加
え
た
五
宗
教
を
、
⑸
あ
る
人
は
、
因
縁
宗
・
仮
名
宗
・
誑
相
宗
・
真
宗
・
常
宗
・
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号

円
宗
の
六
宗
を
、
⑹
北
方
の
あ
る
禅
師
は
、
有
相
大
乗
と
無
相
大
乗
と
の
二
種
大
乗

を
、
⑺
他
の
北
方
の
あ
る
禅
師
は
、
一い

っ
と
ん音
教ぎ
ょ
う

、
つ
ま
り
、
仏
は
唯
一
の
音
で
説
法
し

た
が
、
そ
れ
を
聴
く
も
の
の
素
質
・
能
力
・
性
質
に
よ
っ
て
多
様
に
理
解
さ
れ
る
と
の

教
判
を
立
て
た
と
あ
る
。

 

　

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
の
書
が
さ
ま
ざ
ま
な
教
判
を
伝
え
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
有
名

な
の
は
、
天
台
智
顗
の
「
五
時
八
教
」、
三
論
宗
の
吉
蔵
の
「
二
蔵
（
大
乗
と
小
乗
）

三
輪
教
」、
法
相
宗
の
窺き

き基
の
「
三
教
八
宗
」、
華
厳
宗
の
法
蔵
の
「
五
教
十
宗
」
の
教

判
な
ど
で
あ
り
、
浄
土
教
で
は
道ど

う
し
ゃ
く綽
に
聖
道
門
・
浄
土
門
の
「
二
門
判
」
が
あ
る
。

 

　

日
本
で
は
、
真
言
宗
の
空
海
が
顕
教
と
密
教
と
の
二
教
判
と
十
住
心
の
教
判
と
を
立

て
、
台
密
の
安あ

ん
ね
ん然
が
五
時
五
教
の
説
、
浄
土
真
宗
の
親
鸞
が
二に
そ
う双
四し
じ
ゅ
う重
の
説
、
日
蓮
が

五
綱
の
説
を
立
て
た
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

（
２
）　

教
相
と
は
、
三
と
な
す
＝
「
教
相
」
は
、
仏
の
説
法
の
形
式
に
よ
る
教
相
判
釈
を

い
う
。

 

　

智
顗
以
前
で
一
般
的
な
、
教
え
が
説
か
れ
た
形
式
、
方
法
、
順
序
、
説
か
れ
た
意
味

内
容
な
ど
に
よ
っ
て
、
教
説
を
分
類
し
て
体
系
付
け
る
の
で
は
な
く
、
仏
の
化
道
の
意

図
か
ら
迸
り
出
る
仏
の
説
法
の
形
式
か
ら
、
仏
の
出
世
の
真
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
い
う
。

 

　
「
三
」
は
、
三
種
教
相
を
い
う
。
三
種
教
相
は
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」「
化
道

の
始
終
・
不
始
終
の
相
」「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
の
三
を
い
う
。

（
３
）　

一
に
、
根
性
の
融ゆ

う

・
不
融
の
相
、
二
に
、
化け
ど
う道
の
始し
じ
ゅ
う終
・
不
始
終
の
相
、
三
に
、

師
弟
の
遠お

ん
ご
ん近
・
不
遠
近
の
相
な
り
＝
「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」「
化
道
の
始
終
・
不

始
終
の
相
」「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
の
三
を
、
三
種
教
相
と
総
称
す
る
。

参
考
│
│
「
三
種
教
相
」
に
つ
い
て

 

　
「
三
種
教
相
」
は
、「
教
相
の
三
意
」
と
も
い
う
。

 

　

天
台
教
学
で
は
、『
法
華
経
』
が
、
他
の
諸
経
と
異
な
り
、
勝
れ
て
い
る
の
は
、「
根

性
の
融
・
不
融
の
相
」「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
の
相
」「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の

相
」
の
三
を
説
き
示
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。

　

㈠
「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」
に
つ
い
て

 

　
『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
は
、
衆
生
を
教
化
し
教
導
す
る
途
中
で
あ
り
、
教
え
を
聞

く
期
日
が
短
い
の
で
、
教
え
を
聞
く
弟
子
た
ち
の
素
質
・
能
力
・
性
質
を
い
う
機
根
・

根
性
が
不
揃
い
で
、
勝
れ
た
も
の
と
劣
っ
た
も
の
と
い
う
利り

と
鈍ど
ん

と
が
あ
っ
て
、
ば
ら

ば
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
不
融
」
と
い
う
。
不
融
だ
か
ら
、
教
え
は
真
実
と
方
便
と
の

二
種
を
交
え
て
説
か
れ
た
。

 

　
『
法
華
経
』
に
至
り
、『
法
華
経
』
が
説
法
さ
れ
る
と
き
に
は
、「
十
六
王
子
の
法
華

覆
講
」
に
始
ま
る
永
い
年
月
の
調
熟
に
加
え
て
、
仏
釈
尊
の
四
十
余
年
の
教
化
の
お
か

げ
で
、
弟
子
の
機
根
・
根
性
が
熟
し
、
一
様
に
利
根
と
な
っ
て
差
別
が
な
く
な
り
、
一

仏
乗
と
い
う
真
実
の
教
え
が
説
か
れ
る
。
こ
の
真
実
の
教
え
を
説
く
『
法
華
経
』
の
説

法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
を
「
融
」
と
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、『
法
華
経
』
が
説
示
さ
れ
て
い
な
い
『
法
華
経
』
以
前
は
、
衆
生
の
機

根
・
根
性
に
二
乗
や
三
乗
な
ど
の
差
別
が
あ
っ
て
、
不
融
で
あ
っ
た
た
め
、
機
根
・
根

性
に
応
じ
て
二
乗
や
三
乗
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
が
説
か
れ
た
。

 

　
『
法
華
経
』
に
至
っ
て
は
、
長
い
期
間
に
わ
た
る
衆
生
の
機
根
・
根
性
の
調
整
・
成

熟
に
よ
っ
て
、
み
な
一
様
に
二
乗
の
ま
ま
、
三
乗
の
ま
ま
、
一
仏
乗
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
機
根
の
融
、
根
性
の
融
と
い
う
。

　

㈡
「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
の
相
」
に
つ
い
て

 

　
「
道
」
は
、「
導
」
に
通
じ
る
。

 

　

区
別
す
れ
ば
、「
化
道
」
は
、
衆
生
を
化け
や
く益
す
る
道
、
す
な
わ
ち
方
法
・
手
段
を
い

い
、「
化
導
」
は
、
人
を
教
化
し
て
、
悟
り
に
導
き
入
れ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
始し
じ
ゅ
う終

」
は
、
始
め
と
終
わ
り
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
た
え
ず
、
つ
ま
り
全
部

を
い
う
。

 

　
「
化
道
の
始
終
」
は
、
衆
生
を
教
化
し
導
く
、
仕
方
・
順
序
を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
「
化
道
の
始
終
」
は
、『
法
華
経
』
化
城
喩
品
第
七
の
教
説
の
特
徴
で
あ
る

根
元
的
な
真
実
の
仏
を
い
う
「
本
仏
」
の
教
化
の
方
法
で
あ
る
「
種し

ゅ

・
熟じ
ゅ
く

・
脱だ
つ

の

三さ
ん
や
く益

」
を
い
う
。

 

　
『
法
華
経
』
の
化
城
喩
品
第
七
は
、
三
千
塵
点
劫
と
い
う
極
め
て
遠
い
昔
の
「
十
六

王
子
の
法
華
覆
講
」
を
嚆こ

う
し矢
と
し
、
四
十
余
年
未
顕
真
実
の
後
で
開
顕
さ
れ
る
『
法
華

経
』
と
い
う
教
化
の
終
わ
り
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、「
始
終
の
相
」
で
あ
る
。

 
　

化
城
喩
品
で
は
、
仏
釈
尊
は
、
父
の
大
通
智
勝
仏
の
出
家
以
前
に
、
十
六
人
の
王
子

の
一
人
と
し
て
こ
の
世
に
現
わ
れ
た
。
父
の
大
通
智
勝
仏
が
説
い
た
『
法
華
経
』
を
父

に
代
わ
っ
て
十
六
王
子
が
説
き
、
世
間
に
広
め
た
。
そ
の
時
、『
法
華
経
』
を
聞
い
て

成
仏
の
種
子
を
植
え
付
け
た
者
が
、
今
日
『
法
華
経
』
を
聞
い
て
成
仏
す
る
声
聞
の
弟

子
た
ち
で
あ
っ
た
。
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野
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化
城
喩
品
は
ま
た
、
仏
釈
尊
が
い
ま
娑
婆
世
界
に
現
わ
れ
た
の
は
、
三
千
塵
点
劫
の

昔
、『
法
華
経
』
を
説
い
て
成
仏
の
種
子
を
植
え
付
け
た
者
を
解
脱
さ
せ
る
た
め
だ
と

説
い
て
い
る
。

 

　

つ
ま
り
仏
釈
尊
が
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
出
世
し
て
、
化
道
の
時
や
場
や
場
合
を
設
け

た
の
は
、
三
千
塵
点
劫
の
昔
に
成
仏
の
種
子
を
植
え
た
弟
子
た
ち
の
機
根
・
根
性
が
熟

し
た
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
華
厳
・
阿
含
・
方
等
・
般
若
の
前
四
時
に
四
十
余
年
の

教
化
を
加
え
、
悪
を
制
し
、
善
を
成
熟
さ
せ
、
最
後
に
『
法
華
経
』
を
説
い
て
成
仏
さ

せ
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
。

 

　

こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
は
、
今
日
の
化
道
の
根
源
が
遠
く
三
千
塵
点
劫
の
昔
に
あ

る
こ
と
を
明
か
し
て
お
り
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
は
、
ま
っ
た
く
こ
の
化
道
の
根

源
を
説
い
て
い
な
い
。「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
」
は
、
こ
れ
を
い
う
。

 

　

な
お
、「
三
千
塵
点
劫
」
は
、
一
説
に
よ
る
と
、
古
代
イ
ン
ド
人
の
世
界
観
で
あ
る

一
須
弥
山
世
界
を
一
〇
〇
〇
集
め
て
小
千
世
界
と
し
、
小
千
世
界
を
一
〇
〇
〇
集
め
て

中
千
世
界
と
し
、
中
千
世
界
を
一
〇
〇
〇
集
め
て
大
千
世
界
と
し
、
こ
の
三
を
合
わ
せ

た
三
千
大
千
世
界
│
│
す
な
わ
ち
、
古
代
イ
ン
ド
人
の
世
界
観
に
よ
る
、
全
宇
宙
の
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
磨す

り
つ
ぶ
し
て
墨
汁
と
し
、
墨
汁
の
一
滴
を
一
千
国
土
ご
と
に
垂
ら

し
、
墨
汁
が
尽
き
た
時
、
今
ま
で
に
経
過
し
た
す
べ
て
の
世
界
を
微
塵
に
砕
い
て
、
そ

の
一
塵
を
一
劫
と
し
て
数
え
た
総
数
を
い
う
。

 

　

太
陽
系
×
一
〇
〇
〇
＝
小
千
世
界

 

　

小
千
世
界
×
一
〇
〇
〇
＝
中
千
世
界

 

　

中
千
世
界
×
一
〇
〇
〇
＝
大
千
世
界

 

　

こ
の
小
・
中
・
大
の
三
を
合
わ
せ
て
三
千
世
界
、
ま
た
は
三
千
大
千
世
界
と
い
い
、

一
仏
が
教
化
す
る
範
囲
と
し
、
こ
れ
を
一
仏
国
土
と
み
な
す
。

　

㈢
「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
に
つ
い
て

 

　
『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
で
は
、
仏
釈
尊
は
、
今
世
に
修
行
を
積
ん
で
、
菩
提
樹
の

下
で
初
め
て
仏
と
な
り
、
弟
子
も
今
世
の
今
こ
こ
で
仏
弟
子
に
な
っ
た
と
説
か
れ
る
。

こ
れ
が
、「
師
弟
の
不
遠
近
」
で
あ
る
。

 

　

し
か
し
化
城
喩
品
第
七
で
は
、「
種
・
熟
・
脱
の
三
益
」
に
よ
っ
て
、
永
遠
の
過

去
・
中
間
・
現
在
に
わ
た
る
因
縁
を
明
か
し
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
で
は
、
仏
釈
尊
自

身
の
本
地
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
弟
子
の
多
く
も
遠
い
昔
に

解
脱
し
て
お
り
、
仏
が
五
百
塵
点
劫
の
昔
成
仏
し
た
永
遠
の
昔
か
ら
、
仏
と
弟
子
と
の

関
係
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
の
仏
釈
尊
の
法
華
の
教
化
を
助
け
る
た
め
に
、
声
聞
の
姿

を
現
わ
し
て
弟
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

 

　

今
世
の
教
化
と
悟
り
だ
け
を
真
実
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
が
「
師
弟
の
遠

近
」
で
あ
る
。

 

　

㈠
と
㈡
と
は
、『
法
華
経
』
の
迹
門
に
つ
い
て
い
い
、
㈢
は
、
本
門
に
つ
い
て
い

う
。
㈠
と
㈡
と
㈢
の
三
は
、
天
台
教
学
に
お
い
て
、
仏
教
の
教
義
を
組
織
付
け
て
解
釈

す
る
根
本
と
し
て
い
る
。

（
４
）　

教
は
、
聖し

ょ
う
に
ん人
が
下し
も

に
被こ
う
む

ら
せ
る
言ご
ん

な
り
。
相
は
、
同
異
を
分
別
す
る
な
り
＝

「
教
は
、
聖
人
が
下
に
被
ら
せ
る
言
な
り
」
の
文
意
に
近
い
内
容
が
、
化
城
喩
品
第
七

に
あ
る
。「
こ
の
十
六
の
菩
薩
は
、
常
に
楽ね

が

っ
て
、
こ
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
説
く
。

一
々
の
菩
薩
の
所
化
の
、
六
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
等
の
衆
生
は
、
世
世
に
生
ま
れ
る

所
、
菩
薩
と
倶
に
し
て
、
そ
れ
に
従
い
法
を
聞
い
て
、
こ
と
ご
と
く
み
な
信
解
せ
り
。」

と
あ
る
文
の
取
意
。

 

　
「
教
」
は
、
教
相
の
教
で
あ
り
、
教き
ょ
う
り
ょ
う令
の
義
。
教
令
は
、
教
え
を
い
う
。

 

　
「
聖し
ょ
う
に
ん人

」
は
、
悟
り
を
得
た
人
、
す
な
わ
ち
仏
釈
尊
を
い
う
。

 

　

な
お
聖
人
に
は
、
⑴
外
道
の
五
神
通
を
得
た
も
の
、
⑵
小
乗
の
果
を
開
い
た
阿
羅

漢
・
辟
支
仏
の
聖
者
、
⑶
大
乗
の
得
神
通
の
大
菩
薩
を
い
う
（『
香
月
』
六
○
一
、『
広

文
』
八
巻
二
二
）
と
す
る
説
も
あ
る
。

 

　
「
下
に
」
の
「
下
」
は
、
空
間
的
に
下
方
で
あ
る
こ
と
を
い
う
の
が
一
般
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
仏
釈
尊
が
教
化
教
導
の
対
象
と
す
る
、
二
乗
人
、
す
な
わ
ち
声
聞
乗
と
縁
覚

乗
と
取
る
。

 

　
「
被こ
う
む

ら
せ
る
」
の
「
被
」
は
、
形
声
文
字
。
皮
が
音
を
表
わ
し
、
お
お
う
の
意
の
語

原
「
蔽へ

い

」
か
ら
き
て
い
る
。
元
は
、
寝
る
と
き
に
か
ぶ
る
衣
を
い
う
。
ひ
い
て
、
か
ぶ

る
、
着
る
な
ど
の
意
を
も
つ
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
む
ら
せ
る
、
及
ぼ
す
の
意
と
取
る
。

 

　
「
言ご
ん

」
は
、
名み
ょ
う
ご
ん言
の
義
。
名
言
は
、
こ
と
ば
の
表
現
を
い
う
。

 
　
「
相
は
、
同
異
を
分
別
す
る
な
り
」
の
「
相
」
は
、
教
相
の
「
相
」
を
い
う
。

 
　
「
同
異
」
は
、
教
の
な
か
に
あ
り
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」「
化
道
の
始
終
・
不

始
終
の
相
」「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
の
三
を
下
敷
き
に
し
て
、
教
え
の
有
り

様
を
小
大
、
権
実
、
迹
本
に
分
け
て
、
仏
出
世
の
本
懐
を
考
え
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
分
別
」
は
、
外
か
ら
見
て
分
け
る
こ
と
、
分
け
て
説
く
こ
と
を
い
う
。

（
５
）　

い
か
ん
が
、
分
別
す
る
や
＝
「
云う

ん
が何

」
は
、「
如い
か
ん何
・
何い
か
ん如

」
と
同
義
。〈
い
か
ん

256
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第
四
〇
号

が
〉
と
も
訓
む
。
一
般
に
、
ど
う
し
て
で
あ
る
か
、
ど
う
思
う
か
、
き
み
の
考
え
は
ど

う
だ
の
意
を
い
う
。
目
上
の
上
位
の
人
が
、
目
下
の
下
位
の
人
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け

る
語
で
あ
る
。

 

　

こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
の
意
で
、
こ
と
の
内
容
・
状
態
を
反
語
気
味
に
問
う
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
教
相
の
内
容
を
、「
五
味
」
な
ど
か
ら
分
別
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

こ
れ
か
ら
後
、
五
時
教
判
を
、『
大
般
涅
槃
経
』
に
よ
る
乳
・
酪
・
生
酥
・
熟
酥
・

醍
醐
か
ら
な
る
「
五
味
の
喩
え
」
に
立
っ
て
判
釈
す
る
。

（
６
）　

日
が
初
め
て
出
で
て
、
前さ

き

に
高こ
う
ざ
ん山
を
照
ら
す
が
ご
と
し
。
厚
く
善
根
を
殖
え
て
、

こ
の
頓
説
を
感
ず
。
頓
説
は
も
と
小
の
た
め
な
ら
ず
。
小
は
座
に
在
り
と
い
え
ど
も
、

聾ろ
う

の
ご
と
く
あ

の
ご
と
し
。
ま
こ
と
に
小
は
大
に
堪
え
ず
。
ま
た
こ
れ
、
大
は
小
を
隔

て
る
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
華
厳
の
ご
と
し
。
法
は
、
縁
に
被こ

う
む

ら
せ
る
に
約
せ
ば
、
縁

が
、
大
の
益や

く

を
得
る
を
、
頓
教
の
相
と
名
付
く
。
説
の
次
第
に
約
せ
ば
、
牛
よ
り
乳
味

を
出
だ
す
相
と
名
付
く
＝
「
日
が
初
め
て
出
で
て
、
前
に
高
山
を
照
ら
す
が
ご
と
し
」

の
「
高
山
」
は
、
華
厳
・
阿
含
・
方
等
・
般
若
・
法
華
涅
槃
か
ら
成
る
、
五
時
教
判
の

建
立
の
根
拠
と
な
る
華
厳
四
照
の
譬
え
を
、『
法
華
経
』
信
解
品
第
四
の
四
大
弟
子
の

領
解
を
基
に
読
み
替
え
、『
南
本
涅
槃
経
』
の
五
味
の
喩
え
を
傍
証
と
し
て
建
立
し

た
、
法
華
の
三
照
の
譬
え
の
第
一
で
あ
る
。

 

　
『
華
厳
経
』
巻
第
三
十
四
宝
王
如
来
性
起
品
に
、「
ま
た
次
に
仏
子
よ
。
た
と
え
ば
日

が
出
る
が
ご
と
し
。
先
に
一
切
の
諸
の
大
山
王
を
照
ら
す
。
次
に
一
切
の
大
山
を
照
ら

す
。
次
に
金
剛
宝
山
を
照
ら
す
。
し
か
る
後
に
、
普
く
一
切
の
大
地
を
照
ら
す
。
日
光

は
こ
の
念
を
な
さ
ず
。『
わ
れ
は
、
ま
さ
に
先
に
諸
の
大
山
王
を
照
ら
し
、
次
第
し

て
、
な
い
し
普
く
大
地
を
照
ら
す
べ
し
』
と
。
た
だ
、
か
の
山
地
に
高
下
あ
る
が
故

に
、（
日
の
）
照
ら
す
に
先
後
あ
り
。
如
来
・
応
供
・
等
正
覚
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご

と
し
。
無
量
無
辺
の
法
界
の
智
慧
の
日
輪
を
成
就
し
て
、
常
に
無
量
無
礙
の
智
慧
の
光

明
を
放
つ
。
先
ず
（
普
賢
）
菩
薩
摩
訶
薩
等
の
諸
の
大
山
王
を
照
ら
し
、
次
に
縁
覚
を

照
ら
し
、
次
に
声
聞
を
照
ら
し
、
次
に
決
定
の
善
根
の
衆
生
を
照
ら
し
、
応
に
随
っ
て

（
教
）
化
を
受
け
し
め
、
し
か
し
て
後
に
こ
と
ご
と
く
一
切
衆
生
、
な
い
し
邪
定
を
照

ら
し
、
た
め
に
未
来
の
饒
益
の
因
縁
と
な
す
。
如
来
の
智
慧
の
日
光
は
、
こ
の
念
を
な

さ
ず
。『
わ
れ
は
ま
さ
に
先
ず
菩
薩
を
照
ら
し
、
す
な
わ
ち
邪
定
に
至
る
べ
し
』
と
。

た
だ
大
智
の
光
を
放
っ
て
、
普
く
一
切
を
照
ら
す
の
み
。
仏
子
よ
。
た
と
え
ば
日
月
が

世
間
に
出
現
し
、
な
い
し
深
山
幽
谷
も
、
普
く
照
ら
さ
ぬ
こ
と
な
し
。
如
来
の
智
慧
の

日
月
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
普
く
一
切
を
照
ら
し
、
明
了
な
ら
し
め
ぬ
こ
と
な

し
。
た
だ
衆
生
の
希
望
・
善
根
が
不
同
な
る
が
故
に
、
如
来
の
智
光
に
種
々
差
別
す
。

仏
子
よ
。
こ
れ
が
菩
薩
摩
訶
薩
の
第
四
の
勝
行
に
し
て
、
如
来
の
知
見
と
な
す
。」

（『
大
正
蔵
』
九
・
六
一
六
ｂ
）
と
示
さ
れ
る
。

 

　

夜
が
明
け
て
、
太
陽
が
顔
を
出
す
と
、
一
番
高
い
山
の
頂
を
照
ら
し
出
す
。
太
陽
が

昇
る
に
つ
れ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
高
い
山
々
の
頂
を
照
ら
し
出
し
、
金
剛
宝
山
を
照
ら
し

出
す
。
金
剛
宝
山
を
照
ら
し
出
し
た
後
、
太
陽
は
、
大
地
を
照
ら
す
と
説
い
て
い
る
。

太
陽
は
、
最
も
高
い
山
も
、
そ
れ
に
次
ぐ
高
い
山
も
、
金
剛
宝
山
も
、
大
地
も
平
等
に

照
ら
し
て
い
る
。
平
等
に
照
ら
し
て
い
る
が
、
日
の
光
の
当
た
り
方
に
先
後
が
あ
る
の

は
、
山
に
高
低
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
太
陽
の
光
に
は
、
高
い
山
を
先
に
し
、
大
地

は
後
に
し
よ
う
と
す
る
分
別
は
な
い
。

 

　

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
仏
の
智
慧
の
光
は
、
先
ず
普
賢
菩
薩
を
照
ら
し
出
し
、
つ
い
で

声
聞
・
縁
覚
を
初
め
と
し
て
一
切
の
衆
生
を
照
ら
し
出
す
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
・

根
性
に
応
じ
て
先
後
が
あ
る
だ
け
で
、
仏
の
智
慧
の
光
は
、
万
民
に
平
等
に
当
て
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

 

　
『
華
厳
経
』
の
上
で
は
、
仏
陀
の
説
法
は
自
然
に
先
ず
華
厳
大
乗
を
説
き
、
つ
ぎ
に

小
乗
教
を
説
く
こ
と
に
な
る
所ゆ

え
ん以
を
示
し
て
い
る
。

 

　

こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
を
智
顗
は
、
太
陽
が
高
山
、
幽
谷
、
平
地
を
順
に
照
ら
す
と

読
み
取
っ
て
、
釈
尊
の
説
法
の
順
序
次
第
を
決
め
る
根
拠
と
し
て
い
る
。

 

　
「
厚
く
善
根
を
殖
え
て
、
こ
の
頓
説
を
感
ず
。
頓
説
は
も
と
小
の
た
め
な
ら
ず
」

は
、「
厚
く
善
根
を
殖
え
て
」
の
前
に
、「
宿す

く
せ世

」、
す
な
わ
ち
、
過
去
世
、
前
の
世
を

補
う
と
分
か
り
易
い
。「
殖じ

き

」
は
、
生
物
の
子
孫
が
生
じ
る
こ
と
、
植
物
を
植
え
付
け

る
こ
と
か
ら
、
ふ
え
る
こ
と
、
植
え
る
こ
と
、
培つ

ち
か

い
育
て
る
こ
と
な
ど
を
い
う
。

 

　
「
善
根
」
は
、
善
を
樹
の
根
に
例
え
た
表
現
で
、
善
い
報
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
善
い
行
な
い
を
い
う
。

 
　
「
頓
説
」
の
「
頓
」
は
直
頓
で
、
す
み
や
か
、
に
わ
か
の
意
。
頓
説
は
、
頓
の
部
類

の
説
法
、
頓
教
の
説
法
を
い
い
、
円
頓
だ
け
を
示
す
円
教
の
『
法
華
経
』
の
こ
と
で
は

な
い
。
な
お
天
台
宗
で
は
、
釈
尊
の
教
え
を
時
間
的
に
順
序
立
て
た
も
の
を
「
部
」
と

い
い
、
教
義
の
浅
深
を
区
別
し
た
も
の
を
「
教
」
と
し
、
合
わ
せ
て
「
部
教
」
と
い
う
。

 

　

頓
説
は
、
釈
尊
が
菩
提
樹
下
で
悟
り
を
開
い
た
直
後
に
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
悟
っ

た
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に
す
ぐ
さ
ま
、
つ
ま
り
、
漸
進
・
誘
引
の
方
法
を
用
い
な
い
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
一
）（
大
野
）

で
、
端
的
に
大
乗
の
深
い
道
理
を
頓と

ん

に
説
き
出
し
た
と
さ
れ
る
、
華
厳
時
の
『
華
厳

経
』
の
会
座
の
説
法
を
い
う
。

 
　

こ
れ
に
対
し
て
、
円
教
で
あ
る
『
法
華
経
』
の
頓
は
円え
ん
ど
ん頓
と
い
う
。「
円
頓
」
は
、

円
満
頓
足
の
意
で
、
い
ま
こ
こ
に
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
心
に
、
す
べ
て
の
も
の
ご
と
を

欠
け
る
こ
と
な
く
円
満
に
具
え
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
悟
っ
て
成
仏
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
感
ず
」
は
、
感
応
を
い
う
。
感
応
は
、
感
応
道
交
と
同
義
。
仏
と
修
行
者
と
の
心

が
合
い
交
流
す
る
こ
と
を
い
う
。「
感
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
方
か
ら
い
い
、「
応
」
は
、

仏
の
方
か
ら
い
う
。
衆
生
の
信
心
の
ま
こ
と
を
感
じ
て
、
仏
・
菩
薩
が
応
え
る
こ
と
を

い
う
。

 

　
「
本
」
は
、〈
も
と
〉
と
訓
み
、
物
事
の
お
こ
り
、
も
と
は
、
元
来
は
の
意
を
い
う
。

 

　
「
小
」
は
、
小
機
を
い
う
。
小
機
は
、
小
乗
の
声
聞
乗
の
機
根
の
も
の
を
い
う
。
詳

し
く
は
、
小
機
の
声
聞
・
縁
覚
等
、
蔵
通
二
教
の
機
根
の
人
す
べ
て
を
い
う
。

 

　
「
小
は
座
に
在
り
と
い
え
ど
も
、
聾
の
ご
と
く

の
ご
と
し
」
の
「
小
」
は
、
こ
こ

で
は
小
機
の
声
聞
乗
を
い
う
。

 

　
「
座
に
在
り
」
の
「
座
」
は
、
仏
釈
尊
が
成
道
し
た
最
初
の
三
七
・
二
十
一
日
間

に
、
仏
の
自
内
証
を
自
内
証
の
ま
ま
に
説
き
示
し
た
『
華
厳
経
』
の
会
座
を
い
う
。
一

句
は
、
こ
の
『
華
厳
経
』
の
会
座
に
連
な
る
こ
と
を
い
う
。『
華
厳
経
』
に
は
、
前
分

と
後
分
と
の
区
別
が
あ
る
。
前
分
は
、
三
七
・
二
十
一
日
の
と
き
の
説
法
で
、
声
聞
は

い
な
い
が
、
後
分
は
、
入
法
界
品
の
よ
う
に
舎
利
弗
な
ど
の
大
声
聞
な
ど
が
会
座
に
連

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
説
法
は
程
度
が
あ
ま
り
に
も
高
く
て
、
法
慧
・
功
徳

林
・
金
剛
幢と

う

・
金
剛
蔵
の
四
菩
薩
を
始
め
と
す
る
大
機
の
菩
薩
衆
は
化
益
に
預
か
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
小
機
の
声
聞
衆
・
縁
覚
衆
等
、
蔵
通
二
教
の
機
根
の
人
は
す
べ
て
化

益
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

　
「
聾
の
ご
と
く

の
ご
と
し
」
は
、『
華
厳
経
』
巻
第
四
十
四
入
法
界
品
や
、『
摩
訶

止
観
』
巻
第
一
上
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
二
ｃ
）、『
法
華
玄
義
』
巻
第
十
、『
法
華
文

句
』
巻
第
四
な
ど
に
出
る
。
聾
の
ご
と
く
、

の
ご
と
く
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま

り
、
仏
釈
尊
が
、『
華
厳
経
』
を
説
い
た
と
き
、
声
聞
の
仏
弟
子
た
ち
は
、
仏
釈
尊
の

説
法
の
趣
意
が
あ
ま
り
に
も
高
く
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
聾
の
よ
う
に
唖
の

よ
う
に
、
何
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
ま
こ
と
に
小
は
大
に
堪
え
ず
。
ま
た
こ
れ
、
大
は
小
を
隔
て
る
に
よ
る
」
の
「
良
」

は
、〈
ま
こ
と
に
〉
と
訓
む
。
ま
こ
と
に
の
意
を
い
う
。

 

　
「
小
」
は
、
小
機
の
声
聞
乗
を
い
う
。

 

　
「
大
」
は
、
大
機
を
い
う
。
大
機
は
、
大
乗
の
勝
れ
た
教
え
を
受
け
た
、
法
慧
・
功

徳
林
・
金
剛
幢
・
金
剛
蔵
の
四
菩
薩
を
始
め
と
す
る
大
機
の
菩
薩
衆
の
人
々
を
い
う
。

 

　
「
堪
」
の
義
は
、
堪
え
る
・
持
ち
こ
た
え
る
・
我
慢
す
る
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
勝

つ
、
勝
れ
る
の
義
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
堪
え
ず
」
は
、
勝
れ
て
い
な
い
こ
と
、
劣
る

こ
と
の
義
と
取
る
。

 

　
「
ま
た
こ
れ
」
の
「
こ
れ
」
は
、「
小
は
大
に
堪
え
ず
」
を
受
け
る
。

 

　
「
隔き
ゃ
く

」
の
義
は
、
隔
て
る
、
遮
る
、
塞
ぐ
、
仕
切
る
、
遠
ざ
け
る
、
疎
ん
じ
る
が
一

般
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
な
か
に
物
が
あ
っ
て
遮
り
、
隔
て
て
い
る
こ
と
、
か
け
離

れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
大
が
小
を
隔
て
る
」
は
、
声
聞
乗
の
人
が
声
聞
乗
に
と
ど
ま
り
、
阿
羅
漢
を
至
上

と
し
て
小
機
の
ま
ま
に
あ
る
か
ら
、
仏
の
自
内
証
の
説
法
を
そ
の
ま
ま
体
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
大
機
の
菩
薩
乗
の
人
と
は
、
境
界
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
こ
れ
は
、
華
厳
の
ご
と
し
」
の
「
華
厳
」
は
、『
華
厳
経
』
の
入
法
界
品
を
い
う
。

 

　
「
こ
れ
は
」
は
、
小
機
の
声
聞
乗
が
、
華
厳
の
会
座
に
お
い
て
、
何
ら
の
教
益
を
も

被
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

 

　

し
か
し
、
華
厳
の
会
座
の
説
法
が
、
小
機
の
声
聞
乗
に
と
っ
て
、
ま
っ
た
く
無
用
の

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
仏
の
心
は
、
ひ
と
え
に
小
機
の
声
聞
乗
に
あ

る
こ
と
を
や
が
て
知
り
、
大
教
、
つ
ま
り
『
華
厳
経
』
が
、
た
だ
大
機
の
菩
薩
衆
の
も

の
で
は
な
く
、
逆
に
小
機
の
声
聞
乗
の
も
の
で
あ
る
と
納
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
如
聾
如

で
あ
っ
た
た
め
に
、
小
機
の
声
聞
乗
が
覚
醒
し
て
、
小
乗
教
を
求
め
る

が
、
そ
の
小
乗
教
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
大
乗
の
教
え
を
求
め
て
止
ま
な
い
よ
う
に
な

る
。
如
聾
如

の
文
は
、『
法
華
経
』
の
傍
人
急
追
の
文
に
よ
っ
て
、
小
機
の
声
聞
乗

に
等
し
く
仏
知
見
を
開
か
せ
る
こ
と
に
こ
そ
、
仏
の
出
世
の
本
懐
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。

 
　
「
法
は
、
縁
に
被
ら
せ
る
に
約
せ
ば
」
は
、
仏
の
教
法
が
衆
生
の
機
縁
に
覆
い
被
せ

ら
れ
、
隠
れ
て
し
ま
う
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
法
」
は
、
仏
が
説
き
明
か
し
た
教
え
を
い
う
。

 

　
「
縁
」
は
、「
機
」、
あ
る
い
は
機
根
・
根
機
・
根
性
と
同
義
。
機
は
、
は
ず
み
を
い

い
、
仏
道
修
行
と
い
う
ネ
ジ
を
掛
け
る
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
仏
の
教
え
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
動
す
る
衆
生
の
精
神
的
な
要
素
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
教
え
を
受
け
る
人
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要　

第
四
〇
号

の
宗
教
的
な
力
量
と
取
る
。

 
　
「
被
」
は
、
皮
が
音
を
表
わ
し
、
お
お
う
の
意
の
語
原
「
蔽へ
い

」
か
ら
き
て
い
る
。
も

と
寝
る
と
き
に
被か

ぶ

る
衣
を
い
う
。
ひ
い
て
、
か
ぶ
る
、
着
る
、
覆
う
、
か
ぶ
せ
る
、
覆

い
被
せ
る
の
意
を
い
う
。

 

　
「
約
せ
ば
」
は
、
〜
の
立
場
か
ら
み
て
い
う
と
の
意
を
い
う
。

 

　
「
縁
が
、
大
の
益
を
得
る
を
、
頓
教
の
相
と
名
付
く
」
は
、
界
外
、
つ
ま
り
三
界
と

い
う
現
実
を
超
越
し
た
別
教
の
菩
薩
が
、
華
厳
の
教
え
に
感
応
道
交
し
て
別
教
の
大
乗

の
利
益
を
得
、
円
教
の
機
根
の
者
が
、
華
厳
の
教
え
に
感
応
道
交
し
て
円
教
の
大
乗
の

利
益
を
得
る
こ
と
が
、
頓
教
の
す
が
た
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
縁
」
は
、
界
外
の
別
・
円
の
機
縁
の
者
を
い
う
。

 

　
「
大
」
は
、
華
厳
の
会
坐
に
あ
る
別
・
円
の
大
乗
を
い
う
。

 

　
「
益や
く

」
は
、
利
益
の
略
。
た
め
に
な
る
こ
と
、
勝
れ
た
利
点
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、

仏
の
教
え
を
感
得
し
、
迷
い
を
打
破
し
、
真
実
を
体
得
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、『
華
厳
経
』
の
利
益
は
、
こ
の
世
の
す
べ
て
は
時
空
を
超
え
て
、
無
限
に

繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
一
即
一
切
・
一
切
即
一
の
関
係
性
に
あ
り
、「
法
界
縁
起
」
の

世
界
観
を
体
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。

 

　
「
頓と
ん
ぎ
ょ
う教

」
は
、
一
定
の
段
階
を
踏
ま
ず
、
直
接
的
・
飛
躍
的
に
高
い
宗
教
的
立
場
を

説
く
教
え
を
い
う
。
釈
尊
が
悟
っ
た
直
後
の
境
地
を
、
直じ

か

に
、
つ
ま
り
頓
に
説
い
た
教

え
を
い
う
。
天
台
の
化
儀
の
四
教
の
一
つ
の
「
頓
教
」
は
、
漸
進
・
誘
引
の
方
法
を
用

い
な
い
で
、
端
的
に
別
・
円
の
大
乗
の
深
い
道
理
を
説
く
こ
と
を
い
い
、『
華
厳
経
』

の
教
え
を
い
う
。
説
法
の
形
式
か
ら
は
、
初
め
か
ら
い
き
な
り
深
い
内
容
を
説
く
説
き

方
を
い
う
。

 

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
漸ぜ
ん
ぎ
ょ
う教

」
は
、
順
序
次
第
を
踏
ん
で
、
漸
進
的
に
長
い
間
の
修
行

に
よ
っ
て
、
悟
り
を
得
る
教
え
を
い
う
。
説
法
の
形
式
か
ら
は
、
浅
い
内
容
か
ら
、
次

第
に
深
い
内
容
へ
と
、
説
き
進
め
る
説
き
方
を
い
う
。

 

　
「
説
の
次
第
に
約
せ
ば
、
牛
よ
り
乳
味
を
出
だ
す
相
と
名
付
く
」
の
「
説
」
は
、
話

す
と
は
異
な
る
。
説
き
明
か
す
こ
と
、
説
明
す
る
こ
と
、
講
説
す
る
こ
と
を
い
う
。
つ

ま
り
仏
の
説
法
を
い
う
。

 

　
「
約
せ
ば
」
は
、
〜
の
立
場
か
ら
み
て
い
う
と
の
意
を
い
う
。

 

　
「
牛
」
は
、
イ
ン
ド
で
日
常
的
に
見
ら
れ
る
水
牛
や
牛
を
い
う
。

 

　
「
牛
よ
り
乳
味
を
出
だ
す
相
」
は
、
水
牛
や
牛
か
ら
搾
っ
た
ま
ま
の
乳
に
当
た
る
こ

と
を
い
う
。

 

　

五
時
教
判
の
根
拠
と
す
る
『
南
本
涅
槃
経
』
巻
第
十
三
聖
行
品
（『
大
正
蔵
』
一

二
・
六
九
〇
ｃ

－

六
九
一
ａ
）
に
説
示
さ
れ
る
、
牛
や
水
牛
の
乳
の
乳
味
、
酪
味
、
生

酥
味
、
熟
酥
味
、
醍
醐
味
の
第
一
の
乳
味
を
い
う
。

 

　

な
お
、
五
味
は
、
食
品
に
当
て
は
め
れ
ば
、「
乳
」
は
搾
り
た
て
の
牛
や
水
牛
の
乳

を
い
う
。
牛
や
水
牛
の
乳
は
腐
り
易
く
、
ま
た
生
乳
を
生
理
的
に
受
け
付
け
な
い
人
の

た
め
に
順
次
に
加
工
さ
れ
る
。「
酪
」
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
相
当
し
、「
生
酥
」
は
カ
ル
ピ

ス
に
相
当
し
、「
熟
酥
」
は
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
に
相
当
し
、「
醍
醐
」
は
ギ
ー
に
相
当
す

る
。

 

　

醍
醐
は
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
を
と
ろ
火
で
長
時
間
煮
詰
め
て
、
乳
清
・
ホ
エ
ー
を
取

り
除
い
て
精
製
さ
れ
る
、
よ
い
匂
い
の
バ
タ
ー
オ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
の
イ
ン
ド
バ
タ
ー

オ
イ
ル
は
、
長
期
間
常
温
で
保
存
が
可
能
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
五
味
」
と
、『
法
華
経
』
信
解
品
の
「
領
解
段
」
に
基
づ
く
、「
四
照
」
の

「
三
照
」
へ
の
読
み
替
え
と
、「
食
時
・
禺
中
・
正
中
」
の
三
時
と
、「
五
時
」
に
つ
い

て

 

　

高
山
・
幽
谷
・
平
地
の
「
三
照
」
は
、『
華
厳
経
』
宝
王
如
来
性
起
品
の
「
華
厳
の

四
照
」
の
譬
喩
を
、
天
台
が
『
法
華
経
』
信
解
品
の
文
に
当
て
は
め
て
、
三
照
に
改
め

た
も
の
で
あ
る
。

　

㈠
「
涅
槃
の
五
味
の
譬
え
」
に
つ
い
て

 

　

牛
や
水
牛
か
ら
乳
が
搾
ら
れ
、
そ
れ
が
順
に
加
工
さ
れ
て
、
乳
味
が
酪
味
に
、
酪
味

が
生
酥
味
に
、
生
酥
味
が
熟
酥
味
に
、
熟
酥
味
が
醍
醐
味
に
と
、
五
味
が
次
第
に
相
生

さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
を
、
仏
が
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
順
に
説
く
有
り
様
に
重
ね
合
わ
せ

た
の
が
、
五
味
の
譬
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
智
顗
以
前
の
南
地
で
、
す
で
に
五
時
教
判

の
根
拠
と
し
て
着
目
し
、
重
視
さ
れ
た
譬
喩
で
あ
る
。

 

　

五
味
の
譬
え
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
の
五
味
の
譬
え
が
一
般
的
で
あ
る
が
、『
長
阿
含

経
』
巻
第
十
七
、
布

婆
楼
経
に
も
、「
譬
え
ば
牛
乳
の
ご
と
し
。
乳
を
変
じ
て
酪
と

な
し
、
酪
を
生
酥
と
な
す
。
生
酥
を
熟
酥
と
な
す
。
熟
酥
を
醍
醐
と
な
す
。
醍
醐
を
第

一
と
な
す
。
中
略
。
ま
さ
に
乳
あ
る
時
は
、
た
だ
乳
と
な
す
と
名
づ
く
。
酪
や
酥
や
醍

醐
と
な
す
と
は
名
づ
け
ず
。
か
く
の
ご
と
く
展
転
し
、
醍
醐
時
に
至
っ
て
、
た
だ
醍
醐

と
名
づ
け
、
乳
と
名
づ
け
ず
、
酪
や
酥
と
名
づ
け
ず
。」（『
大
正
蔵
』
一
・
一
一
二

ｂ
）
と
あ
り
、
た
だ
『
大
般
涅
槃
経
』
だ
け
の
譬
え
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
一
）（
大
野
）

 
　
『
大
般
涅
槃
経
』
の
譬
え
は
、『
南
本
涅
槃
経
』
巻
第
十
三
、
聖
行
品
之
下
に
、「
善

男
子
よ
。
譬
え
ば
、
牛
よ
り
乳
を
出
し
、
乳
よ
り
酪
を
出
し
、
酪
よ
り
生
酥
を
出
し
、

生
酥
よ
り
熟
酥
を
出
し
、
熟
酥
よ
り
醍
醐
を
出
す
。
醍
醐
は
最
上
な
り
。
も
し
服
す
る

者
あ
ら
ば
、
衆
病
を
み
な
除
く
。
あ
ら
ゆ
る
諸
薬
は
こ
と
ご
と
く
そ
の
中
に
入
る
が
ご

と
し
。
善
男
子
よ
。
仏
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
仏
よ
り
十
二
部
経
を
出
生
し
、
十
二

部
経
よ
り
修
多
羅
を
出
し
、
修
多
羅
よ
り
方
等
経
を
出
し
、
方
等
経
よ
り
般
若
波
羅
蜜

を
出
し
、
般
若
波
羅
蜜
よ
り
大
涅
槃
を
出
す
。
な
お
醍
醐
の
ご
と
し
。
醍
醐
と
は
、
仏

性
を
喩
う
。
仏
性
は
す
な
わ
ち
こ
れ
如
来
な
り
。
善
男
子
よ
。
こ
の
義
を
も
っ
て
の
故

に
、
説
き
て
い
う
。
如
来
の
あ
ら
ゆ
る
功
徳
は
無
量
無
辺
に
し
て
、
あ
げ
て
計か

ぞ

う
べ
か

ら
ず
。」（『
大
正
蔵
』
一
二
・
六
九
〇
ｃ

－

六
九
一
ａ
）
と
あ
る
。

 

　

牛 
 

乳 
 

酪 
 

生　

酥 
 

熟　

酥 
 

醍　

醐（
仏
性
＝
如
来
）

 　
　
　

  　
　
　

  　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 

仏 
 

十
二
部
経 

 

修
多
羅 

 

方
等
経 

 
般
若
波
羅
蜜 

 

大
涅
槃

 

　

例
え
ば
乳
は
水
牛
や
牛
よ
り
、
法
は
仏
よ
り
次
第
相
生
す
る
こ
と
を
示
す
が
、
後
に

仏
一
代
の
諸
教
の
次
第
を
説
明
す
る
た
め
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
そ

の
解
釈
も
種
々
あ
り
、
例
え
ば
そ
れ
ら
を
図
に
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

　

（
慧　

観
）

（
譬
劉
虬
）

（
智　

蔵
）

（
招　

提
）

十
二
部
経

阿
含

世
諦
・三
乗
別
教

初
教

小
乗
蔵

修
多
羅

無
相
教

大
品
経

般
若

雑
蔵

方
等
経

方
等
教

維
摩
・
思
益

浄
名
・
思
益

菩
薩
蔵

般
若
波
羅
蜜

般
若
教

法
華
経

法
華
経

般
若
の
因

大
涅
槃

涅
槃
経

第
五
常
住
教

涅
槃
経

涅
槃
の
果

（
大
品
経
遊
意
に
よ
る
）
（
三
論
遊
意
義
に
よ
る
）
（
涅
槃
経
会
疏
に
よ
る
）
（
涅
槃
経
会
疏
に
よ
る
）

（
多
田
孝
正
著
『
法
華
玄
義
』
仏
典
講
座
二
六
、
大
蔵
出
版
、
一
二
九
頁
）

　

㈡
「
華
厳
の
四
照
の
譬
喩
」
に
つ
い
て

 

　

天
台
の
三
照
に
先
行
す
る
華
厳
の
四
照
の
譬
喩
は
、『
六
十
華
厳
』
巻
第
三
十
四
宝

王
如
来
性
起
品
第
三
十
二
之
二
に
出
る
。

 

　

第
一
は
、
日
出
で
て
、
先
ず
諸
の
大だ
い
せ
ん
の
う

山
王
を
照
ら
す
。

 

　

第
二
に
、
つ
ぎ
に
一
切
の
大
山
を
照
ら
す
。

 

　

第
三
に
、
つ
ぎ
に
金
剛
宝
山
を
照
ら
す
。

 

　

第
四
に
、
し
か
る
後
、
普
く
大
地
を
照
ら
す
、
と
い
う
。

　

こ
の
四
照
は
、

 

　

第
一
の
一
切
の
諸
大
山
王
は
、
普
賢
菩
薩
の
よ
う
な
大
機
に
配
当
し
て
い
る
。

 

　

つ
ぎ
の
一
切
の
大
山
は
、
縁
覚
に
配
当
し
て
い
る
。

 

　

つ
ぎ
の
金
剛
宝
山
は
、
声
聞
に
配
当
し
て
い
る
。

 

　

最
後
に
大
地
は
、
必
ず
こ
の
世
界
で
成
仏
す
る
決
定
善
根
の
衆
生
に
配
当
し
、
さ
ら

に
こ
こ
に
仏
法
と
因
縁
を
結
ん
で
、
後ご

せ世
に
成
仏
す
る
一
切
の
衆
生
と
に
配
当
し
て
い

る
。

 

　

太
陽
の
光
は
、
日
の
出
と
と
も
に
、
大
山
王
・
大
山
・
宝
山
・
大
地
の
順
に
照
ら
し

出
す
。

 

　

こ
れ
と
同
様
に
、
仏
法
の
光
も
、
普
賢
菩
薩
等
の
大
菩
薩
・
縁
覚
・
声
聞
・
衆
生
の

順
に
照
ら
し
出
す
。
照
ら
し
出
す
順
に
時
差
が
あ
る
が
、
仏
に
四
者
を
差
別
す
る
意
志

は
な
い
。
仏
は
四
者
を
平
等
に
照
ら
し
出
す
。
し
か
し
照
ら
さ
れ
る
側
に
、
機
根
・
根

性
の
差
が
あ
る
か
ら
、
平
等
に
、
一
様
に
照
ら
す
仏
法
の
光
も
、
結
果
と
し
て
先
後
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
仏
法
の
光
は
、
太
陽
の
光
と
同
じ
で
、
平
等
に
照
る
が
、
結
果

と
し
て
先
後
が
つ
く
こ
と
を
い
う
。

　

㈢
「
四
照
」
の
「
三
照
」
へ
の
読
み
替
え
に
つ
い
て

 

　

華
厳
の
四
照
の
譬
喩
を
天
台
は
、『
法
華
経
』
信
解
品
の
領
解
段
の
文
に
引
き
当
て

て
、
天
台
の
三
照
の
譬
喩
と
読
み
替
え
た
。

　
　
　
〈
華
厳
の
四
照
の
譬
喩
〉　　
　
　
　
　
〈
天
台
の
三
照
の
譬
喩
〉

先
照
一
切
諸
大
山
王

普
賢
菩
薩
等　
　
　
　
　
　
　
↓
高
山

次
照
一
切
大
山

縁
覚　
　
　
　
　
　

声
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
幽
谷

次
照
金
剛
宝
山

声
聞　
　
　
　
　
　

縁
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
善
根
衆
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
時

然
後
普
照
一
切
大
地

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
平
地

禺
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
切
衆
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
中
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す
な
わ
ち
、『
華
厳
経
』
は
、
大
山
を
縁
覚
に
、
金
剛
宝
山
を
声
聞
に
配
当
し
て
い

る
が
、
智
顗
は
、
縁
覚
と
声
聞
に
当
た
る
大
山
と
金
剛
宝
山
と
を
合
わ
せ
て
幽
谷
と
読

み
替
え
た
。『
集
註
』
は
、
大
山
を
声
聞
、
金
剛
宝
山
を
縁
覚
と
読
み
替
え
て
い
る
。

 

　

三
照
で
は
平
地
を
、
信
解
品
の
文
に
よ
っ
て
、
食じ
き
じ時
・
禺ぐ
う
ち
ゅ
う中
・
正
中
と
三
つ
に
開

き
、
合
計
し
て
五
分
し
て
、『
涅
槃
経
』
の
五
味
に
配
当
す
る
。
こ
れ
を
三
照
五
味
と

い
う
。

 

　

な
お
、
食
時
は
午
前
八
時
頃
、
禺
中
は
午
前
十
時
頃
、
正
中
は
正
午
を
い
う
。

 

　
「
領り
ょ
う
げ
だ
ん

解
段
」
は
、『
法
華
経
』
信
解
品
第
四
（『
大
正
蔵
』
九
・
一
六
ｂ

－

一
九
ａ
）

の
「
長
者
窮
子
の
譬
喩
」
に
よ
っ
て
、
文
意
を
天
台
が
汲
み
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
擬

宜
・
誘
引
・
弾
訶
・
淘
汰
・
開
会
の
五
段
階
に
分
け
る
。

　

㈣
「
平
地
」
の
重
視
と
「
食
時
・
禺
中
・
正
中
」
が
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て

 

　
「
平
地
」
を
重
視
す
る
の
は
、
⑴
一
つ
は
、
平
地
は
す
べ
て
の
人
が
住
む
と
こ
ろ
で

あ
り
、
十
如
是
の
有
り
様
に
あ
る
、
こ
の
現
実
か
ら
目
を
逸
ら
し
て
は
い
け
な
い
か
ら

で
あ
る
。
⑵
二
つ
は
、
真
実
は
出
世
間
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
世
間
と
は
別
の
世
界
に

真
実
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
真
実
は
、
わ
た
し
が
日
暮
ら
し
を
す
る
、
わ
た
し
の
眼
前

に
展
開
す
る
現
実
の
世
界
を
措
い
て
他
に
は
な
い
。
世
間
相
常
住
に
こ
そ
真
実
が
あ
る

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
⑶
三
つ
は
、
二
乗
や
三
乗
を
超
え
て
、
生
け
る
も
の
す
べ
て
を

一
仏
乗
に
導
こ
う
と
す
る
平
坦
な
易
行
道
の
道
筋
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

　

そ
し
て
、
平
地
を
食
時
・
禺
中
・
正
中
に
三
分
す
る
の
は
、
正
午
を
い
う
「
正
中
」

は
、
土ど

け
い圭
と
呼
ば
れ
る
日
時
計
の
柱
が
太
陽
の
光
の
な
か
に
あ
っ
て
、
影
を
作
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
影
を
ま
っ
た
く
作
ら
な
い
の
は
、
仏
の
光
を
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
浴

び
て
、
差
別
が
な
い
こ
と
を
象
徴
す
る
。

 

　

午
前
十
時
を
い
う
「
禺
中
」
は
、
土
圭
の
柱
が
少
し
影
を
つ
く
る
。
太
陽
の
光
を
浴

び
た
部
分
は
、
人
が
仏
の
光
の
恩
恵
に
与
る
こ
と
を
い
い
、
影
は
、
仏
の
恩
恵
を
受
け

な
い
人
が
少
し
残
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

　

そ
れ
よ
り
前
の
、午
前
八
時
を
い
う「
食
時
」は
、土
圭
の
柱
が
長
い
影
を
つ
く
る
。
こ

れ
は
、仏
の
恩
恵
に
与
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
大
分
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

　

つ
ま
り
、
高
山
や
幽
谷
と
は
違
っ
て
、「
平
地
」
は
易
行
道
で
は
あ
る
が
、
衆
生
の

機
根
・
根
性
に
差
が
あ
る
か
ら
、
仏
に
な
る
道
に
導
か
れ
る
人
に
若
干
の
先
後
が
あ
る

が
、
最
後
は
、
土
圭
の
柱
が
満
身
太
陽
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
影
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、

す
べ
て
は
一
仏
乗
に
救
い
取
ら
れ
る
こ
と
を
「
正
中
」
が
意
味
す
る
。
こ
れ
が
、
五
時

で
は
「
法
華
涅
槃
時
」
に
相
当
す
る
。

　

㈤
「
食
時
・
禺
中
・
正
中
」
の
根
拠
の
所
在
に
つ
い
て

 

　

天
台
の
三
照
の
譬
喩
の
第
三
の
平
地
を
、「
食
時
」「
禺
中
」「
正
中
」
の
三
時
に
分

け
る
。

 

　
「
正
中
」
に
つ
い
て
は
、『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
第
六
巻
、
六
七
〇
頁
ｄ
に
、
真
ん

中
、
正
し
く
中
を
得
て
い
る
の
他
に
、
真
昼
・
正
午
を
い
う
と
示
す
。
そ
し
て
、
出
典

を
、『
淮え

な
ん
じ

南
子
』
の
天
文
訓
と
し
、
文
例
を
「
日
至
于
昆
吾
、
是
謂
正
中
。〔
注
〕
昆
吾

丘
在
南
方
」
と
示
す
。『
淮
南
子
』
は
、
前
漢
の
淮
南
王
劉
安
の
撰
に
な
る
。『
淮
南

子
』
二
十
一
巻
は
、
古
今
の
治
乱
・
興
亡
・
吉
凶
禍
福
を
載
せ
、
世
上
の
詭
説
奇
聞
に

及
び
、
そ
の
主
旨
は
老
子
の
無
為
恬
淡
に
近
く
、
ま
た
儒
家
の
説
も
交
え
て
い
る
。
現

存
す
る
内
篇
二
十
一
篇
の
目
は
、原
道
・
俶
真
で
始
ま
り
、第
三
が
天
文
訓
で
あ
る
。
楠

山
春
樹
『
淮
南
子
』上（『
新
釈
漢
文
大
系
』、
五
四
巻
、一
六
一

－

一
六
三
頁
）参
照
。

 

　

日
、
暘よ
う
こ
く谷
に
出
で
、
咸か
ん
ち池
に
浴
し
、
扶ふ
そ
う桑
を
払
う
。
こ
れ
を
「
晨し
ん
め
い明

」
と
い
う
。

 

　

扶
桑
に
登
り
、
こ
こ
に
始
め
て
ま
さ
に
行
か
ん
と
す
。
こ
れ
を
「
朏ひ
め
い明

」
と
い
う
。

 

　

曲き
ょ
く
あ阿
に
至
る
。
こ
れ
を
「
旦た
ん
め
い明

」
と
い
う
。

 

　

曾そ
う
せ
ん泉
に
至
る
。
こ
れ
を
「
蚤そ
う
し
ょ
く食

」
と
い
う
。

 

　

桑そ
う
や野
に
至
る
。
こ
れ
を
「
晏あ
ん
し
ょ
く食

」
と
い
う
。

 

　

衡こ
う
よ
う陽
に
至
る
。
こ
れ
を
「
隅ぐ
う
ち
ゅ
う中

」
と
い
う
。

 

　

昆こ
ん
ご吾
に
至
る
。
こ
れ
を
「
正せ
い
ち
ゅ
う中

」
と
い
う
。

 

　

鳥ち
ょ
う
じ次
に
至
る
。
こ
れ
を
「
小し
ょ
う
せ
ん遷

」
と
い
う
。

 

　

悲ひ
こ
く谷
に
至
る
。
こ
れ
を
「
餔ほ

じ時
」
と
い
う
。

 

　

女じ
ょ
き紀
に
至
る
。
こ
れ
を
「
大た
い
せ
ん遷

」
と
い
う
。

 

　

淵え
ん
ぐ
う隅
に
至
る
。
こ
れ
を
「
高こ
う
し
ょ
う春

」
と
い
う
。

 

　

連れ
ん
せ
き石
に
至
る
。
こ
れ
を
「
下か
し
ょ
う春

」
と
い
う
。

 
　

 

悲ひ
せ
ん泉
に
至
り
て
、
こ
こ
に
羲ぎ

か和
を
止
め
、
こ
こ
に
六ろ
く
ち螭
を
息と
ど

む
。
こ
れ
を
「
縣け
ん
し
ゃ車

」

と
い
う
。

 
　

虞ぐ
え
ん淵
に
至
る
。
こ
れ
を
「
黄こ
う
こ
ん昬

」
と
い
う
。

 

　

蒙も
う
こ
く谷
に
淪い

る
。
こ
れ
を
「
定て
い
こ
ん昬

」
と
い
う
。

 

　

 

日
は
〔
崦え
ん
じ茲
に
入
り
、
細さ
い
り
ゅ
う柳
を
経
〕、
虞ぐ
え
ん淵
の
汜は
ん

に
入
り
、
蒙も
う
こ
く谷
の
浦ほ

に
曙あ

く
。

九き
ゅ
う
し
ゅ
う州
七し
ち
し
ゃ舎
を
行め
ぐ

り
て
、
五
億
一
萬
七
千
三
百
九
里
あ
り
。
離わ
か

ち
て
も
っ
て
朝ち
ょ
う
ち
ゅ
う昼
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昬こ
ん
や夜
と
な
す
。

 
　
「
天
文
訓
」
は
、
太
陽
が
東
の
暘
谷
を
出
て
、
蒙
谷
に
沈
む
ま
で
の
経
過
を
、
龍
車

の
運
行
に
な
ぞ
ら
え
て
説
き
、
太
陽
の
運
行
を
十
六
の
地
点
と
、
そ
こ
を
通
過
す
る
時

刻
を
示
す
。

 

　

暘
は
陽
、
蒙
は
昧
。
咸
池
は
星
座
の
名
。
扶
桑
は
東
方
の
野
、
払
は
至
。
晨
明
は
ほ

の
暗
い
夜
明
け
、
朏
明
は
三
日
月
明
か
り
。
曲
阿
は
東
方
の
山
の
名
。
旦
明
は
明
る
い

朝
、
六
時
頃
。
曾
泉
は
東
方
の
多
水
の
地
。
蚤
食
は
早
い
朝
食
、
午
前
七
時
半
頃
。
晏

食
は
遅
い
朝
食
、
午
前
九
時
頃
。
衡
陽
は
南
方
の
地
点
。
隅
中
は
、
午
前
十
時
半
頃
。

昆
吾
は
南
方
の
地
点
。
正
中
は
正
午
。
鳥
次
は
西
南
方
の
山
。
小
遷
は
午
後
一
時
半

頃
。
悲
谷
は
西
南
方
の
山
。
餔
時
は
午
後
三
時
頃
。
女
紀
は
西
北
の
陰
地
。
大
遷
は
四

時
半
頃
。
高
春
の
春
は
う
す
つ
く
時
刻
で
、
午
後
六
時
頃
。
下
春
は
七
時
半
頃
。
羲
和

は
太
陽
の
御
者
。
六
螭
は
六
匹
の
龍
。
龍
車
は
龍
車
を
止
め
て
、
車
を
繋
ぐ
時
刻
、
午

後
九
時
頃
。
黄
昬
は
午
後
十
時
半
頃
。
定
昬
は
、
午
前
零
時
頃
。
崦
茲
は
日
が
入
る

山
。
細
柳
は
西
方
の
野
。
汜
は
岸
。
曙
は
夜
が
明
け
る
頃
。
九
州
七
舎
を
合
わ
せ
て
十

六
所
。
五
億
一
萬
七
千
三
百
九
里
は
行
程
。
離
は
四
分
す
る
こ
と
。
昬
は
昏
。

 

　
「
食
時
」「
禺
中
」「
正
中
」
の
起
源
を
探
る
と
、『
淮
南
子
』
が
集
録
し
て
い
る
よ
う

に
、
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
た
、
午
前
七
時
半
頃
の
早
い
朝
食
を
い
う
「
蚤
食
」
と
、

午
前
九
時
頃
の
遅
い
朝
食
を
い
う
「
晏
食
」
を
合
わ
せ
る
と
、
午
前
八
時
頃
の
朝
食
時

と
な
る
。
こ
れ
を
「
食じ

き
じ時

」
と
す
る
。

 

　

山
の
曲
が
り
角
を
い
う
「
隅
」
に
中あ
た

た
る
「
隅
中
」
を
、
午
前
十
時
頃
に
対
面
す
る

山
の
名
の
「
禺
」
か
ら
、
禺
に
中
た
る
か
ら
「
禺
中
」
と
す
る
。

 

　

昼
の
十
二
時
を
い
う
正
午
を
い
う
「
正
中
」
は
そ
の
ま
ま
、
真
ん
中
の
「
正
」
に
中

た
る
の
「
正
中
」
と
す
る
。

 

　

こ
の
よ
う
に
、
三
照
の
「
平
地
」
の
三
時
と
し
て
充
当
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
い

ま
の
と
こ
ろ
手
に
入
る
資
料
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

　

㈥
「
五
時
」
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て

 

　
「
五
時
」
に
つ
い
て
、『
法
華
玄
義
』（
仏
典
講
座
二
六
、
大
蔵
出
版
、
一
二
九

－

一

三
一
頁
）
に
、
お
お
む
ね
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

 

　

智
顗
は
、
釈
尊
一
代
五
十
年
の
説
法
を
、
そ
の
内
容
か
ら
、
華
厳
時
・
鹿
苑
時
・
方

等
時
・
般
若
時
・
法
華
涅
槃
時
の
五
時
に
大
別
す
る
。
智
顗
の
五
時
説
は
、
た
だ
諸
経

の
優
劣
を
述
べ
て
、
当
時
優
位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
華
厳
経
』
や
『
大
般
涅
槃

経
』
を
斥
け
て
、『
法
華
経
』
の
優
位
を
示
そ
う
と
し
た
だ
け
で
は
な
い
。

 

　

五
時
判
採
用
の
経
緯
と
し
て
は
、「
釈
尊
一
代
の
教
説
を
五
時
に
区
分
す
る
こ
と

は
、
劉
宋
の
涅
槃
宗
の
開
祖
慧
観
が
初
め
て
唱
え
た
。
そ
の
後
、
僧
宗
（
四
三
八

－

四

九
六
）
が
こ
れ
を
継
承
し
、
梁
代
に
な
っ
て
僧
柔
・
慧
次
・
法
雲
・
智
蔵
な
ど
が
、
こ

れ
を
支
持
し
て
、
南
地
で
特
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
と
に
法
雲
の
師
で
あ
る
涅
槃

学
者
の
宝
亮
（
四
四
四

－

五
〇
九
）
な
ど
が
、
五
時
を
『
大
般
涅
槃
経
』
聖
行
品
の
五

味
の
譬
喩
に
結
び
つ
け
、
五
時
判
思
想
は
ま
す
ま
す
有
力
と
な
っ
た
。
さ
す
が
に
智
顗

も
涅
槃
宗
の
地
盤
で
あ
る
南
地
の
出
身
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
五
時
判
を
無
視
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
安
藤
俊
雄
『
天
台
学
』（
六
〇

－

六
一
頁
）
に
あ
る
よ
う

に
、
南
地
出
身
の
智
顗
に
と
っ
て
は
、
南
地
の
涅
槃
学
の
隆
盛
と
の
関
係
を
無
視
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 

　

智
顗
は
、
こ
の
五
時
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
整
備
す
る
た
め
に
、「
そ
れ
は
所
謂

『
華
厳
経
』
の
四
照
の
譬
え
と
、『
涅
槃
経
』
の
五
味
の
譬
え
を
傍
証
と
し
、
正
し
く

は
、『
法
華
経
』
信
解
品
の
四
大
弟
子
領
解
の
段
の
文
に
深
く
味
到
せ
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
建
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
福
田
尭
頴
『
天
台
学
概
論
』
に
あ
る
よ
う

に
、
三
つ
の
譬
え
を
採
用
し
て
新
し
い
考
え
を
入
れ
、
再
生
し
、
完
備
さ
れ
た
も
の
に

し
た
。

 

　

特
に
五
時
の
一
貫
し
た
化
導
を
示
す
た
め
に
、
長
者
窮
子
の
譬
喩
の
擬
宜
・
誘
引
・

弾
訶
・
淘
汰
・
開
会
が
採
用
さ
れ
た
。

　

㈦
「
長
者
窮
子
の
喩
」
の
領
解
段
が
明
か
す
も
の
に
つ
い
て

 

　
『
法
華
経
』
信
解
品
第
四
（『
大
正
蔵
』
九
・
一
六
ａ

－

一
八
ｃ
）
に
説
く
長
者
窮
子

の
喩
は
、
須
菩
提
・
摩
訶
迦
旃
延
・
摩
訶
迦
葉
・
目
蓮
の
四
大
声
聞
が
、
大
声
聞
舎
利

弗
の
受
記
を
聞
い
て
心
中
の
思
い
の
告
白
を
、
喩
え
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

　

あ
る
父
と
そ
の
子
が
い
た
。
子
は
幼
い
と
き
、
父
の
も
と
か
ら
失
踪
し
た
。
長
年
他

国
に
あ
っ
て
、
年
齢
も
五
十
歳
ほ
ど
に
な
っ
た
。
落
ち
ぶ
れ
て
貧
困
の
ど
ん
底
に
あ
っ

た
の
で
、
毎
日
四
方
を
流
浪
し
て
乞
食
を
し
て
い
た
。
一
方
父
は
そ
の
後
、
わ
が
子
の

行
方
を
尋
ね
求
め
た
が
、
行
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
父
は
、
た
ま
た
ま
、
あ
る
城
市

へ
や
っ
て
き
て
い
た
。

　
　

⑴
第
一
段
：
〈
即
遣
傍
人
急
追
将
還
〉
の
段

 

　

こ
の
城
市
に
住
居
を
構
え
た
父
は
、
大
富
豪
と
な
り
、
多
く
の
使
用
人
を
使
用

し
て
い
た
。
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子
が
、
た
ま
た
ま
乞
食
を
し
て
、
父
の
家
の
前
に
来
た
。
子
は
、
長
者
が
自
分

の
父
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
長
者
は
一
目
で
、
自
分
の
子
だ
と
気

付
い
た
。

 
　

子
は
、
父
の
威
厳
に
満
ち
た
様
子
を
見
て
、
国
主
と
思
い
、
恐
れ
戦
い
て
逃
げ

て
し
ま
っ
た
。
父
は
、
五
十
年
目
に
わ
が
子
に
出
会
っ
た
こ
と
を
知
り
、
近き

ん
じ侍
の

者
に
子
を
追
わ
せ
、
家
に
連
れ
て
還
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
子
は
、
何
の
罪

も
な
い
の
に
捕
ら
え
ら
れ
る
の
は
、
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
込
み
、
恐

怖
の
あ
ま
り
に
気
絶
し
、
倒
れ
て
し
ま
っ
た
（
傍ぼ

う
つ
い追
）。

 

　

こ
の
段
は
、
近き
ん
じ侍
の
者
に
子
を
追
わ
せ
、
子
の
意
志
と
は
関
係
な
く
、
高
見
の
父
の

気
持
ち
だ
け
で
、
有
無
を
い
わ
せ
ず
家
に
連
れ
帰
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
「
傍
追
」

と
集
約
す
る
。

 

　

こ
の
譬
喩
は
、
仏
の
説
法
の
順
序
か
ら
い
え
ば
、
仏
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
直
後
の

境
地
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、「
擬
宜
」
の
時
と
さ
れ
る
。
擬
宜
は
宜
し

き
に
適
う
か
ど
う
か
を
試
す
た
め
に
、
試
み
に
説
法
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
時
の
説

法
は
、
仏
随
自
意
の
説
法
で
あ
る
。
仏
随
自
意
の
説
法
は
、
相
手
の
機
根
・
根
性
の
如

何
を
問
わ
ず
、
自
分
の
思
い
を
あ
り
の
ま
ま
に
説
き
聞
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時

の
説
法
の
内
容
は
、
こ
の
世
に
現
象
し
存
在
す
る
す
べ
て
は
、
時
空
を
超
え
て
無
限
に

繋
が
り
、
一
本
の
草
や
、
一
本
の
毛
で
さ
え
も
全
宇
宙
の
真
実
が
そ
の
ま
ま
に
現
わ
れ

出
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
関
係
性
に
あ
る
「
法
界
縁
起
」
の
世
界
観
を
明
か
す
も
の

で
あ
る
。

 

　
「
法
界
縁
起
」
の
世
界
観
は
、『
華
厳
経
』
の
境
地
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
釈
尊
が
悟
り

を
開
い
た
直
後
の
境
地
に
擬
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
て
み
れ
ば
、
日
の
出
が

高
山
の
頂
を
照
ら
す
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
搾
り
た
て
の
水
牛
や
牛
の
乳
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
華
厳
時
に
充
当
す
る
の
が
、
天
台
の
立
場
で
あ
る
。

　
　

⑵
第
二
段
：
〈
誘
引
其
子
密
遣
二
人
〉
の
段

 

　

長
者
は
、
自
分
が
年
老
い
て
子
が
な
い
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
子
に
財

産
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
子
は
、
長
者
が
父
で
あ
る
と
は
露
知
ら
ず
、
長

者
の
愛
情
を
か
え
っ
て
仕
打
ち
と
思
い
、逆
恨
み
す
る
。
長
者
は
、本
当
の
こ
と
を

明
か
し
て
も
、到
底
信
じ
て
く
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
い
、子
を
解
き
放
た
せ
た
。

 

　

そ
こ
で
一
計
を
案
じ
た
。
密
か
に
賤
し
げ
な
男
二
人
に
、
子
の
後
を
付
け
さ

せ
、
賃
銭
を
通
常
の
二
倍
に
す
る
か
ら
、
来
て
便
所
の
大
小
便
を
始
末
し
た
り
、

掃
除
な
ど
を
し
て
く
れ
、
と
言
わ
せ
た
。
子
は
、
こ
の
仕
事
な
ら
自
分
に
も
で
き

る
と
思
っ
て
、
二
人
に
つ
い
て
長
者
の
も
と
に
来
た
。
子
は
毎
日
、
汚
物
の
処
理

を
し
た
（
二に

ゆ
う誘
）。

 

　

こ
の
段
は
、
近
侍
二
人
を
乞
食
同
然
の
身
な
り
に
さ
せ
て
、
嫌
が
る
子
の
許
に
行
か

せ
て
、
除
糞
・
掃
除
に
二
倍
の
賃
銭
を
払
う
と
言
わ
せ
た
。
子
が
受
け
入
れ
や
す
い
方

法
を
考
え
出
し
て
、
父
の
身
近
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
を
「
二
誘
」
と
集
約
す
る
。

 

　

教
え
の
順
序
か
ら
い
う
と
、
前
段
で
、
仏
の
自
内
証
を
聞
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
説
の
意
想
外
に
驚
い
て
邪
説
と
み
な
し
て
避
け
た

の
で
、
仏
は
、
こ
の
人
た
ち
を
引
き
留
め
よ
う
と
し
て
、
声
聞
・
縁
覚
と
い
う
浅
薄
で

あ
る
が
理
解
し
易
い
教
え
を
説
き
、
段
々
と
こ
の
易
し
い
教
え
に
誘
い
入
れ
た
。
先

ず
、
三
界
の
見
思
の
惑
を
除
か
せ
、
い
つ
の
日
に
か
や
が
て
は
大
乗
に
引
き
入
れ
、
別

惑
で
あ
る
界
外
の
塵
沙
・
無
明
の
二
惑
も
断
ち
、
仮
諦
及
び
中
諦
の
理
も
悟
ら
せ
よ
う

と
、
二
乗
人
を
誘
っ
た
。
こ
れ
を
「
誘
引
」
と
規
定
す
る
。

 

　

つ
ま
り
四
阿
含
の
教
え
は
程
度
が
低
く
、
仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
は
浅
薄
な
機
根
の

者
を
対
象
と
し
て
誘
い
導
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
誘
引
」
の
時
と
し
た
。
誘
引
の
時

は
、
例
え
て
み
れ
ば
、
先
に
高
山
を
照
ら
し
た
日
光
が
、
一
転
し
て
谷
底
を
照
ら
し
出

す
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
水
牛
や
牛
の
乳
の
次
の
段
階
で
あ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
し
て
酪
味
と
し
、
鹿
苑
時
・
阿
含
時
に
充
当
す
る
の
が
、
天
台
の
立
場

で
あ
る
。

　
　

⑶
第
三
段
：
〈
心
相
体
信
入
出
無
難
〉
の
段

 

　

そ
の
後
長
者
は
、
子
に
近
付
こ
う
と
し
た
。
国
王
の
よ
う
な
立
派
な
服
を
脱
い

で
、
わ
ざ
と
破
れ
て
汚
れ
た
衣
服
を
着
、
使
用
人
の
な
か
に
混
じ
っ
た
。
優
し
い

こ
と
ば
を
掛
け
、
仕
事
振
り
を
褒
め
た
り
奨
め
た
り
し
た
。

 

　

二
十
年
が
過
ぎ
た
。
長
者
は
子
に
向
か
っ
て
、
わ
た
し
は
も
う
年
老
い
て
し

ま
っ
た
が
、
お
前
は
若
く
て
頑
丈
で
あ
る
。
お
前
の
日
頃
の
仕
事
振
り
を
見
て
い

る
と
、
少
し
も
怠
け
る
こ
と
な
く
、
よ
く
励
み
、
一
日
中
恨
み
を
い
う
こ
と
も
、

不
平
不
満
を
い
う
様
子
も
な
い
。
今
後
は
、
わ
た
し
は
お
前
を
わ
が
子
と
思
う
。

他
の
者
も
、
わ
た
し
の
子
と
思
え
、
と
言
っ
た
。
子
は
大
喜
び
し
た
。

 
　

以
後
、
互
い
に
心
が
通
じ
合
い
、
遠
慮
な
く
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
ま
だ
子
は
、
自
分
が
長
者
の
実
の
子
で
あ
る
と
は
知
ら
な
い
の
で
、
以
前

と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
使
用
人
と
し
て
別
の
庵
に
住
ん
で
い
た
（
体た

い
し
ん信
）。
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こ
の
段
は
、
父
が
子
に
近
付
こ
う
と
努
力
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て
、
子
の
気
持
ち
を
矯

正
す
る
と
と
も
に
、
互
い
に
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
「
体
信
」

と
示
す
。

 

　

最
初
の
⑴
の
段
が
仏
教
の
究
極
を
示
し
、
続
く
第
二
の
⑵
の
段
が
、
仏
教
の
卑
近
な

有
り
様
を
示
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
第
三
段
以
後
の
⑶
⑷
⑸
の
三
段
は
、
機
根
・
根

性
の
浅
深
を
克
服
し
て
、
一
切
の
生
け
る
も
の
を
段
階
的
に
、
徐
々
に
一
仏
乗
の
方
向

に
導
き
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
、
方
便
の
道
筋
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

 

　

こ
の
段
の
経
説
の
う
え
で
は
、
平
坦
な
道
筋
を
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
並
べ

て
説
き
、
前
段
で
得
た
小
乗
の
浅
い
悟
り
と
深
い
仏
の
悟
り
と
を
同
一
視
し
て
い
る
偏

見
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
を
、
平
地
の
「
食
時
」、
午
前
八
時
頃
で
象
徴
す
る
。

 

　

そ
の
な
か
で
は
、「
折
小
歎
大
」、
小
乗
は
詰
ま
ら
な
い
と
非
難
し
、
大
乗
は
よ
い
と

褒
め
讃
え
、「
弾
偏
褒
円
」、
偏
教
を
貶
し
、
円
教
を
賞
め
、「
耻
小
慕
大
」
詰
ま
ら
な

い
小
乗
を
恥
じ
て
、
尊
い
大
乗
を
慕
う
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
。
こ
れ
は
共
通
し
て
、
小

乗
は
詰
ま
ら
な
い
と
叱
り
つ
け
て
い
る
か
ら
「
弾た

ん
が訶

」
の
時
と
す
る
。
順
序
か
ら
は
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
次
の
段
階
で
あ
る
カ
ル
ピ
ス
に
例
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
生
酥
味
」
と

い
う
。
大
乗
の
初
め
の
こ
の
時
を
、
方
等
時
と
位
置
付
け
る
。

　
　

⑷
第
四
段
：
〈
即
受
教
勅
領
知
衆
物
〉
の
段

 

　

あ
る
時
、
長
者
が
病
を
得
た
。
こ
の
世
に
あ
る
の
も
長
く
は
な
い
と
知
り
、
子

を
枕
辺
に
呼
ん
で
、
わ
た
し
に
無
量
の
金
銀
財
宝
が
あ
り
、
倉
庫
に
充
ち
て
い

る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
一
切
の
金
銀
財
宝
を
お
前
に
監
督
し
て
も
ら
う
、
と
言
っ

た
。
子
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
も
、
以
前
通
り
別
の
庵
に
住
み
、
命
令
さ
れ
た
よ
う

に
財
宝
や
倉
庫
を
管
理
し
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
自
分
の
財
産
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
少
し
も
、
私
す
る
心
が
な
か
っ
た
（
領り

ょ
う
ち知
）。

 

　

こ
の
段
は
、
金
銀
財
宝
一
杯
の
倉
庫
の
管
理
を
一
切
任
す
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
成

長
し
た
子
は
、
任
さ
れ
た
金
銀
財
宝
が
実
質
的
に
自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
。
こ
れ
を
「
領
知
」
は
い
う
。
領
知
は
、
司
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

仏
が
説
く
教
え
は
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
で
あ
り
、
仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
は
大

乗
・
小
乗
を
別
の
も
の
と
す
る
偏
執
を
洗
い
清
め
る
た
め
に
、
一
切
は
空
で
あ
り
、
大

小
二
乗
は
一
味
で
あ
る
と
融
合
さ
せ
、
大
・
小
二
乗
の
間
に
差
別
を
立
て
た
迷
妄
妄
見

を
洗
い
流
す
か
ら
「
淘
汰
」
の
時
と
す
る
。
真
実
の
一
仏
乗
の
体
得
に
は
ま
だ
少
し
間

が
あ
る
か
ら
、
順
序
か
ら
は
、
カ
ル
ピ
ス
の
次
の
段
階
で
あ
る
「
熟
酥
味
」、
バ
タ
ー

や
チ
ー
ズ
に
例
え
、
平
地
の
禺
中
、
午
前
十
時
と
規
定
す
る
。

 

　

こ
の
時
期
は
、
須
菩
提
な
ど
に
般
若
を
説
か
せ
、
大
乗
に
憧
れ
て
い
る
二
乗
を
さ
ら

に
大
乗
の
中
に
進
展
さ
せ
て
、
空
に
入
ら
せ
る
の
で
、
こ
れ
を
般
若
の
転
教
と
い
い
、

法
の
う
え
で
区
別
を
な
く
す
る
か
ら
「
法
開
会
」
と
も
い
う
。
こ
の
う
ち
、
通
教
の
消

極
的
な
空
を
説
く
共
涅
槃
（
三
乗
共
に
学
ぶ
涅
槃
）
と
、
一
切
皆
空
の
積
極
的
不
空
中

道
を
説
く
別
円
二
教
の
不
共
涅
槃
（
菩
薩
の
み
が
学
ぶ
般
若
）
と
が
あ
る
。
菩
薩
だ
け

が
、
空
・
仮
と
は
別
の
但
中
の
三
諦
三
観
を
修
行
実
践
す
る
こ
の
時
を
、
般
若
時
と
位

置
付
け
る
の
が
、
天
台
の
立
場
で
あ
る
。

　
　

⑸
第
五
段
：
〈
今
我
所
有
皆
是
子
有
〉
の
段

 

　

長
者
は
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
最
早
子
に
真
実
を
明
か
し
て
も
疑
う
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
臨
終
に
際
し
て
、
子
を
招
き
、
同
じ
席
に
親
族
・
国
王
・

大
臣
・
貴
族
を
招
待
し
、
長
者
が
言
っ
た
。
い
ま
、
こ
の
枕
辺
に
座
っ
て
い
る
の

は
、
わ
が
子
で
あ
る
。
数
十
年
前
、
あ
る
城
市
で
わ
た
し
を
捨
て
て
逃
げ
去
っ

た
。
長
い
間
苦
心
し
て
探
し
求
め
て
い
た
。
こ
の
度
、
ご
承
知
の
よ
う
な
事
情

で
、
父
と
子
が
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
わ
が
実
子
で
あ
る
。
わ
た
し

は
実
の
父
で
あ
る
。
わ
た
し
の
財
物
は
一
切
わ
が
子
の
も
の
と
し
て
譲
り
渡
す
、

と
披
露
し
た
。

 

　

子
は
、
も
と
か
ら
少
し
も
私
す
る
心
が
な
い
の
に
、
こ
の
よ
う
に
自
然
に
わ
が

も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
、
夢
か
と
ば
か
り
喜
ん
だ
と
い
う
。（
付ふ

ご
う業
・
付
財
）

 

　

こ
の
段
は
、
わ
た
し
の
財
物
は
一
切
わ
が
子
の
も
の
と
し
て
譲
り
渡
す
、
と
披
露
す

る
の
が
眼
目
で
あ
り
、
名
実
と
も
に
財
物
が
子
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
れ

を
付
業
と
も
、
付
財
と
も
い
う
。

 

　

こ
の
例
え
は
、
人
々
の
機
根
・
根
性
が
最
も
進
ん
だ
た
め
、
二
乗
・
三
乗
を
捨
て

て
、
正
し
く
真
実
の
仏
知
見
に
悟
り
入
ら
せ
る
時
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
説
い
た
教
え

は
、
純
粋
に
円
満
な
円
教
の
教
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
前
四
時
の
教
え
が
浅
い
方
便
で

あ
っ
た
こ
と
を
打
ち
明
け
て
、
真
実
と
一
に
す
る
。
こ
れ
を
「
開
会
」
の
時
と
す
る
。

こ
の
開
会
は
、
方
便
の
二
乗
・
三
乗
か
ら
真
実
の
一
仏
乗
に
転
化
す
る
「
開
顕
円
」
で

あ
り
、
仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
は
、
す
べ
て
の
人
を
悟
り
に
入
ら
せ
る
「
人
開
会
」
に

当
た
る
。

 

　

順
序
の
う
え
か
ら
は
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
に
次
ぐ
ギ
ー
に
例
え
る
。
ギ
ー
は
こ
の
世

最
高
の
バ
タ
ー
オ
イ
ル
で
あ
り
、「
醍
醐
味
」
と
い
う
。
仏
の
教
化
教
導
が
一
切
の
衆
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第
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号

生
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
照
ら
し
出
し
、
一
切
の
影
を
作
ら
な
い
か
ら
、
平
地
の
「
正

中
」
正
午
を
当
て
る
。

 
　
『
法
華
経
』
は
、
華
厳
時
以
後
、『
法
華
経
』
ま
で
の
二
乗
を
開
会
し
て
仏
知
見
に
入

ら
せ
る
大
目
的
を
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
農
夫
の
秋
の
収
穫
に
例
え
、

大だ
い
し
ゅ
う
き
ょ
う

収
教
と
い
う
。『
大
般
涅
槃
経
』
は
、『
法
華
経
』
で
漏
れ
た
機
根
・
根
性
の
者

に
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
追
説
追
泯
し
て
円
教
を
顕
わ
す
。
こ
れ
を
合
わ
せ

て
、
法
華
涅
槃
時
と
す
る
。

　

㈧
「
領
解
段
」
を
基
に
し
た
ま
と
め

 

　

天
台
大
師
智
顗
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
長
者
窮
子
の
譬
喩
」
を
五
段
に
分
け
て
解
釈

し
、
こ
れ
を
「
五
時
」
建
立
の
根
拠
と
し
た
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　

①
即
遣
傍
人
急
追
将
還
：
傍ぼ

う
つ
い追
│
│
│
│
華
厳
時
│
│
│
│
│
擬ぎ

ぎ宜

　
　
　

②
誘
引
其
子
密
遣
二
人
：
二に

ゆ
う誘
│
│
│
│
阿
含
時
│
│
│
│
│
誘ゆ
う
い
ん引

　
　
　

③
心
相
体
信
入
出
無
難
：
体た

い
し
ん信
│
│
│
│
方
等
時
│
│
│
│
│
弾た
ん
が訶

　
　
　

④
即
受
教
勅
領
知
衆
物
：
領り

ょ
う
ち知
│
│
│
│
般
若
時
│
│
│
│
│
淘と
う
た汰

　
　
　

⑤
今
我
所
有
皆
是
子
有
：
付ふ

ご
う業
・
付ふ
ざ
い財
│
法
華
涅
槃
時
│
│
│
開か
い
え会

 

　
『
法
華
経
』
信
解
品
を
基
に
し
て
、『
大
般
涅
槃
経
』
の
五
味
の
譬
喩
の
配
当
と
、
天

台
の
三
照
の
配
当
と
、「
五
時
」
に
至
る
天
台
大
師
智
顗
の
解
釈
を
一
覧
に
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

〈
法
華
経
信
解
品
〉〈
涅
槃
経
の
五
味
〉〈
天
台
の
三
照
〉　　

 

〈
智
顗
の
解
釈
〉

　

傍
追 

 

乳
味 

　
　
　

高
山　
　
　
　
　

擬
宜　

華
厳

　

二
誘 

 

酪
味 

　
　
　

幽
谷　
　
　
　
　

誘
引　

鹿
苑

　

体
信 

 

生
酥
味　
　
　
　
　
　
　

食
時　

 

弾
訶　

方
等

　

領
知 

 

熟
酥
味　
　
　
　

平
地

禺
中　

 

淘
汰　

般
若

　

付
業
付
財 

醍
醐
味　
　
　
　
　
　
　

正
中　

 

開
会　

法
華
・
涅
槃

　
　

※
備
考
│
│ 

荊
渓
湛
然
が
「
平
地
」
を
開
い
て
、
食
時
・
禺
中
・
正
中
の
三
時
と
し
、『
大
般

涅
槃
経
』
の
五
味
に
配
当
す
る
。

参
考
│
│
『
華
厳
経
』
に
つ
い
て

 

　

原
題
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ブ
ッ
ダ
・
ア
ヴ
ァ
タ
ン
サ
カ
・
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
イ
プ
ル

ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
と
い
い
、
詳
し
く
は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
と
い
う
。

 

　

大
乗
経
典
で
、
漢
訳
に
は
三
種
類
が
あ
る
。

　
　

⑴ 

東
晋
の
仏ぶ
っ
だ駄
跋ば

だ

ら
陀
羅
が
訳
し
た
も
の
（
四
一
八

－

四
二
〇
）
は
、
六
十
巻
あ
り
、

略
し
て
六
十
華
厳
・
旧
華
厳
・
晋
経
と
も
い
う
。

　
　

⑵ 

唐
の
実じ
し
ゃ叉
難な
ん
だ陀
が
訳
し
た
も
の
（
六
九
五

－

六
九
九
）
は
八
十
巻
あ
り
、
略
し
て

八
十
華
厳
・
新
華
厳
・
唐
経
と
も
い
う
。

　
　

⑶ 

唐
の
般
若
が
訳
し
た
も
の
（
七
九
五

－

七
九
八
）
は
四
十
巻
で
、
詳
し
く
は
大
方

広
仏
華
厳
経
入
不
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
と
い
い
、
略
し
て
普ふ

げ
ん賢
行ぎ
ょ
う
が
ん
ぼ
ん

願
品

と
い
う
。
四
十
華
厳
、
貞
元
経
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
前
の
六
十
華
厳
や

八
十
華
厳
と
は
違
っ
て
、『
華
厳
経
』
全
体
の
訳
で
は
な
く
、
前
二
訳
の
末
尾
の

入
法
界
品
に
相
当
す
る
部
分
だ
け
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

　

旧
訳
は
三
十
四
品
、
新
訳
は
三
十
九
品
よ
り
成
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
も
現
存
し
、
そ

の
内
容
は
八
十
華
厳
に
類
似
し
て
い
る
。

 

　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
完
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
最
初
か
ら
『
華
厳
経
』
と

い
う
一
つ
の
経
典
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
各
章
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
経
典

と
し
て
成
立
し
、
後
に
『
華
厳
経
』
と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
時

期
は
四
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

 

　

仏
が
、
成
道
後
二
七
・
十
四
日
、第
二
週
目
と
い
う
早
い
時
期
に
、毘び

る盧
舎し
ゃ
な那
法ほ
っ
し
ん身
・

ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
法
身
と
し
て
、
深
い
海
印
三
昧
と
い
う
禅
定
に
入
っ
た
状
態
の
ま

ま
で
、
文
殊
・
普
賢
な
ど
の
大
菩
薩
に
対
し
て
、
仏
自
身
の
奥
深
い
悟
り
の
智
慧
そ
の

も
の
が
、
な
ん
ら
の
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
直
に
、
そ
の
ま
ま
説
か
れ
た
経
典
と
さ

れ
る
。

 

　

教
え
が
高
度
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
え
を
受
け
る
人
も
普
賢
菩
薩
を
初
め
と
す

る
高
い
修
行
能
力
を
身
に
付
け
た
円
機
の
人
、
大
機
の
菩
薩
で
あ
る
と
見
な
す
。
逆
に

い
う
と
、『
華
厳
経
』
の
奥
深
い
教
え
は
大
機
の
菩
薩
以
外
は
理
解
で
き
な
い
高
度
な

教
え
な
の
で
あ
る
。

 
　

最
初
の
世
間
浄
眼
品
で
は
、
摩ま

か

だ
竭
提
国
の
菩
提
樹
の
下
に
あ
る
寂
滅
道
場
、
す
な
わ

ち
如
来
正
覚
の
地
が
説
法
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
、
そ
の
場
を
動
か
な

い
ま
ま
に
説
処
が
普
光
法
堂
会
・
忉と

う
り利
天
宮
会
・
夜
摩
天
宮
会
・
兜と
そ
つ率
天
宮
会
・
他
化

自
在
天
宮
会
と
移
り
、
つ
い
で
再
び
普
光
法
堂
会
に
帰
り
、
最
後
は
祇ぎ
じ
ゅ樹
給ぎ
っ

孤こ
ど
く
お
ん

独
園
の

重
閣
講
堂
会
と
な
る
。

 

　

だ
か
ら
、
旧
訳
で
は
七し
ち
し
ょ処
八は
っ
て会
と
い
い
、
新
訳
で
は
普
光
明
殿
が
三
度
説
処
と
な
る
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香水海大輪囲山

香水河 種種光明
蘂香幢大蓮華

香水海

殊勝威光蔵

種種宮殿遊行

速疾普持

一切宝光明

声遍十方

普清浄

種種普荘厳

平等焔

宝威徳

出生種種宝荘厳

平等住

風輪の層とその頂上に立つ大蓮華
（定方晟著『インド宇宙誌』37頁、

春秋社、1990）

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
一
）（
大
野
）

か
ら
七
処
九
会
と
い
う
。

 
　

多
く
は
、
仏
の
神
力
を
受
け
て
菩
薩
が
他
の
菩
薩
に
対
し
て
菩
薩
行
を
説
き
、
ま
た

仏
の
功
徳
を
説
く
形
を
取
っ
て
お
り
、
何
に
付
け
て
も
十
の
数
に
ま
と
め
て
説
く
の
が

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

な
か
で
も
、
旧
訳
の
経
の
第
二
十
二
の
十
地
品
は
、
歓
喜
地
以
下
法
雲
地
に
至
る
菩

薩
十
地
の
修
行
階
位
を
説
き
、
旧
訳
の
経
の
第
三
四
の
入
法
界
品
は
、
善
財
童
子
が
五

十
五
人
の
善
知
識
を
訪
ね
て
普
賢
の
行
願
を
成
ず
る
求
道
物
語
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
両
品
は
『
華
厳
経
』
の
中
で
も
成
立
が
古
く
、
教
義
的
に
も
特
に
重
要
で
、
漢
文

へ
の
異
訳
も
多
い
。
ま
た
こ
の
両
品
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
が
現
存
し
、
十
地
品
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
ダ
シ
ャ
ブ
ー
ミ
カ
・
ス
ー
ト
ラ
、
あ
る
い
は
ダ
シ
ャ
ブ
ー
ミ
・

イ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
は
、
ラ
ー
ダ
ー
（
一
九
二
六
）、
近
藤
隆
晃
（
一
九
三
六
）
に
よ
っ

て
、
入
法
界
品
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
ガ
ン
ダ
・
ヴ
ィ
ユ
ー
ハ
は
鈴
木
大
拙
・
泉
芳
環

に
よ
っ
て
（
一
九
三
四

－

一
九
三
六
）、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
。
世
親
（
ヴ
ァ
ス
バ

ン
ド
ゥ
）
の
『
十
地
経
論
』
は
、
こ
の
経
の
十
地
品
を
解
釈
し
た
も
の
で
、
龍
樹

（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
に
帰
せ
ら
れ
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
も
、
十
住
品
（
十
地
品

の
異
訳
）
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
今
日
一
部
分
し
か
残
存
し
て
い
な

い
。
中
国
で
は
『
十
地
経
論
』
の
研
究
が
先
ず
盛
ん
に
な
っ
て
、
北
魏
時
代
に
地
論
宗

と
な
っ
た
が
、
唐
代
に
智ち

ご
ん儼
が
『
捜
玄
記
』
五
巻
を
著
わ
し
た
の
に
つ
い
で
、
そ
の
弟

子
法
蔵
が
『
探
玄
記
』
二
十
巻
を
著
わ
し
て
以
来
、
華
厳
宗
の
所
依
の
経
と
し
て
深
く

研
究
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

 

　

以
上
は
旧
訳
の
註
釈
書
で
あ
る
が
、
新
訳
に
対
し
て
は
、
法
蔵
の
弟
子
慧
苑
の
『
略

疏
刊
定
記
』
十
五
巻
と
、
澄
観
の
『
大
疏
』
六
十
巻
、
お
よ
び
そ
の
ま
た
註
釈
で
あ
る

『
随
疏
演
義
鈔
（
大
疏
抄
）』
九
十
巻
が
あ
る
。

 

　

そ
の
他
、
唐
の
吉
蔵
の
『
華
厳
遊
意
』、
法
蔵
の
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』、
澄
観
の

『
大
華
厳
経
略
策
』
な
ど
各
一
巻
が
あ
り
、
唐
の
李
通
玄
に
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻

の
著
が
あ
る
。

参
考
│
│
「
蓮
華
蔵
世
界
」
に
つ
い
て

 

　
「
蓮
華
蔵
世
界
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ク
ス
マ
・
タ
ラ
・
ガ
ル
バ
・
ヴ
ィ

ユ
ー
ハ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
・
ロ
ー
カ
・
ダ
ー
ト
ゥ
・
サ
ム
ド
ラ
、
ま
た
は
パ
ド
マ
・
ガ
ル

バ
・
ロ
ー
カ
・
ダ
ー
ト
ゥ
の
訳
。
蓮
華
か
ら
出
生
し
た
世
界
、
ま
た
は
蓮
華
の
な
か
に

含
蔵
さ
れ
た
世
界
の
こ
と
を
い
う
。

 

　
『
雑
譬
喩
経
』（『
大
正
蔵
』
四
・
五
二
九
ｂ
）
に
、
蓮
華
蔵
世
界
と
い
う
観
念
は
、

も
と
バ
ラ
モ
ン
教
で
、
宇
宙
の
最
初
に
あ
っ
た
大だ

い
す
い水
の
う
ち
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
が
現
わ

れ
、
そ
の
神
の
臍
の
う
ち
に
千
の
花
び
ら
が
あ
る
金
色
の
蓮
華
を
生
じ
、
そ
の
な
か
に

梵
天
王
が
出
現
し
て
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
生
類
を
生
む
に
至
っ
た
、
と
説
い
て
い
る
見
解

を
受
け
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。『
梵
網
経
』
と
『
華
厳
経
』
と
で

は
、
説
に
違
い
が
あ
る
。

　

㈠
『
梵
網
経
』
の
説

 

　

蓮
華
胎
蔵
世
界
海
、
蓮
華
胎
蔵
世
界
、
蓮
華
海
蔵
世
界
と
い
う
。

 

　

千
葉
の
大
蓮
華
の
一
つ
ひ
と
つ
の
葉
（
こ
れ
が
一
つ
の
世
界
）
に
、
百
億
の
須
弥

山
・
四
天
下
・
南
閻
浮
提
な
ど
が
あ
り
、
盧
遮
那
仏
は
そ
の
本
源
と
し
て
蓮
華
台
の
上

に
坐
し
、
自
分
の
身
を
変へ

ん
げ化
さ
せ
て
千
の
釈
迦
と
な
っ
て
、
千
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
の
葉

の
世
界
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
千
の
釈
迦
は
百
億
の
菩
薩
釈
迦
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

南
閻
浮
提
の
菩
提
樹
下
に
坐
し
て
、
菩
薩
の
十
発
趣
・
十
長
養
・
十
金
剛
・
十
地
の
四

十
位
の
法
門
を
説
く
と
す
る
。

 

　

東
大
寺
大
仏
の
蓮
弁
に
刻
ん
で
あ
る
も
の
は
、
こ
の
説
に
よ
る
。

　

㈡
『
華
厳
経
』
の
説

 

　

蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
、
華
厳
世
界
海
、
華
蔵
世
界
、
華
蔵
界
な
ど
と
い
い
、
あ
る
い

は
十
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
、
十
蓮
華
蔵
世
界
、
十
華
蔵
な
ど
と
も
い
う
。
蓮
華
の
な
か

に
蔵
さ
れ
て
い
る
世
界
、
蓮
華
の
仏
の
世
界
、
は
す
の
く
に
を
い
う
。

 

　

蓮
華
蔵
世
界
の
教
主
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
は
、『
六
十
華
厳
』
で
は
盧
舎
那
仏
、『
八
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20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

妙宝焔

清浄光普照

離塵

宝荘厳蔵

清浄光遍照

衆妙光明燈

寂静離塵光

娑婆

光明照耀

恒出現帝青宝光明

金剛幢

出妙音声

出生威力地

衆華焔荘厳

浄妙光明

普放妙華光

種種光明華荘厳

一切宝荘厳普照光

種種香蓮華妙荘厳

最勝光遍照

各
階
を
無
数
の
世
界
が
と
り
ま
く
。

上
の
階
ほ
ど
多
く
の
世
界
が
と
り
ま
く
が
、

そ
の
表
現
は
、最
下
段
を
除
い
て
省
略
。

仏

普照十方熾然宝光明世界種の世界
（同前、43頁）

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
〇
号

十
華
厳
』
で
は
毘
盧
遮
那
仏
と
漢
訳
さ
れ
、
ま
た
遍
一
切
処
、
あ
る
い
は
光
明
遍
照
と

も
訳
さ
れ
、
太
陽
の
輝
き
照
ら
す
は
た
ら
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
仏
で
あ
る
。
基
本
的
に

は
言
語
を
用
い
た
説
法
は
し
な
い
。

 

　

蓮
華
蔵
世
界
は
、
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
の
過
去
の
誓
願
と
修
行
に
よ
っ
て
現
出
し

た
、
浄
ら
か
に
飾
ら
れ
た
世
界
で
あ
り
、
十
身
仏
が
教
化
を
施
す
境
界
と
さ
れ
る
。
十

身
仏
は
、
融ゆ

う
さ
ん三
世せ
け
ん間
の
十
身
仏
を
い
う
。

 

　
『
華
厳
経
』
の
仏
は
、
仏
身
が
は
た
ら
く
場
と
し
て
、
智
正
覚
世
間
は
勿
論
、
器
世

間
も
、
救
済
の
対
象
で
あ
る
衆
生
世
間
も
、
す
べ
て
を
融と

お

し
て
仏
身
と
す
る
。
こ
の
融

三
世
間
に
遍
満
す
る
仏
身
は
、
衆
生
身
、
国
土
身
、
業
報
身
、
声
聞
身
、
縁
覚
身
、
菩

薩
身
、
如
来
身
、
智
身
、
法
身
、
虚
空
身
の
十
種
の
仏
に
開
い
て
説
明
す
る
が
、
華
厳

の
仏
の
目
か
ら
み
れ
ば
、
す
べ
て
が
悟
り
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
身
さ
え
も
仏
身
で
あ

り
、
す
べ
て
清
浄
な
仏
と
捉
え
る
。

 

　
『
八
十
華
厳
経
』の
華
蔵
世
界
品
は
、世
界
は
こ
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
説
く
。

 

　

世
界
の
最
低
に
風
輪
が
あ
り
、
数
多
く
の
風
輪
が
重
な
っ
て
い
る
。
重
な
り
は
、
須

弥
山
微
塵
数
で
、
須
弥
山
を
こ
な
ご
な
に
砕
い
た
砂
粒
の
数
だ
け
あ
る
と
す
る
。
最
下

の
風
輪
を
「
平
等
住
」
と
呼
び
、
そ
の
上
は
焔
の
よ
う
に
輝
く
宝

の
飾
り
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
下
か
ら
二
つ
目
の
風
輪
は
「
出
生

種
種
宝
荘
厳
」
で
、
宝
石
の
王
で
あ
る
摩
尼
王
で
飾
ら
れ
る

幢ど
う
・
は
た
ぼ
こ

が
光
輝
い
て
い
る
。
下
か
ら
三
つ
目
の
「
宝
威
徳
」、
下

か
ら
四
つ
目
は
「
平
等
焔
」
と
須
弥
山
微
塵
数
の
風
輪
が
続
き
、

最
上
の
風
輪
を
「
殊
勝
威
光
蔵
」
と
い
う
。

 

　

殊
勝
威
光
蔵
の
上
に
香
水
海
が
あ
る
。
香
水
海
の
中
に
一
本
の

大
蓮
華
が
生
え
、「
種
種
光
明
蘂ず

い

香
幢
大
蓮
華
」
と
い
う
。
大
蓮

華
の
縁ふ

ち

を
取
り
巻
く
花
弁
の
列
が
、
華
蔵
世
界
を
縁
取
る
大だ
い
り
ん
い

輪
囲

山せ
ん

で
あ
る
。
花
弁
は
峰
と
な
っ
て
立
ち
並
ぶ
。
そ
の
内
側
に
湛
え

ら
れ
る
蜜
は
、
華
蔵
世
界
の
香
水
で
あ
る
。
雄お

し
べ蘂
は
宝
林
で
あ

り
、
香
草
で
あ
る
。
大
蓮
華
の
中
央
に
あ
る
花
托
は
華
蔵
世
界
の

大
地
で
あ
り
、
金
剛
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
で
き
て
お
り
、
固
く

て
、
清
ら
か
で
、
平
ら
で
あ
る
。
花
托
の
上
に
は
果
実
を
収
め
る

穴
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
華
蔵
世
界
の
香
水
海
で

あ
る
。
香
水
海
の
数
は
、
仏
刹
微
塵
数
、
宇
宙
の
測
り
知
れ
な
い

数
の
仏
国
土
を
こ
な
ご
な
に
砕
い
た
砂
粒
の
数
に
匹
敵
す
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
香
水
海

の
海
底
や
海
岸
は
宝
石
で
で
き
て
お
り
、
香
水
海
の
水
は
透
き
通
っ
て
、
種
々
の
宝
石

の
色
を
映
し
出
し
て
い
る
。
種
々
の
宝
華
が
そ
の
回
り
を
巡
っ
て
生
え
、
栴
檀
の
細
末

が
水
底
に
沈
ん
で
い
る
。
仏
の
声
が
聞
こ
え
、
菩
薩
た
ち
が
日
蓋
を
差
し
て
い
る
。

 

　

十
宝
の
階
段
、
十
宝
の
欄
楯
、
楼
閣
、
樹
林
、
白
蓮
な
ど
が
無
数
に
並
ん
で
い
る
。

香
水
海
に
は
沢
山
の
香
水
河
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
河
は
右
回
り
に
流
れ
込
む
が
、
そ

の
岸
も
宝
石
で
で
き
、
諸
仏
の
宝
雲
を
漂
わ
し
、
衆
生
の
言
音
を
発
す
る
。
水
が
渦
巻

く
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
ら
で
も
諸
仏
の
行
な
い
や
す
が
た
が
現
わ
れ
出
る
。
河
と
河
の
間

の
土
地
も
さ
ま
ざ
ま
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

 

　

こ
の
大
蓮
華
の
一
つ
ひ
と
つ
の
香
水
海
に
一
つ
ひ
と
つ
の
世
界
種
が
含
ま
れ
、
香
水

海
の
数
と
世
界
種
の
数
と
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ
不
可
説
仏
刹
微
塵
数
の
世
界
と
な
る
。

 

　

一
つ
の
世
界
種
の
な
か
に
は
不
可
説
仏
刹
微
塵
数
の
世
界
が
詰
ま
り
、
縦
に
二
十
の

世
界
が
重
な
り
、
二
十
の
世
界
の
一
つ
ひ
と
つ
を
ま
た
無
数
の
世
界
が
取
り
巻
い
て
い

る
。
二
十
の
世
界
の
互
い
の
間
隔
は
仏
刹
微
塵
数
の
世
界
を
隔
て
る
距
離
で
あ
る
。

 

　

大
蓮
華
の
花
托
の
中
心
部
の
香
水
海
を
「
無
辺
妙
華
光
」
と
い
い
、
そ
の
中
の
世
界
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ハスのスケッチと解剖図。

花托は蜂巣状をなし、一つ

ひとつの穴に一つずつ実が

入っている。花托の周囲に

雄蘂が鬚状に取り巻いてい

る。（同前、38頁）

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
一
）（
大
野
）

種
を
「
普
照
十
方
熾
然

宝
光
明
」
と
い
う
。
こ

の
世
界
種
の
な
か
に
二

十
の
世
界
が
詰
ま
っ
て

い
る
。
最
下
を
「
最
勝

光
遍
照
」
と
い
い
、
一

仏
刹
微
塵
数
の
世
界
が

取
り
巻
い
て
い
る
。
そ

の
上
の
世
界
を
「
種
種
香
蓮
華
妙
荘
厳
」
と
い
い
、
二
仏
刹
微
塵
数
の
世
界
が
取
り
巻

い
て
い
る
。

 

　

途
中
を
省
略
。
十
三
番
目
の
世
界
を
わ
れ
わ
れ
の
「
娑
婆
」
と
い
い
、
十
三
仏
刹
微

塵
数
の
世
界
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
上
の
世
界
を
「
妙
宝
焔
」
と
い
い
、

二
十
仏
刹
微
塵
数
の
世
界
が
取
り
巻
い
て
い
る
。

 

　

ハ
ス
一
個
の
種
の
な
か
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
世
界
が
あ
り
、
網
の
よ
う
に
巡
ら
さ
れ

た
世
界
網
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
宝
で
飾
ら
れ
、
仏
が
そ
の
中

に
出
現
し
、
衆
生
も
ま
た
そ
の
中
に
充
満
す
る
。
ま
さ
に
、
広
大
無
辺
そ
の
も
の
で
あ

る
。

 

　

こ
の
壮
大
な
世
界
観
は
、
右
の
図
に
示
す
現
実
の
ハ
ス
の
蜂は
ち
す巣
が
、
華
蔵
世
界
の
舞

台
と
な
っ
て
い
る
。
舞
台
と
な
る
蓮
華
の
雄
蘂
は
、
鬚
状
に
群
れ
を
な
し
、
馥
郁
た
る

香
り
は
、
雄
蘂
の
先
端
の
葯
か
ら
発
散
し
て
い
る
。
華
蔵
世
界
は
、
実
際
の
蓮
華
が
瞑

想
の
な
か
で
宇
宙
大
に
拡
大
さ
れ
、
変
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

　
『
八
十
華
厳
経
』
巻
第
三
十
九
（『
大
正
蔵
』
一
〇
・
二
〇
五
ｂ
）
の
十
地
品
の
最
後

の
法
雲
地
の
、
益
一
切
智
位
と
呼
ば
れ
る
三
昧
で
、
こ
の
大
蓮
華
が
忽
然
と
し
て
出
現

す
る
が
、
そ
の
花
は
広
大
で
、
量
は
百
万
の
三
千
大
千
世
界
に
等
し
く
、
十
の
三
千
大

千
世
界
の
微
塵
の
数
の
蓮
華
を
そ
の
眷
属
と
し
て
い
る
。

　

㈢
華
厳
宗
の
説

 

　
『
華
厳
五
教
章
』
巻
第
三
に
は
、
十
仏
の
境
界
を
大
別
し
て
、
国
土
海
（
果
分
不
可

説
）
と
世
界
海
（
因
分
可
説
）
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
世
界
海
を
、
衆
生
の
素
質
・
能

力
・
性
質
な
ど
に
応
じ
て
感
見
す
る
国
土
に
差
が
あ
る
点
か
ら
三
類
に
分
け
、
最
高
の

仏
果
を
得
る
位
で
あ
る
、
三
生
第
三
の
証し

ょ
う
に
ゅ
う
し
ょ
う

入
生
の
も
の
が
感
見
す
る
の
を
蓮
華
蔵

世
界
と
名
付
け
て
い
る
。
な
お
、
三
生
第
一
は
、
教
え
を
見
聞
し
て
信
じ
る
位
で
あ

る
、
見け

ん
も
ん
し
ょ
う

聞
生
を
い
い
、
三
生
第
二
は
、
智
慧
を
得
て
修
行
す
る
位
で
あ
る
、
解げ
ぎ
ょ
う
し
ょ
う

行
生

を
い
う
。

 

　
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
第
三
に
は
、
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
に
つ
い
て
、『
梵
網
経
』
の

説
に
当
た
る
蓮
華
台
蔵
世
界
と
、
遍
法
界
の
華
蔵
と
樹
形
な
ど
の
雑ぞ

う
る
い類
世
界
と
の
三
種

を
立
て
、
前
の
一
は
同
教
一
乗
の
説
、
後
の
二
は
『
華
厳
経
』
に
固
有
な
別
教
一
乗
の

説
で
あ
る
と
す
る
。
澄
観
の
『
華
厳
経
疏
』
巻
第
十
一
に
は
、
蓮
華
蔵
世
界
を
衆
生
と

仏
と
の
二
因
の
面
か
ら
み
て
、
教
理
を
象
徴
的
に
示
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。

　

㈣
そ
の
他
の
説

 

　

浄
土
教
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
の
こ
と
と
す
る
。

 

　

東
密
で
は
、
阿
弥
陀
報
身
の
浄
土
を
加
持
身
の
蓮
華
蔵
世
界
、
大
日
法
身
の
住
処
を

本
地
身
の
蓮
華
蔵
世
界
、
衆
生
の
干か

り栗
多だ
し
ん心
（
真
如
心
）
を
行
者
身
の
蓮
華
蔵
世
界
と

す
る
。

参
考
│
│
「
牛
」
と
「
乳
」
と
「
五
味
」
に
つ
い
て

 

　

イ
ン
ド
は
、
牛
や
猿
が
人
間
と
共
存
し
て
い
る
世
界
で
あ
る
。

 

　

イ
ン
ド
人
の
意
識
は
、
国
家
や
民
族
を
超
越
す
る
傾
向
が
あ
り
、
人
類
す
ら
超
越
す

る
傾
向
に
あ
る
。
イ
ン
ド
人
の
目
か
ら
見
る
と
、
人
間
と
動
物
と
の
間
に
本
質
的
な
違

い
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
人
間
も
動
物
も
共
に
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
で

あ
る
か
ら
、
仏
の
教
え
を
聞
い
て
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を
解
脱
さ
せ
る
の

が
、
仏
教
の
立
場
で
あ
る
。

　

㈠
「
牛
」
の
主
な
品
種
に
つ
い
て

　
　

⑴
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
品
種

 

　

黒
と
白
の
模
様
の
乳
牛
で
あ
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で
最
大
の
標
準

体
型
を
も
つ
役
肉
兼
用
の
キ
ニ
ア
ー
ナ
種
、
イ
ギ
リ
ス
領
ジ
ャ
ー
ジ
ー
島
原
産
の
肉
牛

の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
を
始
め
多
数
が
あ
る
。

　
　

⑵
ア
ジ
ア
由
来
の
品
種

 
　

中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
産
の
役
牛
で
あ
る
黄
牛
、
朝
鮮
原
産
の
役
肉
牛
の
朝
鮮
牛
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
種
、
そ
の
他
が
あ
る
。

　
　

⑶
日
本
在
来
牛

 

　

山
口
県
見
島
産
で
天
然
記
念
物
で
あ
る
見
島
牛
や
、
褐
色
和
種
、
黒
毛
和
種
、
無
角

和
種
、
日
本
短
角
種
な
ど
の
和
牛
、
そ
の
他
が
あ
る
。

　
　

⑷
ウ
シ
の
仲
間
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号

 
　

ウ
シ
亜
科
ア
フ
リ
カ
ス
イ
ギ
ュ
ウ
属
・
ア
ジ
ア
ス
イ
ギ
ュ
ウ
属
の
水
牛
、
ヌ
ー
、
ヤ

ク
、
瘤
牛
、
バ
イ
ソ
ン
・
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
そ
の
他
が
あ
る
。

　

㈡
「
牛
」
に
つ
い
て

 

　

イ
ン
ド
で
は
、
人
は
動
物
と
と
も
に
生
き
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

 

　

家
畜
と
し
て
は
、
牛
が
特
に
重
ん
じ
ら
れ
、
続
い
て
水
牛
、
馬
が
大
切
に
さ
れ
る
。

鳥
で
は
、
孔
雀
、
鶴
、
ク
ナ
ー
ラ
鳥
が
大
切
に
さ
れ
、
獣
で
は
、
猪
や
兎
は
、
特
殊
な

神
話
や
伝
説
と
結
び
付
い
て
い
る
。

　
　
　

⑴
「
白
牛
」
に
つ
い
て

 

　

イ
ン
ド
に
は
、
古
く
か
ら
牛
が
い
た
。
代
表
は
、
古
代
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
頃
か
ら
い

る
、
首
の
上
あ
た
り
に
大
き
な
瘤こ

ぶ

が
あ
り
、
咽の

ど喉
か
ら
胸
、
腹
に
か
け
て
「
垂
肉
」
と

呼
ば
れ
る
肉
垂
れ
が
だ
ら
ん
と
垂
れ
下
が
っ
た
「
白
牛
」
で
あ
る
。『
法
華
経
』
譬
喩

品
第
三
の
火
宅
三
車
の
喩
に
出
る
大だ

い
び
ゃ
く白
牛ご
し
ゃ車
の
白
牛
は
こ
れ
で
あ
る
。
一
般
的
い
え

ば
、「
瘤こ

ぶ
う
し牛

」
の
範
疇
に
入
る
。
イ
ン
ド
は
勿
論
ア
ジ
ア
南
部
に
多
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
な
ど
に
神
聖
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の
北
に
接
す
る
ネ
パ
ー
ル
南
部

の
テ
ラ
イ
地
方
で
は
、
白
牛
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な
く
、
見
る
の
は
茶
毛
の
瘤
牛

ば
か
り
だ
と
い
う
。

 

　

仏
釈
尊
の
氏
し
せ
い
・
う
じ
か
ば
ね
姓
の
名
は
、
パ
ー
リ
語
で
「
ゴ
ー
タ
マ
」、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

で
「
ガ
ウ
タ
マ
」
で
、
太
古
の
ヴ
ェ
ー
ダ
の
仙
人
ゴ
ー
タ
マ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
さ

れ
る
。「
ゴ
ー
タ
マ
」
の
「
ゴ
ー
」
は
牛
を
い
い
、「
タ
マ
」
は
最
上
の
を
い
う
。
仏
釈

尊
が
牛ご

や
牛ご
お
う王
と
呼
ば
れ
る
が
、
牛
、
特
に
白
い
牡
牛
が
堂
々
と
し
て
、
美
し
い
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

⑵
「
神
聖
な
牛
」
に
つ
い
て

 

　

牛
が
貴
重
と
さ
れ
る
の
は
、
①
「
用
畜
」、
乳
や
乳
製
品
の
他
に
肉
、
皮
、
角
、

腱
、
骨
な
ど
が
使
え
る
こ
と
、
②
「
役
畜
」、
牽
引
力
と
し
て
、
牛
車
や
農
耕
に
使
え

る
こ
と
、
③
「
糞
畜
」、
乾
燥
し
た
糞
は
燃
料
と
し
て
、
床
や
壁
の
材
料
と
し
て
、
厩

肥
と
し
て
使
え
る
か
ら
で
あ
る
。
牛
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
経
済
が
未
発

達
の
時
代
に
は
、
も
の
の
価
値
は
牛
の
数
で
数
え
ら
れ
た
。

 

　

イ
ン
ド
で
は
、
牛
、
特
に
白
牛
は
神
聖
視
さ
れ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
白
毛
の
瘤

牛
は
、
牝
（Cow

）、
牡
（Bull

）
と
も
に
神
聖
視
さ
れ
、
神
聖
の
順
位
は
牝
・
牡
の

順
で
あ
る
。
牝
牛
は
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
神
の
乗
り
物
で
あ
り
、
牡
牛
は
シ
ヴ
ァ
神
の
乗
り

物
と
さ
れ
る
。

 

　

聖
な
る
牛
で
あ
る
イ
ン
ド
の
瘤
牛
の
一
頭
当
た
り
の
産
乳
量
は
、
日
本
の
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
の
乳
牛
の
約
十
五
分
の
一
で
あ
る
。

 

　

紀
元
前
一
五
〇
〇
年
頃
、
西
北
イ
ン
ド
に
侵
入
し
た
、
ア
ー
リ
ヤ
人
の
宗
教
観
に

は
、
肉
食
に
抵
抗
感
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
の
先
住
民
の
宗
教
と
習
合
し
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
が
成
立
し
て
以
来
、
牛
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

㈢
「
水
牛
」
に
つ
い
て

 

　

イ
ン
ド
で
は
、
水
牛
は
神
聖
視
さ
れ
な
い
。
既
出
の
テ
ラ
イ
地
方
も
同
じ
で
あ
る
。

 

　

イ
ン
ド
で
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
水
牛
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
ガ
ン
ジ
ス
河
の
流
域

や
、
イ
ン
ド
の
中
央
部
に
は
野
生
の
水
牛
が
い
る
と
い
う
が
、
普
通
に
見
か
け
る
水
牛

は
、
家
畜
に
な
っ
て
い
る
水
牛
で
あ
る
。
体
重
は
、
牡
が
一
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
前

後
、
牝
が
七
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
あ
り
、
お
と
な
し
い
が
、
力
強
く
、
耕
作
や
荷
物

の
運
搬
に
利
用
さ
れ
、
糞
も
乾
燥
さ
せ
て
燃
料
に
使
わ
れ
る
。

 

　

東
南
ア
ジ
ア
の
水
牛
は
、
仏
教
の
影
響
か
ら
、
畜
力
用
と
し
て
改
良
さ
れ
、
も
っ
ぱ

ら
農
耕
用
に
使
わ
れ
た
。
イ
ン
ド
以
西
の
水
牛
は
、
乳
を
採
る
た
め
に
改
良
を
重
ね
、

生
産
量
が
多
く
、
用
畜
と
し
て
分
化
し
た
。
イ
ン
ド
の
水
牛
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

浄
・
不
浄
観
か
ら
、
肉
は
食
べ
な
い
が
、
貴
重
な
栄
養
源
と
し
て
乳
を
提
供
し
て
い

る
。

 

　

水
牛
の
は
た
ら
き
は
、
乳
産
出
に
あ
る
か
ら
、
牡
は
生
後
間
も
な
く
淘
汰
さ
れ
る
。

 

　

水
牛
の
乳
は
有
益
で
、
飲
用
に
も
加
工
用
に
も
利
用
さ
れ
る
。
牛
の
乳
脂
肪
率
は

五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
水
牛
の
乳
脂
肪
率
は
七
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
前
後
で
、
家
畜
の
中
で
最
も
多
い
。
水
牛
の
乳
は
、
バ
タ
ー
な
ど
の
加
工
製
品
に

適
し
て
お
り
、
鉄
分
、
ビ
タ
ミ
ン
類
、
乳
糖
な
ど
も
、
牛
の
乳
よ
り
も
豊
富
に
含
ま

れ
、
イ
ン
ド
人
が
愛
飲
す
る
紅
茶
に
不
可
欠
で
あ
る
。
水
牛
の
乳
で
作
っ
た
バ
タ
ー
や

チ
ー
ズ
も
大
変
美
味
し
い
。

 

　

イ
ン
ド
で
広
く
使
わ
れ
る
乳
加
工
品
は
、
水
牛
の
乳
に
由
来
す
る
。
水
牛
の
乳
は
、

イ
ン
ド
な
ど
で
料
理
に
使
わ
れ
る
バ
タ
ー
状
の
ギ
ー
の
主
要
な
原
料
と
な
っ
て
い
る
。

 
　

外
国
人
向
け
の
ホ
テ
ル
で
供
さ
れ
る
ス
テ
ッ
ク
も
、
水
牛
の
肉
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

肉
質
が
堅
い
の
が
難
点
で
あ
る
が
、
煮
込
み
料
理
に
は
適
す
る
。

 

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
、
水
牛
は
瘤
牛
と
は
違
い
、
崇
拝
の
対
象
で
あ
る
聖
な
る
動
物

で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
牛
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
間
で
も
、
水
牛

を
食
べ
て
も
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
。
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〈主処理工程〉
（殺菌は省略）

乳 酸 発 酵
①
②

（36％）
（8.3％）

加熱
（45％）

加温

チ
ャ
ー
ニ
ン
グ

乾燥

③

④

⑤

⑥

⑦

牛
乳
お
よ
び
水
牛
乳

酸添加凝乳 （2.7％）

加 熱 濃 縮

遠 心 分 離

乳 酸 発 酵

濃縮・凍結

酵素凝乳

チャーニング

（5.6％）

市　乳
ダヒ（ヨーグルト）
スリカーンド（加糖ヨーグルト）
マカーン（インドバター）
ギー（インドバターオイル）

〈乳製品名〉

ラッシー（インドバターミルク）
パニール（酸カード）
チェルビー（乾燥酸カード）
パニール（酸凝乳チーズ）
チャーナ（　　〃　　）
チャーナ・ホエー
キール（濃縮乳）
コア（濃縮固乳）
ラブリー（凝縮クリーム）
マライ（濃縮乳）
シラトゥパル（加糖コア）
脱脂乳
クリーム
バター
バターミルク
スラーテ（チーズ）
パニール（　〃　）
ダッカ（　〃　）
バンダル（　〃　）
チーズ・ホエー
クルフィ（キールアイスクリーム）

〈主生産地方〉

インド中西部

インド北西部
シッキム
インド北西部
アッサム、西ベンガル、
ビハール

インド南部

グジャラート、
マハーラシュトラ

インド東部

パーセントは、その乳製品製造用乳量が、インドの全乳量に占める百分率

インドで生産されている主な乳製品と、その処理法および利用乳量の比率
（石毛直道他編著『乳利用の民族誌』中央法規、1992、144頁）

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
一
）（
大
野
）

 
　

水
牛
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
マ
ヒ
シ
ャ
、
パ
ー
リ
語
で
は
マ
ヒ
サ
と
い
う
。

イ
ン
ド
の
神
話
で
は
、
マ
ヒ
シ
ャ
は
魔
族
ア
ス
ラ
の
一
類
と
し
て
登
場
す
る
。
水
牛
の

姿
を
し
た
マ
ヒ
シ
ャ
は
ド
ゥ
ル
ガ
ー
女
神
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
た
め
に
、
シ
ヴ
ァ
神

の
妃
で
も
あ
る
ド
ゥ
ル
ガ
ー
女
神
は
マ
ヒ
シ
ャ
を
殺
す
女
神
・
マ
ヒ
シ
ャ
・
マ
ル
デ
ィ

ニ
ー
と
呼
ば
れ
、
イ
ン
ド
の
人
々
の
信
仰
を
得
て
い
る
。

 

　
『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
十
一
巻
、
小
部
経
典
九
、『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
二
七
八
「
マ
ヒ

サ
・
ジ
ャ
ー
タ
カ
」
に
は
水
牛
が
前
生
物
語
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
登
場

す
る
の
は
忍
耐
や
慈
悲
の
こ
こ
ろ
を
具
え
た
水
牛
と
、
か
れ
の
背
の
上
に
登
っ
て
傍
若

無
人
に
振
る
舞
う
悪
猿
で
あ
る
。

　

㈣
「
五
味
の
食
品
」
に
つ
い
て

 

　
『
南
本
涅
槃
経
』
に
、「
牛
よ
り
乳
を
出
し
、
乳
よ
り
酪
を
出
し
、
酪
よ
り
生
酥
を
出

し
、
生
酥
よ
り
熟
酥
を
出
し
、
熟
酥
よ
り
醍
醐
を
出
す
が
ご
と
し
。
醍
醐
が
最
上
な

り
」
と
「
五
味
」
を
示
す
。

 

　

こ
の
五
味
を
、
食
品
に
当
て
は
め
れ
ば
、「
乳
」
は
、
ド
ー
ル
と
総
称
さ
れ
る
、
牛

と
水
牛
の
搾
り
た
て
の
生せ

い
に
ゅ
う乳
を
い
う
。
ド
ー
ル
の
生
乳
は
腐
り
易
い
か
ら
、
順
次
に

加
工
さ
れ
る
。「
酪
」
は
、
ダ
ヒ
と
呼
ば
れ
る
酸
乳
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
相
当
し
、「
生

酥
」
は
、
ダ
ヒ
か
ら
マ
カ
ー
ン
（
イ
ン
ド
バ
タ
ー
）
を
取
り
分
け
て
残
っ
た
ラ
ッ
シ
ー

（
イ
ン
ド
バ
タ
ー
ミ
ル
ク
）
に
食
塩
、
砂
糖
、
抹
茶
な
ど
を
加
え
た
飲
み
も
の
で
、
日

本
の
カ
ル
ピ
ス
に
相
当
し
、「
熟
酥
」
は
、
マ
カ
ー
ン
（
バ
タ
ー
）
や
パ
ニ
ー
ル
（
チ
ー

ズ
）
な
ど
に
相
当
し
、「
醍
醐
」
は
、
ギ
ー
（
イ
ン
ド
バ
タ
ー
オ
イ
ル
）
に
相
当
す
る

と
さ
れ
る
。

 

　

生
乳
は
、
暑
熱
の
土
地
で
は
、
兎
も
角
腐
り
易
い
。
だ
か
ら
先
ず
、
生
乳
を
沸
騰
さ

せ
て
加
熱
殺
菌
す
る
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
乳
酸
菌
な
ど
で
発
酵
さ
せ
た
り
、
凝
固

さ
せ
た
り
、
攪
拌
し
た
り
、
加
熱
濾
過
の
過
程
で
乳
の
成
分
を
除
い
て
い
く
。
こ
う
し

て
腐
敗
し
に
く
く
な
り
、
暑
熱
の
土
地
で
長
期
間
、
常
温
で
保
存
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。

　
　
　

⑴
乳
に
相
当
す
る
、
ド
ー
ル
に
由
来
す
る
「
搾
り
た
て
の
生
乳
」

 

　

乳
は
、
ド
ー
ル
の
搾
り
た
て
の
乳
を
い
う
。
一
般
的
に
、
搾
っ
た
ま
ま
の
乳
を
「
生

乳
」
と
い
い
、
加
熱
殺
菌
し
た
乳
を
「
牛
乳
」
と
い
う
。
気
温
が
高
い
イ
ン
ド
や
中
近

東
で
は
、
乳
は
特
に
腐
り
易
い
。
だ
か
ら
、
乳
は
必
ず
加
熱
殺
菌
す
る
。
乳
が
売
れ

残
っ
た
と
き
は
、
加
熱
凝
縮
し
て
チ
ー
ズ
状
の
キ
ー
ル
（
濃
縮
乳
）、
ま
た
は
コ
ア

（
濃
縮
固
乳
）
に
す
る
。

 

　

ド
ー
ル
の
生
乳
は
貴
重
で
あ
っ
た
か
ら
、
最
初
は
神
へ
の
捧
げ
も
の
に
な
り
、
王
族

や
貴
族
と
い
う
限
ら
れ
た
人
々
の
飲
用
と
な
っ
た
。

　
　
　

⑵
酪
に
相
当
す
る
「
ダ
ヒ
と
呼
ば
れ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

 

　
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
、
発
酵
乳
の
一
つ
で
あ
る
。
西
暦
紀
元
前
五
千
年
の
昔
、
東
地

中
海
か
ら
バ
ル
カ
ン
半
島
、
中
央
ア
ジ
ア
で
人
類
の
最
初
の
家
畜
と
し
て
羊
を
飼
い
始

め
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
日
残
し
て
お
い
た
羊
の
乳
が
、
い
つ
の
間
に
か
酸
味
の

あ
る
爽
や
か
な
飲
み
も
の
に
変
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
起
源
と
さ
れ
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。

 
　

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
牛
乳
だ
け
で
な
く
、
山
羊
乳
、
羊
乳
、
水
牛
乳
、
馬
乳
な
ど
を
原

料
と
す
る
が
、
人
口
に
膾
炙
す
る
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
と
い
う
名
称
の
他
に
、
イ
ン
ド
で

は
「
ダ
ヒ
」、
ロ
シ
ア
で
は
「
ケ
フ
ィ
ー
ル
」、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
「
ク
ー
ミ
ス
」、
デ
ン

マ
ー
ク
で
は
「
イ
メ
ー
ル
」
な
ど
の
名
称
で
、
特
色
の
あ
る
発
酵
乳
が
各
地
で
作
ら
れ

て
い
る
。

 

　

発
酵
乳
の
一
種
で
あ
る
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
、
古
代
ト
ル
コ
の
「
乳
か
ら
作
っ
た

酸
っ
ぱ
い
発
酵
乳
（
ユ
ー
グ
ル
ト
）」
が
語
源
に
な
っ
て
お
り
、
二
〜
三
種
類
の
乳
酸

菌
の
発
酵
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
発
祥
の
発
酵
乳
は
、
日
本
で
は
ケ

フ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
、
四
種
類
の
乳
酸
菌
と
二
種
類
の
酵
母
を
発
酵
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

 

　

イ
ン
ド
で
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
「
ダ
ヒ
」
と
い
い
、
牛
の
乳
か
ら
作
る
も
の
も
あ
る

が
、
多
く
は
水
牛
の
乳
か
ら
作
る
。
水
牛
の
乳
の
ほ
う
が
安
い
し
、
脂
肪
分
が
高
い
か

ら
、
こ
っ
て
り
し
た
ダ
ヒ
が
で
き
る
。

 

　

牛
乳
を
発
酵
さ
せ
、
強
い
酸
味
と
粘
り
け
の
あ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
で
は
「
テ
ッ
テ
」
と
い
い
、
羊
や
牛
の
乳
を
発
酵
さ
せ
た
酸
味
の
強
い
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
「
キ
セ
ロ
・
ム
リ
ャ
コ
」
と
い
う
。

　
　
　

⑶
生
酥
に
相
当
す
る
「
カ
ル
ピ
ス
」

 

　
「
生
酥
」
は
、
ダ
ヒ
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
）
か
ら
マ
カ
ー
ン
（
イ
ン
ド
バ
タ
ー
）
を
取
り

分
け
て
残
っ
た
ラ
ッ
シ
ー
（
イ
ン
ド
バ
タ
ー
ミ
ル
ク
）
に
食
塩
、
砂
糖
、
抹
茶
な
ど
を

加
え
て
加
熱
し
、
お
茶
と
し
て
よ
く
飲
む
。
ま
た
砂
糖
だ
け
、
食
塩
だ
け
を
加
え
て
、

氷
で
冷
た
く
冷
や
し
た
も
の
は
、
暑
熱
の
国
の
爽
や
か
な
飲
み
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
日
本
の
カ
ル
ピ
ス
に
相
当
す
る
。

 

　
「
カ
ル
ピ
ス
」
の
「
カ
ル
」
は
、
乳
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
か
ら
採
っ
た
も

の
。「
ピ
ス
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
由
来
す
る
。

 

　

五
味
の
最
高
位
を
サ
ル
ピ
ル
マ
ン
ダ
・
醍
醐
と
い
い
、
次
位
を
サ
ル
ピ
ス
・
熟
酥
と

い
う
。
カ
ル
ピ
ス
は
、
本
来
は
最
高
の
も
の
の
意
味
か
ら
カ
ル
ピ
ル
と
い
う
べ
き
と
こ

ろ
を
、
創
業
者
の
三
島
海
雲
は
、
音
楽
家
の
山
田
耕
筰
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
権
威

の
渡
辺
海か

い
ぎ
ょ
く旭
と
相
談
し
、
い
い
易
い
「
カ
ル
ピ
ス
」
と
命
名
し
た
。

 

　

生
乳
か
ら
脂
肪
分
・
ク
リ
ー
ム
を
取
り
除
き
、
乳
酸
菌
と
酵
母
菌
を
加
え
る
と
、
乳

酸
菌
が
活
発
に
は
た
ら
い
て
酸
乳
が
で
き
る
。
酸
乳
を
熟
成
し
、
こ
れ
に
砂
糖
を
加
え

て
、
も
う
一
度
発
酵
さ
せ
る
と
乳
酸
菌
飲
料
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
カ
ル
ピ
ス
で
あ

る
。
な
お
、
脂
肪
分
は
、
バ
タ
ー
に
な
る
。

 

　

日
本
で
乳
酸
菌
飲
料
が
、
カ
ル
ピ
ス
と
い
う
商
品
名
で
発
売
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一

九
年
七
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
牛
乳
の
ク
リ
ー
ム
を
発
酵
さ
せ
、
砂
糖

を
加
え
た
モ
ン
ゴ
ル
の
「
ジ
ョ
ウ
ヒ
」
を
ヒ
ン
ト
に
生
ま
れ
た
飲
み
も
の
で
あ
る
。
モ

ン
ゴ
ル
に
は
、
馬
乳
を
乳
酸
菌
と
酵
母
で
発
酵
さ
せ
て
作
る
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
が
低
め

の
馬
乳
酒
「
ア
イ
ラ
グ
」
が
あ
る
。
ア
イ
ラ
グ
に
似
た
酒
を
中
央
ア
ジ
ア
で
は
「
ク
ー

ミ
ス
」
と
い
う
。
乳
と
米
を
乳
酸
菌
と
酵
母
で
発
酵
さ
せ
た
酒
を
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
で
は
「
ブ
ー
サ
」
と
い
う
。
駱
駝
の
乳
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
、
発
泡
性
の
飲
み
も
の

を
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
「
チ
ャ
ル
」、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
塩
水
で
薄
め
た
飲
み
も
の

を
ト
ル
コ
で
は
「
ア
イ
ラ
ン
」、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
水
で
薄
め
て
、
食
塩
と
ミ
ン
ト
な
ど

の
ハ
ー
ブ
を
加
え
た
飲
み
も
の
を
、
イ
ラ
ン
で
は
「
ド
ー
ク
」
と
い
う
。

 

　

な
お
「
酥
」
は
「
蘇
」
と
も
表
記
す
る
が
、「
蘇
」
は
、
乳
を
十
分
の
一
に
加
熱
濃

縮
し
た
も
の
を
い
い
、「
酥
」
は
、
濃
縮
す
る
前
に
乳
を
発
酵
さ
せ
、
そ
の
液
面
に
凝

固
し
て
浮
上
し
た
乳
皮
を
回
収
し
、
脱
水
し
た
も
の
と
す
る
と
、
廣
野
卓
著
『
古
代
日

本
の
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
』（
中
公
新
書
、
一
四
五
頁
）
に
あ
る
。

　
　
　

⑷
熟
酥
に
相
当
す
る
「
バ
タ
ー
」
や
「
チ
ー
ズ
」

 

　
「
バ
タ
ー
」
は
、
生
ク
リ
ー
ム
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
か
泡
立
て
器

で
泡
立
て
る
。
あ
る
い
は
、
密
閉
で
き
る
容
器
に
半
分
く
ら
い
ま
で
生
ク
リ
ー
ム
を
入

れ
、
上
下
に
、
十
五
分
ぐ
ら
い
振
っ
て
も
脂
肪
分
が
固
ま
る
。

 

　

西
暦
紀
元
前
五
百
年
頃
、
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
馬
や
牛
の
乳
を
木

の
桶
に
入
れ
、
盲
目
の
奴
隷
を
使
っ
て
激
し
く
振
動
さ
せ
、
表
面
に
浮
か
び
上
が
っ
た

部
分
を
掬
い
取
っ
て
バ
タ
ー
を
作
っ
た
、
と
書
き
残
し
て
い
る
。
牛
乳
か
ら
分
離
し
た

ク
リ
ー
ム
を
強
く
チ
ャ
ー
ニ
ン
グ
・
攪
拌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乳
脂
肪
の
固
ま
り
を

集
め
る
の
が
、
今
日
で
も
バ
タ
ー
作
り
の
基
本
で
あ
る
。

 
　
「
チ
ー
ズ
」
は
、
牛
乳
を
鍋
に
入
れ
、
沸
騰
直
前
ま
で
温
め
る
。
火
か
ら
下
ろ
し
、

レ
モ
ン
汁
を
少
し
ず
つ
加
え
、
木
べ
ら
で
混
ぜ
る
と
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
が
で
き

る
。

 

　

西
暦
紀
元
前
二
千
年
頃
の
ア
ラ
ビ
ア
の
民
話
で
は
、
砂
漠
を
行
く
隊
商
が
、
羊
の
胃

袋
で
作
っ
た
水
筒
に
乳
を
入
れ
、
駱
駝
の
背
中
に
括
り
付
け
て
旅
に
出
た
。
一
日
の
旅

を
終
え
て
、
乳
を
飲
も
う
と
す
る
と
、
出
て
く
る
の
は
水
っ
ぽ
い
液
体
と
白
い
固
ま
り
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だ
け
。
そ
の
白
い
固
ま
り
を
食
べ
て
み
る
と
、
美
味
し
く
て
、
何
と
も
い
え
な
い
味

だ
っ
た
と
い
う
。
水
筒
に
使
っ
た
羊
の
胃
袋
の
な
か
に
は
、
レ
ン
ニ
ン
と
い
う
酵
素
が

あ
り
、
乳
が
固
め
ら
れ
、
歩
い
て
い
る
間
に
揺
ら
れ
て
チ
ー
ズ
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
が
チ
ー
ズ
製
造
の
原
理
で
あ
る
。

　
　
　

⑸
醍
醐
に
相
当
す
る
「
バ
タ
ー
オ
イ
ル
の
ギ
ー
」

 

　
「
ギ
ー
」
は
、
イ
ン
ド
で
古
く
か
ら
作
ら
れ
、
食
用
に
さ
れ
て
い
る
純
粋
な
乳
の
脂

肪
で
あ
り
、
澄
ま
し
バ
タ
ー
の
一
種
で
あ
る
バ
タ
ー
オ
イ
ル
を
い
う
。

 

　

ギ
ー
は
、
バ
タ
ー
に
似
て
い
る
が
、
加
熱
す
る
過
程
で
独
特
の
香
ば
し
い
香
り
が
生

ま
れ
る
。
語
源
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
、「
振
り
掛
け
ら
れ
た
」
を
意
味
す
る
グ
ル

タ
で
あ
る
。

 

　

牛
や
水
牛
や
山
羊
の
乳
を
沸
騰
さ
せ
て
加
熱
殺
菌
し
た
後
に
、
乳
酸
発
酵
さ
せ
、
凝

固
し
た
も
の
を
攪
拌
し
て
バ
タ
ー
状
に
す
る
。
こ
れ
を
更
に
加
熱
、
濾
過
し
て
乳
清
・

ホ
エ
ー
を
除
去
し
て
作
る
。
加
熱
濾
過
の
過
程
で
水
分
・
糖
分
・
蛋
白
質
な
ど
が
除
か

れ
る
た
め
、
バ
タ
ー
よ
り
も
腐
敗
し
に
く
く
な
り
、
暑
熱
の
土
地
で
も
長
期
間
、
常
温

で
保
存
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

 

　

イ
ン
ド
で
は
、
多
く
の
家
庭
で
皮
袋
に
入
れ
て
保
存
す
る
。
百
年
も
の
の
ギ
ー
が
珍

重
さ
れ
る
ほ
ど
、
ギ
ー
は
安
定
し
た
酸
化
し
に
く
い
食
品
で
あ
る
。
炒
め
も
の
や
菓
子

作
り
に
用
い
る
ほ
か
、
炊
い
た
白
飯
に
混
ぜ
た
り
、
約
縦
の
チ
ャ
パ
テ
ィ
や
ナ
ー
ン
な

ど
に
塗
っ
て
食
べ
る
。

 

　

ギ
ー
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
儀
式
で
神
々
に
捧
げ
ら
れ
、
ギ
ー
へ
の
讃
歌
が
存
在
す

る
。
シ
ヴ
ァ
神
等
の
祭
祀
で
は
、
聖
な
る
も
の
で
あ
る
砂
糖
・
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
蜂

蜜
に
加
え
、
ギ
ー
が
供
物
さ
れ
る
。

 

　

イ
ン
ド
で
は
、
ド
ー
ル
と
総
称
さ
れ
る
、
牛
と
水
牛
な
ど
に
よ
る
全
乳
生
産
量
の
う

ち
、
約
半
分
の
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
ギ
ー
の
生
産
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
量

は
、
日
本
の
全
生
産
乳
量
の
約
二
・
七
倍
に
相
当
す
る
と
い
う
。

〔
現
代
語
訳
〕

第
五
節　

教
相

　

仏
釈
尊
が
、
一
代
で
説
い
た
教
え
の
実
際
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
、
仏
釈
尊
が
数
多
く
の
経
典
で
説
き
明
か
し
た
の
は
、
目
の

前
の
、
苦
悩
に
呻
吟
す
る
衆
生
を
対
象
と
し
、
そ
の
苦
悩
か
ら
衆
生
を
救
い
取
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
典
が
、
中
国
に
、
一
時
に
、
し
か
も
成
立
の
順
序
と
は
無
関
係
に
、

前
後
不
同
で
伝
え
ら
れ
た
。
だ
か
ら
経
典
の
内
容
が
、
表
面
的
に
は
互
い
に
異
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
。

　

仏
釈
尊
は
、
悩
め
る
人
々
を
導
き
、
道
を
示
す
と
き
、
医
師
が
患
者
の
病
に
応
じ

て
薬
を
与
え
る
よ
う
に
、
教
え
を
受
け
る
者
の
素
質
や
能
力
や
性
質
に
適
し
た
教
え

を
説
い
た
。
い
わ
ゆ
る
応
病
与
薬
に
よ
る
対
機
説
法
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
教
え
に

は
、
互
い
に
矛
盾
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
見
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
見

え
て
も
、
底
流
に
は
一
貫
し
た
、
真
実
を
見
通
す
仏
の
智
慧
に
裏
打
ち
さ
れ
た
慈
悲

が
流
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
仏
の
、
一
貫
し
た
智
慧
と
慈
悲
を
見
過
ご
し
て
、
諸
経
論
の
表
面
的
な
違
い

に
惑
わ
さ
れ
て
は
、
仏
意
に
悖も

と

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
仏
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

仏
の
化
道
の
意
図
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
、
一
様
に
、
仏
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、「
一
仏
乗
」
と
い
う
真
実
の
教
え

を
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
開
き
、
示
し
、
悟
ら
せ
、
そ
の
道
に
入
ら
せ

る
こ
と
に
尽
き
る
。
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『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
で
は
、
仏
釈
尊
は
、
今こ
ん
せ世
に
修
行
を
積
ん
で
、
菩
提
樹

の
下
で
初
め
て
仏
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
弟
子
も
今
世
で
仏
弟
子
に
な
っ
た
と
説
か
れ

る
。

　

し
か
し
、
今
世
だ
け
の
師
弟
で
あ
る
な
ら
ば
、
師
の
死
に
よ
っ
て
、
弟
子
は
寄
る

辺
を
失
っ
て
し
ま
う
し
、
そ
の
教
え
も
一
時
の
も
の
で
あ
っ
て
、
永
遠
の
真
実
を
開

顕
し
た
教
え
と
は
程
遠
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
第
十
六
は
、
諸
経
典
の
な
か
で
始
め
て
、
仏
釈
尊
は
、

今
世
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
五
百
塵
点
劫
の
昔
か
ら
の
実
在
で
あ
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

　

仏
釈
尊
は
、
今
世
の
仏
と
し
て
の
存
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
久
遠
実
成
の
仏
で
あ
る

と
い
う
、
仏
釈
尊
自
身
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

し
か
も
弟
子
も
、
そ
の
多
く
は
遠
い
昔
に
解
脱
し
て
お
り
、
仏
が
五
百
塵
点
劫
の

昔
に
成
仏
し
た
遠
い
昔
に
、
仏
と
弟
子
と
の
関
係
が
始
ま
っ
て
お
り
、
い
ま
仏
釈
尊

の
法
華
の
教
化
を
助
け
る
た
め
に
、
声
聞
の
姿
を
現
わ
し
て
弟
子
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
は
、
今
世
の
化
道
の
根
源
が
遠
く
三
千
塵
点
劫
の
昔
に

あ
り
、
だ
か
ら
、
仏
の
教
え
は
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
で
は
、
衆
生
の
宗
教
的
な
素
質
や
能
力
や
性
質
に
二
乗

や
三
乗
の
差
別
が
あ
っ
た
た
め
、
声
聞
・
縁
覚
や
菩
薩
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を

説
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、『
法
華
経
』
に
至
っ
て
、
三
千
塵
点
劫
の
昔
に
成
仏

の
種
子
を
植
え
付
け
ら
れ
た
弟
子
た
ち
の
機
根
・
根
性
が
成
熟
し
、
み
な
一
様
に
二

乗
の
ま
ま
、
三
乗
の
ま
ま
一
仏
乗
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
仏
釈
尊
が
、
今
世
の
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
出
世
し
て
、
化
道
の
時

や
場
や
場
合
を
設
け
、
華
厳
・
阿
含
・
方
等
・
般
若
の
前
四
時
に
、
四
十
余
年
に
わ

た
る
教
化
を
施
し
て
、
菩
薩
の
弟
子
た
ち
に
悪
を
制
し
、
善
を
成
熟
さ
せ
、
善
根
を

調
熟
さ
せ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」
と
、「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
の
相
」
と
、

「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
と
い
う
、
三
つ
の
視
点
か
ら
諸
経
典
を
み
る
と

き
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
対
す
る
、
仏
の
教
化
教
導
の
意
図
と
衆
生
の
機
根
・

根
性
と
の
一
致
、
つ
ま
り
、
仏
と
衆
生
と
の
感か

ん
の
う応
道ど
う
き
ょ
う交
と
い
う
、
衆
生
を
仏
知
見

に
開
示
悟
入
さ
せ
る
仏
の
真
実
の
意
図
が
浮
か
び
上
が
る
、
と
す
る
の
が
天
台
大
師

智
顗
の
立
場
で
あ
る
。

　

こ
の
仏
の
化
意
と
衆
生
の
機
根
と
の
一
致
、
仏
と
衆
生
と
の
感
応
道
交
を
通
し

て
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
を
、
一
様
に
仏
知
見
に
開
示
悟
入
さ
せ
る
と
い

う
、
仏
の
真
の
意
図
そ
の
こ
と
が
、
智
顗
が
、「
五
時
八
教
」
の
教
相
に
よ
っ
て
主

張
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、『
法
華
経
』
化
城
喩
品
第
七
は
、
無
量
無
辺
不
可
思
議
阿
僧
祇
劫
と
い
う

遙
か
な
昔
の
、
五
百
四
十
万
億
那
由
他
劫
の
寿
命
を
も
つ
大
通
智
勝
仏
と
十
六
人
の

王
子
と
の
物
語
で
、
こ
の
辺
の
事
情
を
明
か
し
て
い
る
。

　

大
通
智
勝
仏
は
も
と
、
転
輪
聖
王
の
子
で
、
国
王
で
あ
っ
た
。
父
の
国
王
が
悟
り

を
開
い
て
、
大
通
智
勝
仏
と
な
っ
た
と
き
、
十
六
人
の
王
子
も
そ
の
下
に
弟
子
と

な
っ
て
出
家
し
た
。

　

成
道
し
た
大
通
智
勝
仏
は
、
十
方
の
梵
天
の
勧
請
と
王
子
た
ち
の
懇
請
と
を
受
け

て
、
示
転
・
勧
転
・
証
転
の
三
段
階
か
ら
成
る
三
転
十
二
行
相
に
よ
っ
て
四
諦
を
説

き
、
広
く
十
二
因
縁
の
法
を
説
い
た
。
多
く
の
衆
生
が
解
脱
し
、
無
数
の
声
聞
衆
が

で
き
た
。
大
通
智
勝
仏
は
、
八
千
劫
に
わ
た
っ
て
『
法
華
経
』
を
説
き
続
け
た
後
、

八
万
四
千
劫
の
間
、
禅
定
に
入
っ
た
。

　

大
通
智
勝
仏
の
禅
定
の
間
、
十
六
人
の
沙
弥
は
一
人
ず
つ
法
座
に
昇
っ
て
、
八
万
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四
千
劫
に
わ
た
っ
て
四
衆
に
『
法
華
経
』
を
説
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
六
百
万
億
那
由
他

恒
河
沙
の
衆
生
を
示じ

き
ょ
う教
利り

き喜
し
教
化
し
た
。
こ
れ
を
、「
十
六
王
子
の
法
華
覆ふ
く
こ
う講

」

と
い
う
。
覆
講
は
、
師
が
講
義
し
た
も
の
を
、
弟
子
が
反
覆
し
て
講
義
す
る
こ
と
を

い
う
。
教
化
に
与あ

ず
か

っ
た
六
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
の
衆
生
は
、
生
ま
れ
変
わ
る
毎

に
、
十
六
沙
弥
の
『
法
華
経
』
の
説
法
を
聞
き
、
信
解
し
て
き
た
。
十
六
沙
弥
は
現

在
、
東
方
の
阿
閦
仏
、
西
方
の
阿
弥
陀
仏
を
始
め
四
方
と
四
維
で
仏
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
仏
国
土
で
法
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
第
十
六
番
目
の
仏
が
、
仏
釈
尊
で
あ

る
。
仏
釈
尊
は
、
今
、
こ
の
娑
婆
世
界
で
成
道
し
、『
法
華
経
』
を
説
い
て
い
る
。

　

わ
た
し
釈
尊
の
説
法
を
聞
い
て
い
る
、
お
前
た
ち
比
丘
は
、
わ
た
し
が
沙
弥
の
と

き
に
教
化
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。
お
前
た
ち
は
、
昔
も
今
も
、
わ
た
し
に
よ
っ
て
教

化
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
の
滅
後
、
お
前
た
ち
は
、
わ
た
し
が
生
ま
れ
る
別
の
仏
国

土
で
、
わ
た
し
の
教
化
を
受
け
る
、
と
説
く
。

　

こ
の
『
法
華
経
』
の
会
座
で
成
仏
の
記
別
を
受
け
た
舎
利
弗
、
須
菩
提
、
目
蓮
、

迦
葉
、
迦
旃
延
も
、
か
つ
て
仏
釈
尊
が
十
六
人
目
の
王
子
と
し
て
『
法
華
経
』
を
説

い
た
と
き
、『
法
華
経
』
を
仏ぶ

っ
し
ゅ種
と
し
て
下
種
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
三
千
塵
点
劫
の

間
、
世
世
番
番
に
調
熟
を
経
て
、
よ
う
や
く
こ
の
た
び
の
『
法
華
経
』
に
お
い
て
熟

脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

こ
れ
が
、
仏
釈
尊
が
比
丘
た
ち
に
語
っ
た
、
宿す

く
せ世
の
因
縁
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
釈
尊
は
、
永
遠
の
過
去
に
始
ま
り
、
中
間
も
、
そ
し
て
現
在
も

常
に
『
法
華
経
』
を
説
き
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
た
し
の
説
法
を
聴
聞
す
る
者

も
、
永
遠
の
過
去
・
中
間
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
っ
て
、
常
に
『
法
華
経
』
に
よ
る

教
化
を
受
け
て
い
る
、
と
説
く
。

　

つ
ま
り
、「
法
」
の
面
か
ら
み
る
と
、
十
六
沙
弥
が
成
道
し
た
十
方
の
仏
は
、
す

べ
て
『
法
華
経
』
を
説
く
。
こ
の
こ
と
は
『
法
華
経
』
が
、
時
空
を
超
え
た
、
唯
一

絶
対
の
普
遍
性
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
人
」
の
面
か
ら
み
る
と
、
昔
の
大
通
智
勝
仏
の
王
子
で
あ
る
十
六
沙
弥
の
一
人

が
仏
釈
尊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
仏
釈
尊
が
、
大
通
智
勝
仏
が
説
い
た
『
法

華
経
』
を
継
承
す
る
正
統
な
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
衆
生
」
の
面
か
ら
み
る
と
、
過
去
に
教
化
さ
れ
た
衆
生
と
現
在
の
弟
子
と
が
同

一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
い
ま
は
声
聞
や
縁
覚
の
二
乗
に
あ
っ
て
も
、「
法
」

を
聞
く
も
の
は
す
べ
て
「
仏
子
」
で
あ
り
、
仏
釈
尊
滅
後
の
未
来
に
お
い
て
も
、
成

仏
の
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

法
や
、
人
や
、
衆
生
の
面
と
し
て
示
す
こ
と
は
、
方
便
品
第
二
や
信
解
品
第
四
な

ど
で
示
す
『
法
華
経
』
と
い
う
一
仏
乗
を
説
い
て
仏
知
見
を
得
さ
せ
る
こ
と
が
、
諸

仏
出
世
の
本
懐
で
あ
る
こ
と
と
通
底
す
る
。

　
「
化
道
の
始し

じ
ゅ
う終

」
を
示
す
こ
の
過
去
世
の
因
縁
話
は
、「
種し
ゅ

・
熟じ
ゅ
く

・
脱だ
つ

の
三さ
ん
や
く益

」

を
内
容
と
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
化
道
の
始
ま
り
は
、
十
六
王
子
の
法
華
覆
講
で
あ
り
、
終
わ
り
は
、

四
十
余
年
未
顕
真
実
の
後
、
こ
の
『
法
華
経
』
を
説
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
化
道
が
始

終
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

仏
の
化
道
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
、
種
・
熟
・
脱
の
三
益
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
種
・
熟
・
脱
の
三
益
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
心
中
に
仏
と
な
る
べ
き
種
子

を
蒔
い
た
と
き
か
ら
、
最
後
に
悟
り
を
開
く
ま
で
の
階
梯
を
三
段
に
分
け
た
も
の
を

い
う
。
三
は
、
仏
か
ら
受
け
る
利
益
で
あ
る
か
ら
「
三
益
」
と
も
い
う
。

　

は
じ
め
の
「
種
」
は
「
下げ

し
ゅ種

」
を
い
う
。
衆
生
に
仏ぶ
っ
し
ゅ種
、
つ
ま
り
仏
の
本
質
で
あ

る
仏
と
な
る
た
め
の
種
子
を
生
け
る
も
の
の
心
中
に
蒔
き
植
え
る
こ
と
を
い
う
。
仏

法
の
縁
が
結
ば
れ
た
最
初
の
下
種
は
、「
十
六
王
子
の
法
華
覆
講
」
で
あ
る
。

　
「
熟
」
は
、「
調じ

ょ
う
じ
ゅ
く熟

」、
つ
ま
り
芽
を
出
す
ま
で
に
成
熟
す
る
こ
と
を
い
う
。
下
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種
し
た
仏
種
、
つ
ま
り
仏
と
な
る
可
能
性
を
も
つ
種
子
が
段
々
と
成
長
し
て
、
い
よ

い
よ
近
く
悟
り
を
得
る
に
至
る
ま
で
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
十
六
王
子
の
覆
講
以

来
、
世
世
番
番
に
『
法
華
経
』
を
説
き
続
け
、
現
在
の
仏
釈
尊
に
至
り
、
今こ

ん
ば
ん番
の
四

十
余
年
の
爾
前
の
諸
経
、
つ
ま
り
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
を
説
く
ま
で
を
い
う
。

　

最
後
に
「
脱
」
は
、
解
脱
を
い
う
。
仏
と
な
る
べ
き
種
子
が
ま
っ
た
く
成
長
し
終

わ
っ
て
、
芽
を
出
す
と
い
う
、
円
満
な
悟
り
の
結
果
を
得
る
「
成
仏
解
脱
」
を
い

う
。
つ
ま
り
、『
法
華
経
』
以
前
の
四
十
有
余
年
の
方
便
の
諸
経
の
後
で
、
法
説

周
・
譬
説
周
・
因
縁
周
と
い
う
法
華
の
三
周
説
法
に
よ
っ
て
、
一
仏
乗
と
い
う
真
実

を
明
か
す
『
法
華
経
』
を
説
き
、
脱
了
す
る
こ
と
を
い
う
。

　

こ
の
仏
法
の
下
種
は
久
遠
の
昔
で
あ
り
、
種
子
が
次
第
に
成
熟
し
、
こ
の
世
で
解

脱
の
時
節
が
到
来
し
た
も
の
を
「
宿す

く
せ世
根こ
ん
じ
ゅ
く熟

」
と
す
る
「
種
・
熟
・
脱
の
三
益
」

が
、
化
城
喩
品
で
説
か
れ
て
い
る
と
し
て
、
古
来
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
は
、「
当と

う
き機
益や
く
も
つ物

」
の
化
道
で
あ
る
と

い
う
。

　

時
が
巡
り
来
て
、
生
け
る
も
の
の
機
根
・
根
性
に
相
応
し
い
教
え
を
説
き
、
巧
み

な
方
便
で
利
益
を
与
え
る
と
い
う
教
え
導
く
は
た
ら
き
は
あ
る
が
、
生
け
る
も
の
す

べ
て
を
救
い
取
ろ
う
と
す
る
仏
の
本
願
を
説
き
明
か
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
仏
の
教
化
の
全
体
の
な
か
の
、
そ
の
教
え
の
位
置
付
け
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
化
道
の
根
源
が
明
か
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
不
始
終
の

相
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、『
法
華
経
』
の
教
え
で
は
、
三
世
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
た
組
織
で
教
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
く
か
ら
、『
法
華
経
』
に
至
っ
て
初
め
て
教
化
の
意
図
が
明

ら
か
に
な
り
、
仏
釈
尊
の
教
え
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

以
上
の
大
通
智
勝
仏
の
因
縁
話
か
ら
、
教
相
を
判
釈
す
る
視
点
を
、
つ
ぎ
の
三
つ

に
分
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
は
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」
で
あ
り
、
二
は
、「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
の

相
」
で
あ
り
、
三
は
、「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
で
あ
る
。

　

⑴
『
法
華
経
』
の
説
法
の
と
き
に
至
れ
ば
、
衆
生
の
機
根
に
差
別
が
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前
は
衆
生
に
二
乗
・
三
乗
な
ど
の
差
別
が
あ
っ
た
と
い
う
視
点

が
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
で
は
、
菩
薩
は
仏
の
悟
り
の
内
容
で
あ
る
円

教
の
理
に
相
即
相
入
し
た
が
、
二
乗
は
機
根
が
未
熟
で
、
相
即
相
入
す
る
こ
と
が
な

い
。『
法
華
経
』
に
な
っ
て
一
切
の
機
根
が
、
一
大
円
教
の
理
に
相
即
相
入
し
て
、

不
融
の
機
根
が
な
く
な
っ
て
、
仏
出
世
の
本
懐
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

⑵
仏
が
衆
生
を
導
こ
う
と
思
い
立
っ
た
起
源
か
ら
、
そ
の
願
意
が
満
足
す
る
ま
で

の
始
終
を
説
い
た
の
は
、『
法
華
経
』
だ
け
で
、
他
の
諸
経
典
は
そ
う
で
は
な
い
と

い
う
視
点
が
、「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
の
相
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
一
切
の
衆
生
が
、
一
大
円
教
の
理
に
相
即
相
入
す
る
の
は
、
今
の
仏
釈

尊
が
、
今
、
始
め
て
説
く
も
の
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
三
千
塵
点
劫
の
昔
、

大
通
智
勝
仏
の
と
き
の
十
六
王
子
の
法
華
覆
講
を
始
め
と
し
て
、
衆
生
を
成
仏
さ
せ

る
因
縁
を
説
く
化
城
喩
品
第
七
の
説
相
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

⑶
師
の
仏
釈
尊
と
弟
子
と
が
一
時
の
関
係
で
は
な
く
、
久
遠
の
昔
か
ら
師
弟
で
あ

る
こ
と
を
説
く
の
は
『
法
華
経
』
だ
け
で
あ
り
、
他
の
経
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う

視
点
が
「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
に
久
遠
の
本
師
を
顕
わ
し
、
従
地
涌
出
品
第
十
五

に
久
遠
の
弟
子
の
菩
薩
を
顕
わ
し
、
そ
の
師
弟
が
所
属
す
る
仏
国
土
を
も
示
し
、
十

方
の
浄
土
は
本
国
土
の
影よ

う

迹し
ゃ
く

で
あ
り
、
十
方
三
世
の
仏
・
菩
薩
は
こ
の
本
仏
の
影

迹
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
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な
お
、「
教
相
」
の
「
教
」
は
、
仏
の
こ
と
ば
を
い
う
。
仏
の
教
え
と
い
う
の

は
、
仏
が
、
声
聞
乗
や
縁
覚
乗
を
教
化
教
導
す
る
こ
と
ば
の
表
現
、
説
法
に
他
な
ら

な
い
。

　
「
相
」
は
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」「
化
道
の
始
終
・
不
始
終
の
相
」「
師
弟
の

遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
諸
経
典
に
光
を
当
て
、
教
え
に
盛

ら
れ
た
仏
出
世
の
本
懐
で
あ
る
仏
の
教
化
教
導
の
本
当
の
意
図
か
ら
、
小
乗
と
大

乗
、
権
教
と
実
教
を
見
分
け
、
ひ
い
て
は
、
迹
門
と
本
門
と
を
見
分
け
る
こ
と
を
い

う
。

　

智
顗
は
「
教
相
」
を
、「
五
時
八
教
」
の
形
で
集
大
成
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
五
時
八
教
」
は
、
仏
一
代
の
教
相
を
判
釈
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、『
法

華
経
』
か
ら
一
切
経
を
判
釈
す
る
内
容
の
全
部
で
は
な
い
。『
法
華
経
』
に
基
づ
く

判
釈
の
全
部
は
、
三
種
の
教
相
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。

　
「
五
時
八
教
」
は
、
こ
の
三
種
の
教
相
の
第
一
の
「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」
の

判
釈
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

八
万
四
千
を
数
え
る
も
ろ
も
ろ
の
仏
の
教
え
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
仏
の
真
実
の

意
図
が
ど
の
辺
に
あ
る
か
を
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」「
化
道
の
始
終
・
不
始
終

の
相
」「
師
弟
の
遠
近
・
不
遠
近
の
相
」
と
い
う
、
三
種
教
相
の
第
一
「
根
性
の

融
・
不
融
の
相
」
を
下
敷
き
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
見
分
け
た
ら
よ
い
か
、
先
ず

「
五
味
」
の
例
え
か
ら
考
え
て
み
る
。

　

第
一
は
、「
根
性
の
融
・
不
融
の
相
」
を
明
か
す
に
、「
五
味
」
を
当
て
る
。

　

そ
の
一
は
、「
乳
味
」
で
あ
る
。

　

朝
日
は
、
地
平
線
よ
り
顔
を
出
す
と
、
真
っ
先
に
一
番
高
い
山
を
照
ら
す
。

　

仏
に
至
る
道
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
人
は
過
去
世
で
、
善
い
報
い
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
善
い
行
な
い
を
手
厚
く
積
み
重
ね
れ
ば
、
こ
れ
を
支
え
る
信
に
よ
っ
て
生
じ

る
善
根
が
諸
仏
・
菩
薩
に
通
じ
て
、
諸
仏
・
菩
薩
の
力
が
現
わ
れ
応
じ
、
仏
の
内
心

の
悟
り
を
そ
の
ま
ま
説
き
明
か
す
頓
教
の
説
法
に
感
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

頓と
ん
ぎ
ょ
う教
の
頓
は
、
直じ
き
と
ん頓
、
た
だ
ち
に
の
意
で
あ
る
。
頓
教
は
、
一
定
の
段
階
を
踏

ま
ず
、
直
接
に
、
飛
躍
し
て
、
高
い
宗
教
的
な
立
場
を
説
く
教
え
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
仏
釈
尊
が
悟
っ
た
直
後
の
境
地
、
す
な
わ
ち
仏
釈
尊
の
内
心
の
悟
り
を
い
う

「
自
内
証
」
を
、
直じ

か

に
説
い
た
教
え
を
い
う
。

　

頓
教
の
説
法
は
も
と
も
と
、
大
乗
の
教
え
を
受
持
し
、
利
他
を
優
先
す
る
菩
薩
乗

を
実
践
す
る
機
根
・
根
性
が
勝
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
大だ

い
き機

」
の
た
め
に
説
か
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
小
乗
の
教
え
を
受
持
し
、
声
聞
乗
の
灰け

し
ん身
滅め
っ
ち智
の
自
利
に
甘
ん
じ
る

い
わ
ゆ
る
「
小し

ょ
う
き機

」
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
灰
身
滅
智
は
、
果か
ば
く縛
、

す
な
わ
ち
過
去
の
身
・
口
・
意
の
行
為
の
果
報
で
あ
る
生
死
の
苦
し
み
を
離
れ
た
無

余
依
涅
槃
を
い
う
。
灰
身
は
身
を
灰
に
す
る
こ
と
、
滅
智
は
智
、
す
な
わ
ち
こ
こ
ろ

を
滅
す
る
こ
と
を
い
う
。

㈠
「
小
機
」
の
内
実
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

　
「
四
諦
の
理
」
を
悟
ろ
う
と
決
心
し
た
人
は
、
戒
を
受
け
、
守
り
、
聞
き
、
思
惟

し
、
禅
定
を
実
践
す
る
。

　

こ
の
準
備
段
階
と
し
て
、「
身し

ん
き器
清し
ょ
う
じ
ょ
う浄

」
の
位
を
設
け
る
。
こ
の
実
践
の
後
、

禅
定
実
修
の
「
三さ

ん
げ
ん賢

」
に
進
み
、
さ
ら
に
「
四
善
根
」
へ
進
む
。

　

こ
れ
を
超
え
た
も
の
が
「
見け

ん
ど
う道

」
に
入
り
、「
修し
ゅ
ど
う道
・
思
道
」
を
経
て
、「
無
学

道
」
を
完
成
す
る
。
無
学
道
は
最
高
の
位
で
、
阿
羅
漢
に
至
れ
ば
、
も
は
や
学
ぶ
べ

き
も
の
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
が
、『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
賢
聖
品
が
明
か
す
、「
小
機
」
の
修
行
内
容
で
あ

る
。

　

⑴
先
ず
、
準
備
の
段
階
が
、「
身し

ん
き器
清し
ょ
う
じ
ょ
う浄

」
の
位
で
あ
る
。
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戒
律
を
守
っ
て
、
悪
い
考
え
を
起
こ
さ
ず
、
行
為
を
正
し
く
し
、
人
里
離
れ
た
静

か
な
場
所
に
生
活
し
、
心
を
静
め
る
の
が
「
身
心
の
遠お

ん
り離

」
で
あ
り
、
得
た
も
の
に

満
足
し
、
ま
だ
得
て
い
な
い
も
の
を
多
く
求
め
な
い
の
が
「
喜き

そ
く足
少し
ょ
う
よ
く欲

」
で
あ

り
、
得
た
衣
服
・
飲
食
・
臥
具
に
満
足
し
、
煩
悩
を
断
っ
て
正
し
い
道
を
修
行
実
践

し
よ
う
と
願
う
の
が
「
四し

し
ょ
う
し
ゅ

聖
種
」
で
あ
る
。

　

発
心
し
た
人
は
、
準
備
段
階
と
し
て
、
①
「
身
心
遠
離
」、
②
喜
足
少
欲
、
③
四

聖
種
を
修
行
実
践
す
る
。
こ
の
実
践
で
、
身
体
の
健
康
と
こ
こ
ろ
の
平
安
と
静
か
な

修
行
の
場
所
が
得
ら
れ
、
修
行
へ
の
意
欲
が
具
わ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
世
俗
智
に
あ
っ
て
、
悟
り
に
至
っ
て
い
な
い
凡
夫
の
位
で
あ
る
。

　

⑵
さ
て
、
声
聞
は
、
極
め
て
早
い
も
の
は
三さ

ん
し
ょ
う生
で
、
遅
い
も
の
は
六ろ
く
じ
ゅ
う
こ
う

十
劫
を
経

て
灰
身
滅
智
す
る
。

　

三
生
で
は
、
初
生
に
先
ず
、「
五
停
心
」「
別
相
念
処
」「
総
相
念
処
」
の
三
段
階

を
経
て
、
三
賢
の
境
地
を
完
成
す
る
。
こ
れ
が
三
賢
位
で
あ
る
。

　

対
象
と
な
る
不
浄
な
様
を
観
察
し
て
貪
り
の
心
を
直
す
「
不
浄
観
」、
一
切
の
衆

生
を
観
察
し
、
慈
悲
の
心
を
生
じ
て
怒
り
を
静
め
る
「
慈
悲
観
」、
諸
の
事
象
が
因

と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
す
る
道
理
を
観
察
し
て
、
愚
か
な
心
を
直
す

「
因
縁
観
」、
五
蘊
・
十
八
界
な
ど
を
観
察
し
て
、
事
象
に
は
実
体
が
あ
る
と
い
う

誤
っ
た
見
解
を
正
す
「
界
差
別
観
・
界
分
別
観
」、
呼
吸
の
数
を
数
え
て
、
乱
れ
た

こ
こ
ろ
を
治
め
る
「
持
息
観
・
数
息
観
」
か
ら
成
る
。
ま
と
め
て
「
五
停
心
・
五
停

心
観
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
止
と
観
と
に
分
け
れ
ば
、「
止
」
に
当
た
る
。

　

こ
の
う
ち
『
倶
舎
論
』
が
最
も
重
視
す
る
の
は
、
不
浄
観
と
数
息
観
で
あ
る
。
五

停
心
は
、
五
つ
を
全
部
実
践
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
機
根
・
根
性
に
応
じ
て

い
く
つ
か
を
選
ん
で
実
践
す
る
。

　

止
が
確
立
す
る
と
、
身
体
の
本
質
は
不
浄
で
あ
り
、
感
受
の
本
質
は
苦
で
あ
り
、

心
の
本
質
は
無
常
で
あ
り
、
す
べ
て
の
事
物
の
本
質
は
無
我
で
あ
る
と
別
々
に
観
察

し
て
、
一
切
は
浄
・
楽
・
常
・
我
で
あ
る
と
見
る
四
顛
倒
を
破
る
。
こ
れ
が
「
別
相

念
処
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
身
・
受
・
心
・
法
の
四
念
処
を
別
々
に
観
察
し
終
え
た
後
、
こ
れ

ら
の
四
つ
を
一
つ
の
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
本
質
、
す
な
わ
ち
一
切
は
無

常
・
苦
・
空
・
無
我
と
観
察
す
る
。
こ
れ
が
「
総
相
念
処
」
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
や
道

理
を
観
察
す
る
観
智
を
生
じ
る
。

　
「
別
相
念
処
」「
総
相
念
処
」
が
、
止
と
観
に
分
け
れ
ば
、「
観
」
に
当
た
る
。

　

三
賢
は
、
外
凡
の
位
で
あ
る
。

　

⑶
第
二
生
に
、
煗な

ん

（
煖
）・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
の
四し
ぜ
ん善
根ご
ん
い位
を
得
る
。
善
は
、

こ
こ
で
は
煩
悩
に
汚
さ
れ
て
い
な
い
無
漏
智
を
い
う
。
す
な
わ
ち
無
漏
智
を
発
こ

し
、
根
本
と
な
り
、
方
便
と
な
る
も
の
を
善
根
と
い
う
。
こ
れ
に
煗
（
煖
）・
頂
・

忍
・
世
第
一
法
の
四
位
が
あ
る
。

　

四
位
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
四
諦
を
観
察
す
る
。

　

煩
悩
を
燃
や
し
尽
く
す
聖
道
の
前
兆
で
あ
る
か
ら
「
煗
（
煖
）」
と
い
い
、
高
い

頂
に
登
っ
た
よ
う
に
勝
れ
た
悟
り
を
得
た
心
境
に
な
る
か
ら
「
頂
」
と
い
い
、
山
の

頂
に
立
て
ば
、
さ
ら
に
高
い
山
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
を
越
え
て
い
っ
て
、

も
は
や
退
く
こ
と
の
な
い
決
定
的
な
忍
可
、
す
な
わ
ち
理
解
を
得
る
か
ら
「
忍
」
と

い
う
。
こ
れ
は
、
世
俗
智
の
一
種
の
悟
り
で
あ
る
。
四
諦
を
十
六
行
相
で
し
ば
し
ば

観
察
し
て
い
る
と
、
世
俗
智
の
最
高
の
悟
り
が
生
じ
る
。
こ
れ
が
、
世
間
で
最
高
で

あ
る
か
ら
「
世
第
一
法
」
と
い
う
。

　

煗
（
煖
）
と
頂
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
四
諦
の
対
象
を
観
察
す
る
の
に
、

苦
諦
を
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
と
観
察
し
、
集じ

っ
た
い諦
を
因
・
集じ
ゅ
う

・
生
・
縁
と
観
察

し
、
滅
諦
を
滅
・
静
・
妙
・
離
と
観
察
し
、
道
諦
を
道
・
如
・
行
・
出
と
観
察
し
、
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合
計
し
て
十
六
種
の
特
質
と
し
て
観
察
し
、
迷
い
の
世
界
の
こ
こ
ろ
や
道
理
を
観
察

す
る
観
慧
を
生
じ
る
。
こ
の
四
諦
の
観
察
を
「
四
諦
十
六
行
相
観
」
と
い
う
。

　

忍
は
、
下
忍
で
四
諦
十
六
行
相
を
実
践
し
、
中
忍
で
、
減
縁
減
行
、
つ
ま
り
次
第

に
観
行
を
省
略
し
て
十
六
行
相
を
実
践
し
、
一
行
二
刹
那
、
つ
ま
り
最
後
に
残
さ
れ

た
欲
界
の
苦
諦
の
一
行
相
を
二
刹
那
に
観
察
す
る
。
上
忍
で
、
一
行
相
を
一
刹
那
に

観
察
し
、
五
種
の
不
生
を
得
る
。

　

世
第
一
法
の
智
は
、
一
刹
那
で
、
世
間
、
す
な
わ
ち
現
象
世
界
の
一
切
の
事
象
の

な
か
の
最
上
の
善
根
を
生
じ
、
欲
界
の
苦
諦
の
一
行
相
を
実
践
し
、
つ
ぎ
の
刹
那

に
、
最
後
の
悟
り
の
過
程
で
あ
り
、
聖
者
の
仲
間
の
位
で
あ
る
見
道
に
入
る
。

　

四
善
根
は
、
内
凡
の
位
で
あ
り
、
三
賢
と
と
も
に
準
備
的
修
行
に
あ
る
凡
夫
の
位

で
あ
る
。

　

⑷
第
三
生
で
、
四
諦
を
見
る
こ
と
、
つ
ま
り
四
諦
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
を

断
ち
切
る
「
見
道
」、
す
な
わ
ち
理
性
に
よ
っ
て
矯
正
さ
れ
る
預よ

る流
向
（
須
陀

向
）
に
入
る
。
預
流
向
は
、
三
界
の
四
諦
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
て
起
こ
す
煩
悩

の
総
数
で
あ
り
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
・
見
を
始
め
と
す
る
、
見
惑
八
十
八
使
を

断
ち
つ
つ
あ
る
、
八
忍
八
智
十
六
心
の
中
の
十
五
心
の
見
道
の
間
を
い
い
、
見
惑
を

断
っ
て
、
第
十
六
心
の
修
道
・
思
道
に
入
る
と
、
預
流
果
と
い
う
。
こ
れ
が
初
果
で

あ
る
。

　

続
く
一い

ち
ら
い来
向
（
斯
陀
含
向
）
で
、
欲
界
の
九
品
の
う
ち
の
六
品
の
思
惑
・
修
惑
を

断
ち
つ
つ
あ
る
位
で
、
断
ち
終
わ
っ
た
位
を
一
来
果
と
い
う
。
ま
だ
断
た
れ
な
い
三

品
の
思
惑
・
修
惑
の
た
め
に
、
一
度
天
界
に
生
ま
れ
、
再
び
人
界
に
来
て
、
般
涅
槃

の
悟
り
に
入
る
か
ら
一
来
と
い
う
。
こ
れ
が
二
果
で
あ
る
。

　

第
三
の
不ふ

げ
ん還
向
（
阿
那
含
向
）
は
、
欲
界
の
九
品
の
思
惑
・
修
惑
の
残
る
三
品
を

断
ち
つ
つ
あ
る
位
で
、
断
ち
終
わ
っ
た
位
を
不
還
果
と
い
う
。
再
び
欲
界
に
還
る
こ

と
が
な
い
か
ら
不
還
と
い
う
。
こ
れ
が
三
果
で
あ
る
。
二
果
と
三
果
は
、
修
道
・
思

道
を
い
う
。

　

三
界
の
見
惑
と
思
惑
・
修
惑
を
断
ち
尽
く
し
、
三
界
の
生
死
を
離
れ
て
、
有
余
依

涅
槃
に
入
り
、
果
縛
な
く
灰
身
滅
智
し
て
、
無
余
依
涅
槃
に
入
る
。
こ
れ
が
、
無
学

道
の
阿
羅
漢
で
あ
る
。

　

阿
羅
漢
は
、
煩
悩
を
す
べ
て
断
ち
、
業
を
滅
ぼ
し
、
肉
体
も
精
神
も
捨
て
る
。
涅

槃
に
入
る
と
き
に
は
、
悟
り
の
智
慧
も
有
為
の
存
在
で
あ
る
か
ら
捨
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
だ
か
ら
、
涅
槃
に
入
る
時
は
何
も
の
も
残
ら
な
い
。
涅
槃
を
無
為
の
な
か

に
見
る
の
が
、
灰
身
滅
智
で
あ
る
。

　

三
生
で
究
極
の
悟
り
得
る
の
は
、
極
め
て
速
い
。
こ
れ
は
鈍
根
の
も
の
に
限
る
。

　

利
根
の
も
の
は
、
第
三
生
で
は
入
聖
得
果
せ
ず
、
な
お
生
死
に
と
ど
ま
っ
て
六
十

劫
ま
で
そ
の
修
行
を
続
け
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
少
分
の
利
他
行
を
す
る
。

　

な
ぜ
機
根
の
利
鈍
に
よ
っ
て
、
得
果
に
遅
速
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、
鈍
根
の
も
の

は
生
死
を
畏
れ
て
涅
槃
を
急
ぐ
か
ら
速
く
得
果
す
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
が
、「
三
生
六
十
劫
」
で
あ
る
。

　

縁
覚
は
、
鈍
根
の
も
の
は
四
生
で
得
果
す
る
が
、
利
根
の
も
の
は
百
劫
ま
で
修
行

を
続
け
る
。

　

な
お
、「
見
思
の
惑
」
は
、
欲
・
色
・
無
色
の
三
界
の
な
か
の
煩
悩
を
い
い
、
見

愛
・
見
修
・
四
住
・
染
汚
無
智
・
枝
末
無
明
・
通
惑
・
界
内
惑
と
も
い
う
。

「
見け

ん
わ
く惑

」
は
、
縁
起
の
理
や
四
諦
八
正
道
の
よ
う
な
、
正
し
い
道
理
を
ね
じ
曲
げ
て

分
別
し
考
え
、
わ
た
し
に
常
・
一
・
主
・
宰
の
主
体
が
あ
る
と
執
著
す
る
「
我
見
」

や
、
極
端
を
正
し
い
と
片
寄
っ
て
考
え
る
「
辺
見
」
な
ど
の
煩
悩
を
い
う
。

「
思し

わ
く惑

」
は
「
修
惑
」
と
も
い
い
、
見
・
聞
・
覚
・
知
す
る
世
間
の
事
物
や
現
象
に

と
ら
わ
れ
て
起
こ
す
煩
悩
を
い
う
。
見
惑
を
断
滅
す
る
位
を
「
見
道
」
と
い
い
、
思
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惑
・
修
惑
を
断
滅
す
る
位
を
「
思
道
・
修
道
」
と
い
う
。

㈡
「
大
機
」
の
内
実
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

　

仏
釈
尊
の
成
道
の
直
後
、
三
七
・
二
十
一
日
に
説
き
明
か
さ
れ
た
説
法
の
内
容

は
、
仏
釈
尊
の
自
内
証
を
、
そ
の
場
で
、
そ
の
ま
ま
説
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
頓
教
の
説
法
で
あ
り
、
頓
教
の
説
法
は
、『
華
厳
経
』
の
教
え
に
他
な
ら
な

い
。

　

欲
・
色
・
無
色
の
三
界
と
い
う
現
実
の
世
界
を
超
越
し
た
境
地
に
あ
る
、
勝
れ
た

機
根
・
根
性
の
菩
薩
衆
は
、
重
重
無
尽
に
縁
起
し
て
い
る
、
全
宇
宙
の
統
一
あ
る
道

理
で
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
互
い
に
因
と
な
り
縁
と
な
っ
て
現
わ
れ
起
こ
っ
て
い

る
「
法
界
縁
起
」
の
真
実
を
体
解
し
て
い
る
。

　

法
界
縁
起
の
世
界
は
、「
事
事
無
礙
法
界
」
で
あ
る
。
事
事
無
礙
法
界
は
、
四
法

界
の
第
四
で
、
わ
た
し
の
心
と
対
象
と
が
ま
っ
た
く
一
つ
で
、
わ
た
し
が
花
、
わ
た

し
が
川
で
、
川
が
わ
た
し
で
、
山
が
わ
た
し
の
世
界
を
い
う
。
智
顗
が
『
法
華
経
』

の
精
神
に
基
づ
い
て
説
く
、「
一
色
一
香
無
非
中
道
」
の
世
界
に
通
底
す
る
。
こ
れ

は
、
一
茎
の
草
、
一
輪
の
花
な
ど
、
何
を
見
て
も
中
道
の
理
の
現
わ
れ
で
な
い
も
の

は
な
い
こ
と
を
い
い
、
何
を
見
て
も
仏
で
な
い
も
の
は
な
い
こ
と
を
い
う
。

　

水
に
例
え
れ
ば
、
波
は
一
つ
の
水
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
波
が
起
こ
る
。

波
を
見
る
と
一
つ
ひ
と
つ
が
別
の
波
で
あ
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
波
は
別
で
は
あ
る

が
、
そ
の
波
は
全
部
水
で
あ
っ
て
同
じ
水
で
あ
る
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も
彼
も
彼
女

も
波
で
、
根
っ
子
は
水
で
、
宇
宙
の
子
と
し
て
深
い
と
こ
ろ
で
は
一
つ
で
あ
る
。

　
「
法
界
縁
起
」
は
、
一
本
の
草
、
一
本
の
毛
さ
え
も
、
全
宇
宙
の
真
実
が
そ
の
ま

ま
現
わ
れ
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。「
一
即
一
切
、
一
切
即
一
」
の
道
理
と

ま
と
め
ら
れ
る
が
、
一
即
一
切
、
一
切
即
一
は
、『
華
厳
五
教
章
』
に
説
く
「
一
即

十
」
か
ら
き
て
い
る
。
一
を
単
位
と
す
れ
ば
、
一
と
関
係
な
し
に
二
は
な
い
し
十
は

な
い
。
ま
た
二
な
い
し
十
は
、
一
の
中
に
含
め
ら
れ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
と
十
と
は
相
即
す
る
よ
う
に
、
一
塵
・
一
念
の
な
か
に
も
、
一
切
の
仏
国
土
は
無

量
の
時
劫
を
お
さ
め
て
、
無
礙
円
融
で
あ
る
「
密
接
不
離
」
を
い
う
。

　

一
と
一
切
は
密
接
不
離
で
あ
る
こ
と
を
「
即
」
と
い
う
。
即
は
「
そ
の
ま
ま
、
ま

る
ご
と
」
を
い
う
が
、
一
の
は
た
ら
き
が
一
切
の
は
た
ら
き
に
影
響
し
、
全
体
の
は

た
ら
き
か
ら
当
然
一
の
は
た
ら
き
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
密
接
不
離
で

あ
る
。
そ
の
も
の
を
い
う
「
体た

い

」
が
一
つ
で
あ
る
の
が
「
相
即
」、
は
た
ら
き
を
い

う
「
用ゆ

う

」
が
一
つ
で
あ
る
の
が
「
相
入
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
一
即
一
切
、
一
切
即
一
」
の
道
理
に
よ
っ
て
、
一
微
塵
の
な
か
に
全
宇

宙
が
そ
の
ま
ま
収
ま
り
、
仏
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
無
限
の
関
係
性
の
世
界
を
明

か
す
『
華
厳
経
』
の
思
想
と
い
う
利
益
を
得
る
こ
と
が
、
頓
教
の
教
え
の
す
が
た
で

あ
る
。

　

法
界
縁
起
の
重
重
無
尽
な
有
り
様
は
、
例
え
ば
、『
華
厳
経
』
金
師
子
品
で
は
、

鏡
を
十
個
作
り
、
中
央
に
蝋
燭
を
置
く
と
、
そ
の
光
が
鏡
に
映
る
。
そ
れ
が
ま
た
他

の
鏡
に
映
り
、
複
雑
に
映
り
合
っ
て
幾
重
に
も
な
る
譬
喩
で
示
す
。

　

華
厳
宗
の
十
玄
門
の
一
つ
に
、「
因
陀
羅
網
境
界
門
」
を
挙
げ
る
。
帝
釈
天
宮
、

つ
ま
り
イ
ン
ド
ラ
神
・
因
陀
羅
の
宮
殿
の
大
広
間
に
羅
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
一
つ
の
結
び
目
に
珠
玉
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
右
の
珠

玉
を
映
す
。
こ
れ
を
一
重
累
現
と
い
う
。
映
っ
て
い
る
の
が
、
さ
ら
に
他
の
珠
玉
に

映
る
。
こ
れ
を
二
重
累
現
と
い
う
。
さ
ら
に
三
重
累
現
と
い
い
、
こ
の
よ
う
に
し
て

一
つ
の
珠
玉
の
う
ち
に
他
の
す
べ
て
の
珠
玉
を
映
し
出
す
。

　

同
様
に
、
一
切
の
珠
玉
が
相
互
に
他
の
一
切
の
珠
玉
を
無
限
に
映
し
出
す
。
こ
れ

を
重
重
無
尽
と
い
う
。
重
重
無
尽
は
、
一
切
の
も
の
が
重
重
無
尽
に
入
り
交
じ
っ

て
、
相
即
相
入
す
る
こ
と
を
示
す
法
門
で
あ
り
、
珠
玉
の
網
の
よ
う
に
す
べ
て
の
現
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象
が
互
い
に
映
し
合
っ
て
無
限
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
自
と
他
が
相
互
に
、
無
尽
に
、
影
響
を
重
ね
合
い
な
が
ら
存
立
し
て

い
る
世
界
の
有
り
様
が
、「
法
界
縁
起
」
の
世
界
で
あ
る
。

　

法
界
縁
起
の
重
重
無
尽
な
さ
ま
を
譬
喩
す
る
の
が
、
因い

ん
だ陀
羅ら
も
う網
で
あ
り
、
帝た
い
も
う網
と

も
い
う
。
今
日
で
も
、
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
大
寺
院
に
は
、
こ
の
よ
う
な
装
飾

が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
『
華
厳
経
』
の
説
法
を
二
分
す
る
。

　

前ぜ
ん
ぶ
ん分
は
、
華
厳
の
七
処
八
会
の
三
十
四
品
中
の
前
三
十
三
品
で
、
釈
尊
が
悟
り
を

開
い
て
仏
陀
と
な
り
、
そ
の
自
内
証
が
明
か
さ
れ
た
三
七
・
二
十
一
日
の
会
座
に

は
、
声
聞
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
入
滅
ま
で
の
四
十
余
年
の
会
座
で
は
、
大

機
、
す
な
わ
ち
勝
れ
た
機
根
の
菩
薩
衆
の
た
め
に
説
法
が
説
か
れ
続
け
、
華
厳
の
会

座
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
が
後ご

ぶ
ん分
で
あ
り
、
入
法
界
品
第
三
十
四
を
い
う
。

後
分
に
は
舎
利
弗
な
ど
の
大
声
聞
衆
が
同
席
し
て
い
た
。

　

三
七
・
二
十
一
日
の
華
厳
が
「
寂
静
の
華
厳
」
で
あ
り
、
そ
の
後
仏
入
滅
ま
で
の

華
厳
が
「
時じ

ち
ょ
う長
の
華
厳
」
で
あ
り
、
第
三
の
盧
舎
那
仏
報
身
が
宇
宙
の
真
実
を
明
か

す
華
厳
は
、「
尽
未
来
際
の
華
厳
」
で
あ
り
、
宇
宙
の
動
・
不
動
の
一
切
を
華
厳
と

す
る
の
が
「
法
界
の
華
厳
」
で
あ
る
。
寂
静
・
時
長
・
尽
未
来
際
・
法
界
の
そ
れ
ぞ

れ
の
華
厳
を
、「
四
種
華
厳
」
と
い
う
。

　

こ
こ
で
い
う
の
は
、「
寂
静
の
華
厳
」
の
説
法
で
あ
る
。「
寂
静
の
華
厳
」
の
説
法

は
、
仏
の
自
内
証
を
隠
す
こ
と
な
く
、
悟
り
の
内
実
の
ま
ま
に
語
り
出
さ
れ
た
説
法

で
あ
る
か
ら
、
大
機
の
菩
薩
衆
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
小
機
の
声
聞
衆
に

は
程
度
が
あ
ま
り
に
も
高
く
、
仏
の
化
益
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
頓
教
で
あ

る
『
華
厳
経
』
の
説
法
は
、
も
と
も
と
大
機
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
小
機
を

対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
大
機
は
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
も
、

小
機
は
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

　

大
機
の
菩
薩
衆
の
修
行
は
、
歴り

ゃ
く
ご
う劫
修
行
で
あ
る
。

　

歴
劫
修
行
は
、
幾
多
の
劫こ

う

を
経
て
修
行
す
る
こ
と
を
い
う
。
芥け
し
こ
う

子
劫
は
、
四
方
上

下
一
由
旬
の
鉄
城
に
芥
子
を
満
た
し
、
百
年
ご
と
に
一
つ
の
芥
子
を
取
り
去
っ
て
、

そ
の
芥
子
全
部
を
尽
く
し
て
も
劫
は
終
ら
な
い
と
い
う
。
盤ば

ん
じ
ゃ
く
こ
う

石
劫
は
、
四
方
一
由

旬
の
大
盤
石
を
百
年
に
一
度
ず
つ
白び

ゃ
く
せ
ん氈
で
払
っ
て
、
そ
の
石
が
な
く
な
っ
て
も
劫

は
終
ら
な
い
と
い
う
。
由
旬
は
四
十
里
（
一
説
に
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
時
代
に

よ
っ
て
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〜
二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
相
当
）
を
い
う
。

　

歴
劫
修
行
は
、
三さ

ん
ぎ祇
百ひ
ゃ
く
だ
い
こ
う

大
劫
の
修
行
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
三
祇
は
無
数
を
い

う
三
阿
僧
祇
劫
の
間
を
い
い
、
百
は
百
劫
の
間
を
い
い
、
阿
僧
祇
は
、
イ
ン
ド
で
は

大
数
で10

59

を
い
う
。

　

十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
修
行
の
間
が
、
第
一
の
阿
僧
祇
劫
で
あ
る
。

　

十
地
に
登
っ
た
最
初
の
初
地
か
ら
七
地
の
間
が
、
第
二
の
阿
僧
祇
劫
で
あ
る
。

　

八
地
か
ら
十
地
の
間
が
、
第
三
の
阿
僧
祇
劫
で
あ
る
。
な
お
、
八
地
以
上
の
菩
薩

が
「
一
乗
菩
薩
」
で
あ
り
、
一
乗
真
実
の
悟
り
を
開
い
た
菩
薩
を
い
う
。

　

こ
の
三
祇
、
す
な
わ
ち
三
阿
僧
祇
劫
の
間
に
、
大
機
の
菩
薩
衆
は
六
波
羅
蜜
・
六

度
の
修
行
を
繰
り
返
し
、
百
劫
の
間
に
、
仏
の
よ
き
姿
で
あ
る
三
十
二
相
を
完
成
す

る
た
め
に
、
福
業
を
修
行
す
る
。
智
慧
を
本
質
と
す
る
行
為
以
外
の
す
べ
て
を
い
う

福
業
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
十
一
に
よ
れ
ば
、
①
戒
行
と
定
行
、
生
滅
・
無

生
・
無
量
・
無
作
の
四
種
の
四
諦
行
を
い
う
「
聖
行
」、
②
慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
四

無
量
心
を
い
う
「
梵
行
」、
③
仏
を
い
う
第
一
義
天
の
行
で
あ
る
「
天
行
」、
④
人
・

天
・
声
聞
・
縁
覚
を
嬰え

い
じ児
に
例
え
、
こ
れ
を
教
化
す
る
「
嬰
児
行
」、
⑤
衆
生
の
罪

業
を
い
う
病
を
治
す
「
病
行
」
を
い
う
。

　

こ
う
い
う
長
い
時
間
、
福
業
を
修
行
実
践
す
る
の
が
、
大
機
の
菩
薩
衆
の
修
行
で
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化
他
の
た
め
に
、
三
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
、
蔵
教
の
菩
薩
は
、
煩
悩
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
伏
惑
行
因
で
あ
り
、
通
教

の
菩
薩
は
、
誓
願
力
に
よ
っ
て
、
残
る
習
気
を
扶
け
、
三
界
に
生
を
受
け
て
衆
生
を

利
益
す
る
、
扶
習
潤
生
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
別
円
二
教
の
大
機
の
菩
薩
衆
は
、
断
惑
行
因
で
あ
る
。

　

断
惑
行
因
は
、
別
教
の
菩
薩
が
自
身
を
束
縛
し
、
自
由
に
化
他
が
で
き
な
い
惑
煩

悩
を
断
ち
、
誓
願
力
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
仏
と
な
る
因
を
行
じ
る
。
そ
の

た
め
に
、
三
界
の
う
え
に
自
在
を
確
保
し
、
塵
沙
の
惑
を
断
っ
て
化
他
の
障
害
を
除

き
、
さ
ら
に
無
明
の
惑
を
断
っ
て
、
中
・
中
道
の
真
実
を
体
験
し
、
真
実
そ
の
こ
と

の
力
を
得
て
、
化
他
を
実
践
す
る
。
別
教
の
菩
薩
の
こ
の
修
行
が
、
三
祇
百
大
劫
の

歴
劫
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

別
教
の
大
菩
薩
衆
の
修
行
実
践
の
階
位
は
、
五
十
二
位
を
数
え
る
。

　

⑴
「
十
信
」
位

　

五
十
二
位
の
最
初
の
「
十
信
」
の
信
は
、
随
従
を
い
う
。
煩
悩
心
の
本
質
は
真
実

心
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
を
退
治
す
れ
ば
、
成
仏
で
き
る
と
い
う
別
教
の
教
え
を
初
め

て
聞
い
て
信
じ
順し

た
が

い
、
因
縁
仮
名
、
無
量
の
四
諦
、
仏
性
の
理
、
常
住
三
宝
の
教

え
を
聞
い
て
、
信
じ
順
い
、
疑
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
の
位
で
、
欲
・
色
・
無
色

の
三
界
の
見
思
の
惑
を
一
時
的
に
起
き
な
い
よ
う
に
伏ぶ

く

す
。

　

第
一
の
信
心
で
、
仏
性
常
住
の
理
を
聞
い
て
信
じ
る
。
第
二
の
念
心
で
、
信
心
を

記
憶
し
て
忘
れ
ず
。
第
三
の
精し

ょ
う
じ
ん進
心
で
、
信
じ
た
通
り
に
仏
性
を
悟
る
道
を
ま
っ

し
ぐ
ら
に
進
む
。
第
四
の
慧
心
で
、
す
べ
て
は
空
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
知
る
。

第
五
の
定じ

ょ
う
し
ん心
で
、
妄
念
を
止
め
て
仏
性
を
悟
る
道
に
こ
こ
ろ
を
注
ぐ
。
第
六
の
不

退
心
で
す
で
に
得
た
禅
定
の
徳
を
失
う
こ
と
が
な
い
。
第
七
の
廻え

こ
う向
心
で
、
こ
れ
ま

で
に
得
た
善
根
を
仏
地
に
振
り
向
け
る
。
第
八
の
護
法
心
で
、
教
え
そ
の
も
の
を
保

持
し
て
失
わ
な
い
よ
う
用
心
す
る
。
第
九
の
戒
心
で
、
こ
こ
ろ
を
引
き
締
め
、
戒
め

て
、
油
断
せ
ず
、
戒
を
保
つ
。
第
十
の
願
心
で
、
十
方
を
仏
国
土
と
す
る
願
い
を
成

就
す
る
よ
う
に
実
践
す
る
。

　

⑵
「
十
住
」
位

　

十
信
に
続
く
「
十
住
」
の
住
は
、
こ
こ
ろ
が
空
の
理
に
坐
り
落
ち
着
く
こ
と
を
い

う
。
こ
の
位
で
は
、
見
・
思
の
二
惑
を
断
っ
て
、「
空
」
の
理
に
こ
こ
ろ
を
据
え
る
。

　

第
一
の
発ほ

っ
し
ん心
住
で
、
見
惑
を
断
っ
て
、
空
に
安
住
し
始
め
、
真
の
無
漏
智
を
発

し
、
次
は
ど
う
し
て
も
真
実
の
中
道
を
見
付
け
よ
う
と
、
腰
を
立
て
直
す
。
第
二
の

治じ

じ地
住
で
、
常
に
空
観
を
実
践
し
て
、
こ
こ
ろ
を
清
め
治
め
る
。
第
三
の
修
行
住

で
、
清
浄
の
こ
こ
ろ
で
、
空
観
の
実
践
に
励
む
。
第
四
の
生し

ょ
う
き貴
住
で
、
煩
悩
を
断

ち
、
三
界
と
い
う
生
死
の
家
を
出
、
仏
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
、
新
し
い
自
信
を
も

つ
。
第
五
の
方ほ

う
べ
ん便
住
で
、
仏
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
法ほ
う
き喜
が
、
空
の
理
の
な
か
に
沈

み
勝
ち
に
な
る
か
ら
、
六
波
羅
蜜
・
六
度
な
ど
で
、
無
量
の
善
根
を
整
え
、
空
観
を

助
け
る
。
第
六
の
正し

ょ
う
し
ん心
住
で
、
空
観
は
、
方
便
に
助
け
ら
れ
て
、
空
に
片
寄
ら
ず

に
中
正
を
得
、
空
観
を
成
就
し
て
、
正
し
い
空
の
智
慧
が
生
じ
、
こ
こ
ろ
も
容
貌
も

仏
の
よ
う
に
な
る
。
第
七
の
不ふ

た
い退
住
で
、
空
・
無
相
・
無
願
の
三
三
昧
を
実
践
し

て
、
三
界
の
思
惑
ま
で
断
ち
尽
く
し
て
、
三
界
へ
退
転
せ
ず
。
第
八
の
童ど

う
し
ん真
住
で
、

見
・
思
の
惑
を
離
れ
終
っ
て
、
無
欲
無む

ぜ
ん染
の
邪
気
の
な
い
心
で
、
上
求
菩
提
下
化
衆

生
を
実
践
す
る
。
第
九
の
法ほ

う
お
う
じ

王
子
住
で
、
空
観
が
い
よ
い
よ
熟
し
て
、
未
来
に
仏
の

位
を
受
け
る
地
位
に
近
づ
き
、
法
王
の
位
を
継
ぐ
資
格
が
で
き
る
。
第
十
の
灌か

ん
じ
ょ
う頂

住
で
、
空
観
を
成
就
し
、
空
の
理
の
法ほ

う
す
い水
を
頭
に
注
い
で
、
仏
位
に
登
る
位
を
継
ぐ

資
格
を
具
え
る
。

　

⑶
「
十
行ぎ

ょ
う

」
位
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十
住
で
は
、
空
の
理
に
安
住
し
、
空
に
じ
っ
と
座
り
込
ん
で
、
生
死
の
繋
縛
か
ら

逃
れ
た
。
十
住
に
続
く
、「
十
行
」
の
行
は
、
両
脚
を
上
げ
て
進
む
「
伉こ

う

」
を
原
義

と
し
、
一
個
所
に
止
ま
ら
ず
に
前
へ
進
ん
で
い
く
こ
と
を
い
う
。
十
行
で
は
、
仮
観

を
実
践
し
、
化
他
の
行
を
修
行
実
践
し
、
涅
槃
の
空
に
執
著
す
る
こ
こ
ろ
を
解
放
す

る
。
十
行
で
は
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
つ
。

　

第
一
の
歓か

ん
ぎ喜
行
で
、
涅
槃
の
空
の
理
に
達
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
。
第
二
の
饒に
ょ
う
や
く益
行

で
、
一
切
の
衆
生
に
自
分
の
法
喜
を
分
ち
与
え
る
。
第
三
の
無む

い
ぎ
ゃ
く

違
逆
行
で
、
常
に
忍

ん
で
人
に
逆
ら
わ
ず
、
謙
遜
す
る
。
第
四
の
無む

く
つ
に
ょ
う

屈
撓
行
で
、
一
切
の
衆
生
に
付
和
雷

同
す
る
こ
と
な
く
、
教
化
の
志
を
曲
げ
ず
、
弛た

ゆ

ま
ず
大
い
に
精
進
す
る
。
第
五
の

無む
ち
ら
ん

癡
乱
行
で
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
の
但
空
の
理
や
自
利
だ
け
に
沈
ま
な
い
よ
う

に
、
教
化
の
志
は
曲
げ
ず
、
対
機
無
視
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
用
心
し
て
、
利
他
を
な

す
。
第
六
の
善ぜ

ん
げ
ん現
行
で
、
わ
が
身
に
福
徳
善
根
の
す
が
た
を
現
わ
し
、
常
に
仏
国
土

の
な
か
に
生
き
る
。
第
七
の
無む

じ
ゃ
く著
行
で
、
空
と
有
の
二
見
に
執
著
せ
ず
、
常
に
光
風

晴
月
の
よ
う
な
こ
こ
ろ
に
あ
る
。
第
八
の
難な

ん
と
く得
行
で
、
菩
薩
の
利
他
と
い
う
、
得
難

い
善
根
を
身
に
成
就
し
、
不
惜
身
命
、
化
他
の
行
を
実
践
す
る
。
第
九
の
善ぜ

ん
ぽ
う法
行

で
、
み
ず
か
ら
が
実
践
し
た
善
が
、
一
切
衆
生
の
規
範
と
な
り
、
機
根
に
応
じ
て
説

く
利
他
の
説
法
が
自
在
で
、
人
に
悪
を
離
れ
善
を
実
行
さ
せ
る
。
第
十
の
真
実
行

で
、
仮
観
に
よ
っ
て
涅
槃
の
空
に
執
著
せ
ず
、
も
の
の
相
を
ハ
ッ
キ
リ
観
る
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
空
の
理
の
鏡
に
浮
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
非
有
非
空
、
す
な
わ
ち
中
道
実
相
を
観
る
よ
う
に
な
る
。

　

⑷
「
十
廻
向
」
位

　

十
行
に
続
く
「
十
廻
向
」
は
、
中
道
真
実
の
理
に
心
を
向
け
て
中
観
を
実
践
し
、

す
べ
て
の
事
象
に
中
道
真
実
を
見
開
こ
う
と
す
る
位
で
あ
る
。
廻
向
は
、
事
を
転て

ん
え回

し
て
理
に
向
か
い
、
因
を
転
回
し
て
果
に
向
か
い
、
自
分
が
得
た
功
徳
を
、
普
く
衆

生
に
廻
向
す
る
位
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

第
一
の
救く

ご護
衆
生
離
衆
生
相
廻
向
で
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
六
道
に
生
を
受
け
、

果
報
を
受
け
て
も
執
著
せ
ず
、
衆
生
の
有
り
様
を
離
れ
る
。
第
二
の
不ふ

え壊
廻
向
は
、

仮
観
を
守
り
、
一
切
の
事
象
を
受
け
入
れ
、
一
瞬
一
瞬
の
こ
こ
ろ
の
動
き
に
執
著
し

な
い
。
第
三
の
等と

う

一
切
諸
仏
廻
向
で
、
い
つ
も
中
・
中
道
の
正
念
に
あ
っ
て
、
諸
仏

と
等
し
く
あ
り
た
い
と
念
じ
続
け
、
三
世
の
諸
仏
の
教
え
を
常
に
弘
め
よ
う
と
す

る
。
第
四
の
至
一し

い
っ
さ
い
し
ょ

切
処
廻
向
で
、
大
い
な
る
願
力
に
よ
っ
て
、
十
方
の
仏
国
土
に

入
り
、
一
切
の
仏
を
供
養
す
る
。
第
五
の
無
尽
功
徳
蔵
廻
向
で
、
尽
き
る
こ
と
が
な

い
常
住
の
仏
性
の
功
徳
の
教
え
を
人
々
に
教
え
る
。
第
六
の
入
一
切
平
等
善
根
廻
向

で
、
中
道
の
道
理
に
適
う
一
切
平
等
の
善
行
を
実
践
し
、
善
・
悪
は
別
の
も
の
で
は

な
い
と
観
ず
る
。
第
七
の
等と

う
ず
い
じ
ゅ
ん

随
順
一
切
衆
生
廻
向
で
、
人
々
が
行
な
う
善
・
悪
は

一
つ
の
も
の
で
、
差
違
が
な
い
と
観
じ
、
悪
人
を
捨
て
ず
、
善
人
に
諂へ

つ
ら

わ
ず
、
同

じ
こ
こ
ろ
で
接
す
る
。
第
八
の
真
如
相
廻
向
で
、
こ
こ
ろ
の
自
在
を
得
て
、
善
・
悪

も
有
・
無
も
す
べ
て
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
と
、
差
別
の
事
相
を
中
道
の
智
慧
で
照

ら
し
観
る
。
第
九
の
無む

ば
く縛
無む
じ
ゃ
く著
解
脱
廻
向
で
、
般
若
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
過
去
・
現

在
・
未
来
の
三
世
の
事
象
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
と
観
て
、
執
著
を
離
れ
る
。
第
十

の
入に

ゅ
う
ほ
っ
か
い

法
界
無
量
廻
向
で
、
一
切
の
事
象
は
中
・
中
道
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
有

り
様
は
な
い
と
悟
り
、
無
明
の
惑
を
断
ち
始
め
る
。

　

⑸
「
十じ

ゅ
う
じ地

」
位

　

別
教
の
菩
薩
は
、
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
四
十
位
を
経
て
、
い
よ
い
よ

中
・
中
道
を
見
付
け
て
仏
地
に
入
る
。
こ
れ
が
、「
十
地
」
で
あ
る
。
地じ

は
、
大
地

が
草
木
な
ど
を
生
じ
る
よ
う
に
、
こ
の
位
に
入
っ
た
も
の
は
、
諸
の
仏
智
を
成
長
さ

せ
る
か
ら
「
地
」
と
い
う
。
ま
た
、
大
地
が
何
で
も
載
せ
る
よ
う
に
、
こ
の
位
の
菩

薩
は
、
と
ら
わ
れ
の
な
い
、
無
条
件
の
、
一
切
を
平
等
に
救
う
大
悲
心
に
よ
っ
て
、
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一
切
衆
生
を
背
負
っ
て
、
迷
い
の
世
界
を
離
脱
さ
せ
る
か
ら
「
地
」
と
い
う
。

　

十
地
の
第
一
は
、「
歓か

ん
ぎ
じ

喜
地
」
で
あ
る
。

　

十
住
以
来
求
め
て
き
た
中
・
中
道
を
初
め
て
見
付
け
出
し
、
一
品
の
無
明
の
惑
を

断
ち
、
一
品
の
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
を
顕
わ
し
、
し
み
じ
み
と
法
悦
が
湧
く

か
ら
歓
喜
地
と
い
う
。
十
地
の
歓
喜
地
は
、
一
般
に
初
地
と
呼
ば
れ
る
。
初
地
以
上

は
、
中
道
を
体
験
し
、
中
道
が
自
分
の
も
の
と
な
る
か
ら
、
中
道
の
真
実
の
は
た
ら

き
が
顕
わ
れ
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
修
行
が
で
き
、
別
に
自
力
の
功く

ふ
う夫
が
必
要
な
く
な

る
か
ら
「
無
功く

ゆ
う用
位
」
と
い
う
。
こ
の
位
で
は
、
一
の
三
千
世
界
を
一
界
と
し
、
そ

の
百
界
に
仏
と
し
て
生
ま
れ
、
衆
生
を
済
度
す
る
。
こ
れ
が
、「
百
界
作
仏
」
で
あ

る
。

　

中
道
の
理
は
、
宇
宙
の
真
実
の
す
が
た
で
あ
り
、
こ
の
理
を
悟
れ
ば
自
由
自
在
に

仏
か
ら
地
獄
ま
で
の
十
界
に
向
か
っ
て
、
教
化
さ
れ
る
人
に
応
じ
た
す
が
た
を
現
わ

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
応
化
の
本
源
は
中
道
の
理
で
あ
る
こ
と
を
「
中
道
の
応

本
」
と
い
う
。
蔵
教
は
、
伏
惑
行
因
で
あ
り
、
通
教
は
、
扶
習
潤
生
で
あ
っ
た
が
、

別
教
と
円
教
の
断
惑
行
因
の
根
本
は
、
中
道
の
応
本
に
あ
り
、
中
道
の
応
本
の
は
た

ら
き
に
よ
っ
て
、
円
教
の
菩
薩
は
自
在
に
す
が
た
を
現
わ
す
。
こ
れ
が
、「
百
界
作

仏
」
で
あ
る
。

　

百
界
作
仏
の
位
で
は
、
釈
尊
の
よ
う
に
、
八
相
を
示
現
し
て
、
仏
道
を
成
就
し
、

仏
と
な
る
。
こ
れ
が
、「
八
相
成
道
」
で
あ
る
。
成
道
で
き
る
の
は
、
釈
尊
が
、
別

教
の
菩
薩
の
行
位
の
五
十
二
位
の
第
四
十
一
位
目
の
、
十
地
の
初
地
で
あ
る
歓
喜
地

に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
別
教
の
十
地
は
円
教
の
十
住
に
転
進
す
る
か
ら
で
あ
る
。
初

地
の
歓
喜
地
は
、
因
位
で
は
あ
る
が
、
悟
っ
た
の
は
中
道
の
理
で
あ
る
か
ら
、
因
位

の
菩
薩
が
、
中
道
証
得
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
化
他
の
た
め
に
百
界
に
作
仏
す
る
。

　

百
界
作
仏
と
い
っ
て
も
、
円
教
で
は
、
無
明
の
惑
は
初
住
以
後
四
十
二
品
を
数
え

る
。
百
界
作
仏
す
る
別
教
の
菩
薩
が
初
地
の
歓
喜
地
で
断
っ
た
無
明
の
惑
は
、
一
品

に
過
ぎ
な
い
。
初
地
に
入
っ
た
菩
薩
は
、
妙
覚
の
仏
と
同
格
で
は
あ
る
が
、
百
界
作

仏
の
仏
は
無
明
の
惑
を
残
す
か
ら
、
真
の
仏
で
は
な
い
。
こ
れ
を
仏
と
す
る
か
ら
、

別
教
は
権
教
で
あ
る
。
別
教
の
仏
は
、
果か

ず頭
無む
に
ん人
、
仏
の
位
に
至
ら
な
い
が
、
百
界

作
仏
の
初
地
の
菩
薩
は
、
円
教
に
転
進
し
、
円
教
の
人
と
な
る
。

　

八
相
成
道
・
百
界
作
仏
で
、
別
教
の
初
地
の
人
か
ら
円
教
の
初
住
の
人
と
な
っ
た

菩
薩
は
、
本
来
、
断
つ
べ
き
四
十
二
品
の
無
明
の
惑
の
う
ち
、
四
十
一
品
を
残
す
。

別
教
の
人
は
、
別
教
の
妙
覚
を
成
就
し
た
と
し
て
も
、
断
っ
た
無
明
の
惑
は
十
二
品

で
あ
り
、
円
教
四
十
二
品
の
う
ち
三
十
品
の
無
明
の
惑
を
残
す
。

　

第
二
の
離
垢
地
で
、
無
明
の
惑
を
破
っ
て
中
道
の
理
に
あ
り
、
九
界
の
衆
生
界
に

入
っ
て
も
衆
生
界
に
塗
れ
る
こ
と
な
く
、
九
界
の
衆
生
を
済
度
す
る
。
第
三
の
発
光

地
で
、
中
道
の
智
慧
と
い
う
、
明
ら
か
で
浄
ら
か
な
智
慧
の
光
を
発
こ
す
。
第
四
の

焔
慧
地
で
、
中
道
の
智
慧
の
光
が
一
層
盛
ん
に
な
る
。
第
五
の
難
勝
地
で
、
断
ち
難

い
界
外
の
無
明
を
こ
と
ご
と
く
空
じ
る
。
第
六
の
現
前
地
で
、
こ
れ
よ
り
進
ん
で
、

諸
法
の
平
等
を
観
じ
よ
う
と
し
て
、
寂
滅
無
二
の
観
法
が
現
前
す
る
。
第
七
の
遠
行

地
で
、
中
道
を
得
て
、
自
然
に
遠
く
上
地
に
進
む
。
第
八
の
不
動
地
で
、
下
観
に

よ
っ
て
、
一
切
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
認
め
る
無
生
法
忍
に
よ
っ
て
中
道
不
思
議
の

妙
慧
に
入
り
、
中
道
の
智
慧
に
安
住
し
、
二
辺
に
動
じ
な
い
。
第
九
の
善
慧
地
で
、

上
観
の
無
生
忍
に
入
り
、
巧
み
な
中
道
無
生
の
善
妙
の
智
慧
に
あ
る
。

　

第
十
の
法
雲
地
は
、
色
心
の
相
が
寂
滅
し
、
一
塵
も
法
界
、
一
念
も
法
界
の
全
体

と
な
る
。
こ
れ
が
中
道
第
一
義
諦
の
寂
滅
忍
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
中
道
三
昧
が

成
就
し
、
十
方
の
諸
仏
の
灌
頂
を
受
け
、
仏
の
位
を
許
さ
れ
、
慈
悲
と
智
慧
が
仏
法

の
世
界
を
覆
う
こ
と
、
大
雲
の
よ
う
で
あ
る
。

　

別
教
の
大
機
の
菩
薩
衆
の
修
行
の
階
位
は
、
下
か
ら
上
へ
と
続
く
梯
子
の
階
梯
で
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あ
る
か
ら
、
階
梯
が
相
互
に
融
通
す
る
こ
と
が
な
い
。
一
品
の
無
明
の
惑
を
断
っ
て

初
地
に
入
っ
て
も
、
あ
と
十
一
品
の
無
明
の
惑
を
残
し
、
円
教
に
転
進
し
て
も
、
四

十
一
品
の
無
明
の
惑
を
残
す
。

　

今
の
ブ
ダ
ガ
ヤ
ー
、
昔
の
マ
ガ
ダ
国
の
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
ー
河
の
ほ
と
り
に
立

つ
、
菩
提
樹
下
の
金
剛
座
で
悟
り
を
開
い
た
ブ
ッ
ダ
釈
尊
は
、
残
る
三
十
品
の
無
明

を
断
ち
、
円
教
の
四
十
二
品
の
無
明
の
惑
を
す
べ
て
断
尽
し
、
真
の
仏
に
進
む
。

　

⑹
「
等と

う
が
く覚

」
位

　

こ
れ
は
、
仏
に
等
し
い
位
を
い
う
。
十
地
の
第
十
法
雲
地
の
後
心
に
、
観
を
用
い

て
一
品
の
無
明
を
断
っ
て
こ
の
位
に
入
る
が
、
ま
だ
一
品
の
無
明
の
惑
が
残
る
か

ら
、
等
覚
と
い
う
。
す
で
に
天
魔
・
陰
魔
・
煩
悩
魔
の
三
魔
を
断
尽
す
る
が
、
な
お

界
外
の
聖
人
の
生
死
の
、
変
易
の
一
品
の
死
魔
が
残
る
。
だ
か
ら
妙
覚
に
至
る
に
は

な
お
一
生
を
残
す
。
一
生
を
過
ぎ
て
仏
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
生
補ふ

し
ょ処
の
菩
薩
と

も
い
う
。

　

別
教
の
等
覚
位
は
、
十
地
で
そ
れ
ぞ
れ
一
分
の
無
明
を
断
っ
て
入
る
位
で
あ
る
。

円
教
の
等
覚
位
は
、
初
住
よ
り
一
品
ず
つ
の
無
明
を
断
ち
、
四
十
一
品
の
無
明
を

断
っ
て
入
る
位
で
あ
る
。
円
教
の
等
覚
位
の
中
道
の
明
ら
か
な
こ
と
は
、
別
教
の
比

で
は
な
い
。

　

⑺
「
妙み

ょ
う
が
く覚

」
位

　

仏
果
の
位
を
い
う
。
等
覚
で
、
最
後
に
残
る
一
品
の
無
明
を
破
り
、
習
気
も
断
破

す
る
と
、
仏
果
と
な
る
。
別
教
で
は
、
蓮
華
蔵
世
界
に
あ
り
、
形
は
蓮
華
、
十
方
法

界
を
包
含
す
る
。
七
宝
の
菩
提
樹
下
の
大
宝
華
王
座
に
坐
し
、
円
満
の
報
身
を
現
わ

し
て
い
る
と
す
る
。
円
教
で
は
、
永
く
無
明
の
父
母
に
別
れ
、
究
竟
し
て
涅
槃
の
山

頂
に
登
る
。
諸
法
不
生
な
れ
ば
般
若
不
生
な
り
。
不
生
不
生
な
る
を
大
涅
槃
と
名
付

く
。
虚
空
を
も
っ
て
座
と
な
し
、
清
浄
法
身
を
成
就
し
常
寂
光
土
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
円
教
の
仏
の
相
な
り
、
と
い
う
。

　

五
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
、
つ
ま
り 5

×10
95

個
の
世
界
を
砕
い
て
微ち

り塵
と

し
、
五
百
千
万
億
那
由
他
劫
、
つ
ま
り 5

×10
86

個
の
国
土
を
過
ぎ
る
ご
と
に
そ
の

微
塵
を
一
つ
ず
つ
落
と
し
、
微
塵
が
尽
き
た
と
き
、
そ
の
経
過
し
た
国
土
を
砕
い
て

微
塵
と
し
、
そ
の
一
塵
を
一
劫
と
し
て
数
え
た
劫
数
を
、「
五ご

ひ
ゃ
く百
塵じ
ん
て
ん
ご
う

点
劫
」
と
す
る

が
、
仏
釈
尊
は
、
こ
の
五
百
塵
点
劫
と
い
う
永
遠
の
過
去
か
ら
、
円
教
の
菩
薩
と
し

て
修
行
実
践
を
し
続
け
、
円
教
の
仏
と
し
て
修
行
実
践
を
極
め
続
け
、
悩
め
る
人
の

求
め
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
真
実
を
説
き
続
け
て
い
る
。

　

仏
釈
尊
は
、
永
遠
の
過
去
か
ら
、
宇
宙
の
真
実
の
有
り
様
は
、
空
即
仮
、
仮
即

空
、
不
二
而
二
、
二
而
不
二
と
観
る
中
道
と
い
う
実
相
に
あ
り
、
世
間
の
有
り
様
は

中
道
実
相
が
い
う
絶
対
平
等
に
あ
る
か
ら
、
人
は
す
べ
て
救
い
取
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
悟
り
尽
く
し
て
い
る
。

　

悟
り
を
得
た
仏
の
目
か
ら
三
界
を
見
れ
ば
、
こ
の
三
界
の
有
り
様
も
、
ま
た
そ
こ

に
居
住
す
る
生
け
る
も
の
た
ち
の
有
り
様
も
、「
す
べ
て
は
、
変
化
す
る
と
か
変
化

し
な
い
と
か
、
こ
の
世
に
姿
を
現
わ
し
た
と
か
姿
を
消
し
た
と
か
、
永
遠
で
あ
る
と

か
永
遠
で
は
な
い
と
い
う
、
片
寄
っ
た
見
方
を
超
越
し
た
真
実
の
有
り
様
に
あ
る
」

と
い
う
、
本
来
常
住
に
あ
る
「
世
間
相
常
住
」
と
映
り
、
絶
対
平
等
の
本
来
の
「
中

道
実
相
」
の
在
り
方
そ
の
ま
ま
に
映
る
も
の
で
あ
る
。

　

仏
釈
尊
は
、
久
遠
実
成
の
仏
釈
尊
と
し
て
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
無
限
に
長
い
過

去
以
来
仏
陀
で
あ
り
続
け
、
一
仏
乗
で
あ
る
諸
法
実
相
の
教
え
を
説
き
続
け
て
止
む

こ
と
が
な
い
。
仏
釈
尊
は
、
一
仏
乗
で
あ
る
諸
法
実
相
・
世
間
相
常
住
を
実
践
し
続

け
て
止
む
こ
と
が
な
い
。

　
『
法
華
経
』
は
、
こ
の
よ
う
に
、
現
実
の
生
身
の
仏
釈
尊
に
重
ね
て
、
久
遠
実
成

の
報ほ

う
じ
ん身
で
あ
る
本
仏
釈
尊
を
観
る
。
永
遠
の
過
去
に
仏
陀
と
な
り
、
報
身
仏
で
あ
る
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本
仏
釈
尊
は
、
修
行
を
重
ね
て
悟
り
を
重
ね
、
悟
り
が
修
行
を
起
こ
し
続
け
、
衆
生

を
教
化
教
導
し
て
止
む
こ
と
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
円
教
の
仏
陀
と
な
る
菩
薩
の
修
行
実
践
は
、
別
教
の
仏
陀
と
な
る

菩
薩
の
、
歴
劫
修
行
に
よ
っ
て
中
・
中
道
を
極
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
目
的
的

な
修
行
実
践
と
悟
り
と
い
う
自
行
の
因
果
と
は
、
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
。

㈢
「
小
機
」
と
「
大
機
」
と
の
差
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

⑴
「
小
機
」
の
修
行
の
階
位
は
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

①
身
器
清
浄
（
準
備
段
階
）
：
身
心
遠
離
・
喜
足
少
欲
・
四
聖
種

　
　

②
三
賢
：
五
停
心
・
別
相
念
処
・
総
相
念
処

　
　

③
四
善
根
：
煗
（
煖
）・
頂
・
忍
・
世
第
一
法

　
　

④
見
道
：
預
流
向
と
果

　
　

⑤
修
道
：
一
来
向
と
果
・
不
還
向
と
果

　
　

⑥
無
学
道
：
阿
羅
漢
向
と
果

　
「
身
器
清
浄
」
と
い
う
準
備
段
階
で
、
身
心
遠
離
、
喜
足
少
欲
、
四
聖
種
の
三
種

の
修
行
に
よ
っ
て
、
身
体
と
心
と
を
清
浄
に
す
る
。
準
備
が
完
了
し
て
本
格
的
な
修

行
に
入
る
。

　

三
賢
で
は
、
五
停
心
で
、
主
と
し
て
死
体
の
不
浄
を
観
察
し
て
貪
欲
を
断
つ
「
不

浄
観
」
や
、
出
入
の
息
を
数
え
た
り
、
息
を
身
体
の
一
点
に
止
め
て
そ
れ
を
観
察
す

る
「
数
息
観
」
に
よ
っ
て
心
が
寂
静
と
な
る
。

　

続
い
て
、
身
・
受
・
心
・
法
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
て
、
身
は
不
浄
、
受
は
苦
、

心
は
無
常
、
法
は
無
我
と
観
察
し
、
物
事
を
浄
・
楽
・
常
・
我
と
見
る
四
顛
倒
を
対

治
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
身
・
受
・
心
・
法
を
ま
と
め
て
一
つ
の
対
象
と
し
て
、
無
常
・
苦
・

空
・
無
我
を
観
察
す
る
。

　

続
い
て
四
諦
の
理
を
十
六
通
り
に
理
解
し
て
「
四
善
根
」
を
得
る
。

　

こ
こ
ま
で
が
世
間
智
に
あ
る
七
方
便
位
で
、
凡
位
に
あ
る
。

　

四
善
根
の
第
四
の
世
第
一
法
成
就
の
直
後
に
四
諦
の
理
を
悟
る
の
が
、「
見
道
」

で
あ
る
。
十
六
心
の
前
十
五
心
が
「
見
道
」
で
あ
り
、
四
諦
の
理
を
悟
り
、
理
に
迷

う
煩
悩
を
断
つ
。
最
後
の
第
十
六
心
か
ら
「
修
道
」
に
な
る
。
修
道
で
は
、
具
体
的

な
事
象
に
迷
う
煩
悩
を
次
第
に
断
っ
て
い
く
。
修
道
の
最
後
の
金
剛
喩
定
で
、
あ
ら

ゆ
る
煩
悩
を
断
ち
尽
く
し
て
、
最
高
の
位
に
達
し
て
「
阿
羅
漢
」
と
な
る
。
阿
羅
漢

に
な
れ
ば
、
も
は
や
学
ぶ
べ
き
も
の
が
な
い
か
ら
「
無
学
道
」
と
い
う
。

　

見
道
以
後
は
出
世
間
智
に
あ
り
、
聖
位
に
あ
る
。

　

兎
も
角
も
、「
小
機
」
は
無
学
道
の
阿
羅
漢
と
な
る
こ
と
を
究
極
と
し
て
、
そ
れ

以
上
は
望
ま
な
い
。

　

⑵
こ
れ
に
対
し
「
大
機
」
の
修
行
段
階
と
し
て
、
別
教
の
菩
薩
の
階
位
を
挙
げ

る
。

　
　

①
二
十
五
方
便
（
準
備
段
階
）
：
具
五
縁
・
呵
五
欲
・
棄
五
蓋
・
調
五
事
・
行

五
法

　
　

②
十
信
：
初
信
・
二
信
・
三
信
・
四
信
・
五
信
・
六
信
・
七
信
・
八
信
・
九

信
・
十
信

　
　
　

※ 

大
機
の
円
教
の
菩
薩
の
修
行
の
階
位
で
は
、「
四
信
」
が
小
機
の
究
極
の

阿
羅
漢
位
に
相
当

　
　

③
十
住
：
初
住
・
二
住
・
三
住
・
四
住
・
五
住
・
六
住
・
七
住
・
八
住
・
九

住
・
十
住

　
　
　

※ 
大
機
の
別
教
の
菩
薩
の
修
行
の
階
位
で
は
、「
四
住
」
が
小
機
の
究
極
の

阿
羅
漢
位
に
相
当

　
　

④
十
行
：
初
行
・
二
行
・
三
行
・
四
行
・
五
行
・
六
行
・
七
行
・
八
行
・
九
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行
・
十
行

　
　

⑤
十
廻
向
：
初
廻
向
・
二
廻
向
・
三
廻
向
・
四
廻
向
・
五
廻
向
・
六
廻
向
・
七

廻
向
・
八
廻
向
・
九
廻
向
・
十
廻
向

　
　

⑥
十
地
：
初
地
・
二
地
・
三
地
・
四
地
・
五
地
・
六
地
・
七
地
・
八
地
・
九

地
・
十
地

　
　

⑦
等
覚

　
　

⑧
妙
覚

　
「
二
十
五
方
便
」
は
、
準
備
的
な
五
種
の
修
行
を
い
う
。「
具
五
縁
」
は
、
持
戒
清

浄
・
衣
食
具
足
・
閑
居
静
処
・
息
諸
縁
務
・
近
善
知
識
の
五
縁
を
具
え
、「
呵
五

欲
」
は
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
の
五
欲
を
呵
し
、「
棄
五
蓋
」
は
、
貪
欲
・
瞋

恚
・
睡
眠
・
掉
悔
・
疑
の
五
蓋
を
棄
て
、「
調
五
事
」
は
、
心
・
身
・
息
・
眠
・
食

の
五
事
を
調
え
、「
行
五
法
」
は
、
欲
・
精
進
・
念
・
巧
慧
・
一
心
の
五
法
を
行
じ

る
。

　

準
備
の
段
階
が
完
成
し
、
十
信
の
実
践
に
入
る
。

　
「
十
信
」
は
、
煩
悩
を
退
治
す
れ
ば
、
成
仏
で
き
る
と
い
う
教
え
を
初
め
て
聞
い

て
信
じ
順し

た
が

い
、
因
縁
仮
名
、
無
量
の
四
諦
、
仏
性
の
理
、
常
住
三
宝
の
教
え
を
聞

い
て
、
信
じ
、
順
い
、
疑
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
欲
・
色
・
無
色
の
三
界
の
見

思
の
惑
を
一
時
的
に
起
き
な
い
よ
う
に
伏ぶ

く

す
十
段
階
を
い
う
。

　

続
く
「
十
住
」
の
位
で
は
、
見
・
思
の
二
惑
を
断
っ
て
、「
空
」
の
理
に
こ
こ
ろ

を
据
え
る
。
空
の
理
に
安
住
し
、
空
に
じ
っ
と
座
り
込
ん
で
、
生
死
の
繋
縛
か
ら
逃

れ
る
十
段
階
を
い
う
。

　

続
く
「
十
行
」
の
位
で
は
、
仮
観
を
実
践
し
、
化
他
の
行
を
修
行
実
践
し
、
涅
槃

の
空
に
執
著
す
る
こ
こ
ろ
を
解
放
し
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
つ
十
段
階
を
い
う
。

　

続
く
「
十
廻
向
」
で
は
、
中
道
真
実
の
理
に
心
を
向
け
て
中
観
を
実
践
し
、
す
べ

て
の
事
象
に
中
道
真
実
を
見
開
き
、
自
分
が
得
た
功
徳
を
、
普
く
衆
生
に
廻
向
す
る

十
段
階
を
い
う
。

　

続
く
「
十
地
」
で
は
、
い
よ
い
よ
中
・
中
道
を
見
付
け
て
仏
地
に
入
る
。
十
地

は
、
諸
の
仏
智
を
生
じ
、
と
ら
わ
れ
の
な
い
、
無
条
件
の
、
無
縁
の
大
悲
心
に
よ
っ

て
、
一
切
衆
生
を
背
負
っ
て
、
迷
い
の
世
界
を
離
脱
さ
せ
る
十
段
階
を
い
う
。

　

続
く
「
等
覚
」
は
、
妙
覚
と
ほ
と
ん
ど
等
し
く
、
妙
覚
の
隣
り
で
あ
っ
て
、
一
生

補
処
（
弥
勒
菩
薩
）
の
位
と
さ
れ
、
一
分
の
無
明
を
残
す
が
、
こ
の
残
余
の
無
明
を

断
じ
る
と
妙
覚
に
至
る
。

　

最
後
の
「
妙
覚
」
は
、
仏
果
の
位
で
あ
る
。
等
覚
で
、
最
後
の
一
品
の
無
明
を
断

破
し
、
無
明
の
習
気
も
断
じ
尽
く
し
た
位
で
あ
る
。
別
教
で
は
、
蓮
華
蔵
世
界
に
あ

り
、
形
は
蓮
華
、
十
方
法
界
を
包
含
す
る
。
七
宝
の
菩
提
樹
下
の
大
宝
華
王
座
に
坐

し
、
円
満
の
報
身
を
現
わ
し
て
い
る
と
す
る
。
円
教
で
は
、
永
く
無
明
の
父
母
に
別

れ
、
究
竟
し
て
涅
槃
の
山
頂
に
登
る
。
諸
法
不
生
な
れ
ば
般
若
不
生
な
り
。
不
生
不

生
な
る
を
大
涅
槃
と
名
付
く
。
虚
空
を
も
っ
て
座
と
な
し
、
清
浄
法
身
を
成
就
し
て

常
寂
光
土
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
円
教
の
仏
の
相
な
り
、
と
い
う
。

　

要
す
る
に
、「
小
機
」
は
、
見
思
の
惑
を
断
ち
尽
く
し
、
見
思
の
惑
の
習
気
を
断

ち
尽
く
し
、
灰
身
滅
智
の
境
地
に
入
る
の
を
究
極
と
す
る
。
見
思
の
惑
に
し
て
も
、

そ
の
習
気
に
し
て
も
す
べ
て
は
欲
・
色
・
無
色
の
三
界
の
な
か
の
煩
悩
に
限
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　

小
機
が
最
高
位
と
す
る
阿
羅
漢
は
、
別
教
の
五
十
二
位
で
は
わ
ず
か
に
「
四
住
」

位
に
相
当
し
、
円
教
で
は
「
四
信
」
位
に
し
か
相
当
し
な
い
。
伏
断
す
る
の
は
、
見

思
の
惑
だ
け
で
、
塵
沙
の
惑
・
無
明
の
惑
は
念
頭
に
な
い
。
智
慧
は
、
空
観
に
よ
っ

て
空
諦
を
完
成
す
る
一
切
智
に
止
ま
り
、
仮
観
に
よ
っ
て
仮
諦
を
完
成
す
る
道
種
智

も
、
中
観
に
よ
っ
て
中
諦
を
完
成
す
る
一
切
種
智
も
想
定
外
で
あ
る
。
利
他
は
乏
し
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く
、
自
利
に
集
中
す
る
。

　

修
行
に
要
す
る
期
間
は
、
三
生
六
十
劫
で
あ
る
。

　
「
大
機
」
の
別
・
円
二
教
の
菩
薩
衆
は
、
別
教
で
は
六
住
以
後
、
円
教
で
は
五
信

以
後
、
三
界
内な

い
げ外
の
化
導
障
の
塵
沙
の
惑
や
不
了
一
法
界
の
無
明
の
惑
の
伏
断
を
目

差
す
。
別
教
で
は
妙
覚
ま
で
、
阿
羅
漢
に
相
当
す
る
四
住
以
後
、
三
十
八
の
段
階
を

残
し
、
円
教
で
は
四
十
八
の
段
階
を
残
す
。
こ
の
修
行
段
階
の
中
で
、
仮
観
に
よ
っ

て
塵
沙
の
惑
を
伏
断
し
て
道
種
智
を
得
、
中
観
に
よ
っ
て
無
明
の
惑
を
伏
断
し
て
一

切
種
智
を
得
、
妙
覚
に
入
り
自
利
利
他
円
満
す
る
。

　

修
行
に
は
、
三
祇
百
大
劫
の
歴
劫
を
要
す
る
。

　

三
界
の
中
だ
け
の
、
万
有
を
有
な
り
と
す
る
迷
見
の
見
思
の
惑
の
伏
断
に
終
始

し
、
灰
身
滅
智
を
究
極
と
す
る
小
機
が
、
界
内
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
も
伏
断
し
、
無

明
の
惑
を
も
伏
断
し
た
別
教
の
初
地
以
上
、
円
教
の
初
住
以
上
の
大
機
の
菩
薩
衆
が

連
な
る
、
頓
教
の
教
え
が
説
か
れ
る
会え

ざ座
に
同
席
し
て
い
て
も
、
小
機
は
見
思
の
惑

の
伏
断
に
終
始
し
、
大
機
は
見
思
の
惑
の
伏
断
は
勿
論
、
界
内
外
の
塵
沙
の
惑
、
無

明
の
惑
の
伏
断
と
い
う
境
界
に
雲
泥
の
差
が
あ
る
か
ら
、
小
機
に
と
っ
て
は
、
会
座

の
説
法
は
ま
る
で
聾
の
ご
と
く

の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ

大
変
な
教
説
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
だ
け
に
終
わ
る
。
小
機
が
大
機
の
た
め
の

大
い
な
る
頓
教
の
教
え
を
受
容
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
で
き
な
い
相
談
で
あ
る
。

　

小
機
の
声
聞
衆
は
、
大
乗
の
教
え
を
聴
聞
し
、
十
分
に
理
解
す
る
の
に
は
、
ま
こ

と
に
機
根
・
根
性
が
成
熟
し
て
い
な
い
。
こ
の
機
根
・
根
性
が
成
熟
し
て
い
な
い
こ

と
が
、
大
乗
の
教
え
と
小
乗
の
教
え
と
を
隔
て
、
か
け
離
れ
た
も
の
に
し
て
い
る
。

　

小
機
の
声
聞
乗
が
、
華
厳
の
会
座
で
、
何
ら
の
教
益
を
被
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
が
、
華
厳
の
会
座
の
説
法
が
、
小
機
の
声
聞
乗
に
ま
っ
た

く
無
用
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
仏
の
心
は
、
ひ
と
え
に
小
機
の

声
聞
乗
に
あ
る
こ
と
を
や
が
て
知
り
、
大
乗
の
教
え
が
、
た
だ
大
機
の
菩
薩
衆
の
た

め
だ
け
に
説
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
小
機
の
声
聞
乗
の
も
の
で
あ
る
と
納
得

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
如
聾
如

の
文
は
、『
法
華
経
』
信
解
品
の
「
即
遣
傍
人
急
追
将
還
」
な

ど
の
文
に
よ
っ
て
、
小
機
の
声
聞
乗
に
等
し
く
仏
知
見
を
開
か
せ
る
こ
と
に
こ
そ
、

仏
の
出
世
の
本
懐
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
如
聾
如

で
あ
っ
た
た
め
に
、
小
機
の
声
聞
乗
を
大
乗
に
誘
引
し
て
覚

醒
さ
せ
、
小
乗
教
を
求
め
な
い
よ
う
に
弾
呵
し
、
淘
汰
し
、
小
乗
の
教
え
に
止
ま
る

こ
と
な
く
、
大
乗
の
教
え
を
求
め
て
止
ま
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
遂
に
は
開
会
に
至

る
。

　

仏
の
教
え
は
常
に
真
実
を
説
く
が
、
仏
の
深
遠
な
教
え
は
、
教
え
を
受
け
る
声
聞

や
、
縁
覚
や
、
菩
薩
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が
秘
め
る
宗
教
的
な
力
量
に
覆
い
隠
さ
れ

て
し
ま
い
、
声
聞
や
、
縁
覚
や
、
菩
薩
の
力
量
に
濾
過
さ
れ
る
。

　

こ
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
宇
宙
の
真
実
を
明
か
す
仏
の
教
え
は
、
衆
生
の
機

根
・
根
性
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
ら
な
け
れ
ば
、
聴
聞
す
る
人
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
の
が
道
理
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
華
厳
の
会
座
に
お
い
て
は
、
仏
の
教
え
が
あ
ま

り
に
も
高
度
で
あ
っ
て
、
理
解
を
絶
し
て
い
た
か
ら
、
小
機
の
声
聞
衆
は
、
華
厳
の

教
え
か
ら
は
何
の
功
徳
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
と
対
照
的
に
界
外
、
つ
ま
り
三
界
と
い
う
現
実
を
超
越
し
た
大
機
の
菩
薩
衆

は
、
仏
が
説
く
『
華
厳
経
』
の
教
え
に
感
応
道
交
し
て
、
大
乗
の
利
益
を
得
る
の

が
、
頓
教
の
す
が
た
で
あ
る
。

　

機
根
が
次
第
に
熟
す
「
約
機
濃
淡
」
に
配
当
し
て
、
順
序
に
教
え
が
説
か
れ
る
と

い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
牛
や
水
牛
か
ら
乳
を
絞
り
出
す
よ
う
に
、
最
初
に
仏
釈

尊
の
金こ

ん
く口
か
ら
、
仏
釈
尊
の
自
内
証
が
そ
の
ま
ま
迸
り
出
る
か
ら
、
仏
釈
尊
の
成
道
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直
後
の
説
法
を
、
牛
や
水
牛
か
ら
搾
っ
た
ま
ま
、
手
が
一
切
加
え
ら
れ
て
い
な
い
乳

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
「
乳
味
」
に
例
え
る
。

　
『
法
華
経
』
は
本
来
、
機
根
・
根
性
の
弱
い
も
の
が
集
ま
っ
て
い
る
、
声
聞
衆
の

よ
う
な
救
わ
れ
な
い
人
に
、
声
を
掛
け
て
こ
ち
ら
を
向
か
せ
て
、
と
も
に
喜
び
合
え

る
仏
国
土
を
築
き
、
悟
り
の
道
を
教
え
、
救
い
取
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
真
意
が
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
『
華
厳
経
』
は
、
華
麗
な
仏
国
土
は
明
か
し
て
お
り
、
世
間
の
真
実
の

す
が
た
は
明
か
し
て
い
る
が
、
苦
界
に
呻
吟
し
て
い
る
衆
生
に
救
い
の
手
を
差
し
伸

べ
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
貴
重
な
真
実
を
明
か
し
た
華
厳
の
教
え
は
、
大
機
の
菩
薩
衆
に
は

直
ぐ
間
に
合
う
が
、
小
機
の
声
聞
衆
に
は
直
ぐ
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
こ
れ
を
象
徴

し
て
、
腐
り
易
い
、
絞
り
た
て
の
「
乳
」
の
位
置
付
け
と
し
、
生
理
的
に
受
け
付
け

な
い
搾
り
た
て
の
「
生
乳
」
の
位
置
付
け
と
す
る
の
で
あ
る
。
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